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プロローグ







　瘴しよう地ち精せい霊れいの力によって、周囲の岩がん盤ばんを液体のように変化させ、どろりと潜せん航こうしている空母艦かん内ない。

　照明は薄うす暗ぐらく、息苦しく陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしていた。

「すべてこちらの思おも惑わく通りに事が進むとは、少々興きよう醒ざめですね」

　抑よく揚ようのない声で、金属製の胸当てをつけた長身の女性が言う。

「御ぎよ意い」

　跪ひざまずきながら短く同意する、白衣を着た男。

「されどそれも、殿でん下かの立てられた策が優すぐれている証あかしかと」

　同じく跪きつつ、えんじ色のブレザー姿の少女が追従した。

「ともかく、邪じや神しんの復活には膨ぼう大だいな量の魔ま力りよくを必要とします。世界でも屈くつ指しの魔力量を誇ほこるシャルスティアの王女たちのみならず、神国日本で途と絶だえた強力な術者の家系、その末まつ裔えいである姉し弟ていという、とんだ拾い物までをも容易たやすく捕ほ獲かくできたのは重ちよう畳じようでしたが……」

　長身の女性はさして面おも白しろくもなさそうにそこでいったん言葉を切り、

「それでもまだ足りません」

　冷やかにただ事実のみを告げる。

「ご安心ください。そのためのファルバザード三皇女も、のこのこと我等らを追ってきております」

「できるだけ早く三皇女も手中に収めたいところですね」

「お任せください。すでにその手て筈はずも整っております」

　白衣の男と制服の少女が、交こう互ごに長身の女性の要望に応こたえる。

「聖地までの距きよ離りは？　第一の封ふう印いんを速すみやかに解くことが我等に課せられた使命……」

　遠くを眺ながめるように女性は、一面泥どろしか映っていない窓へと視線を移した。

「はっ、このまま前進すれば今夜にも到とう達たつしてしまいますが、それでは三皇女を誘おびき出せません」

　注文の多い主に対し、白衣の男はひたすら話を合わせる。

「そうですね。この艦かん自体が三皇女を釣つるための餌えさ。時間は調整する必要がありますね。その間に、聖地にも罠わなを張っておきましょう」

「はい、すべては殿下の仰おおせのままに」

　制服の少女が恭うやうやしく首を垂れる。

　どこか芝しば居いじみた、感情の篭こもらない三人の会話はそこで途と切ぎれ、あとはただ静せい寂じやくの中、空母は粛しゆく々しゆくと行軍するのみであった。







第一章　上陸、トランカナン！







　五メートル以上はある巨きよ大だいなエイの化物、深海魚の化物、ウミウシ、ヒトデ、クラゲ、サメ……その他もろもろの化物たちが、俺おれたちを取り囲んでいる。

　えっと、この光景は、何の冗じよう談だんですか？

　そうだ、これは夢なんだ。僕ぼくは今、夢を見ているんだ。目が覚めたとき、僕はまだ十二歳さい。

　起きたらラジオ体操に行って……はっ!?　いかんいかん！

　思わず自宅警備しながら布ふ団とんの中で現実逃とう避ひしてる自分の姿が脳のう裏りをよぎっちまったぜ。

　俺、風かぜ原はら湊みなととその仲間たちは今、姫ひめ様さまたちを誘ゆう拐かいした犯人を追って、遥はるかアフリカ大陸はトランカナン共和国へと迫せまっていた。

　敵空母を高こう速そく艇ていで追っていたものの、トランカナンの陸地が見えるこの距離まで来て突とつ然ぜんのロスト。

　そこで俺たちを待ち構えていたかのように現れた、穢え水すい精霊の群れとそれを操あやつるクラーケンを倒たおしたっていうのに。

　一息吐つく暇ひまもなく、この絶体絶命。状じよう況きようはまさに最悪と言うに相応ふさわしい。

「どうする!?　どうすればいい!?　船を守るには、何をするのが正解なんだっ!?」

　格好悪くパニクってしまう俺を、

「落ち着いてくださいな、騎き士し様。物事というのは、所しよ詮せんなるようにしかならないのですから」

　さすが百ひやく戦せん錬れん磨まのファルバザード三姉妹の長女、ブリジッタは達観した様子で平然と諭さとす。

　ペパーミントグリーンの瞳ひとみと、金きん髪ぱつ縦ロールが特とく徴ちよう的てきな美少女で、漆しつ黒こくのドレスに包まれたスタイルも抜ばつ群ぐん。不敵な態度がどこまでも似合う。

「姉様の仰おつしやる通りだ。船はここで棄すてるのも已やむ無しと心得よ」

　さらに三女アリッサが、いつも通りぶっきらぼうに言ってのけた。

　姉と同じ髪かみと瞳の色。純白のドレスを纏まとった身体は、まだまだ発展途と上じようの青い蕾つぼみ。だがそれがいい！　ストレートロングの頭頂部には、アンテナのような一ひと房ふさが伸のびている。

　それにしても、簡単に言ってくれるぜ。

　さっきまで海上で戦っていた俺とクリス、三皇女はこうして外に出ているからいいようなものの。

　船内にはまだ茜あかねも雪ゆき花かもコレットもアシエルも残っているのだ。

「おい、中の奴やつらに危険を知らせた方がよくねぇか？」

　なんと、そこに気を回してくれたのは意外にも次女エルッカだった。

　やはり金きん髪ぱつ翠すい眼がん、ボーイッシュかつスレンダーで背も高めな彼かの女じよは灰色のパンツスーツ姿で、可愛かわいいというよりもかっこいいという形容がしっくりくる。女子高生だったら後こう輩はいからラブレターとかもらってしまいそうなタイプだ。

「そっ、そうですね、私が行きましょうっ」

　俺の横で答えたのは、クリス。

　ポニーテールの金髪に青い瞳。たわわな胸も勇ましい、少女騎士。

　さっきの戦せん闘とうでは魔ま法ほう制せい御ぎよチップの力を借り、念願の人間外との超ちよう常じようバトルにおいて、目覚ましい活かつ躍やくを果たしてくれた。

　と、そのとき。

「ん～、あれぇ？　この魔ま物ものたちって……もしかして……？」

　異様な気配を察知したのか、コレットを先頭に皆みな、船外の通路へと出てきたのである。

　俺たちの中で最年少、後ろで短く縛しばった桃もも色いろの髪と赤みがかった鳶とび色いろの瞳。いつでも元気いっぱいのコレットには、しかしやや複雑な生おい立たちがあり。

　このトランカナンは、コレットが幼少期を過ごした場所なのだそうだ。

　そしてコレットは、きょろきょろと不気味な怪かい物ぶつたちを見回している。

「きゃぁっ!?　なっ、なになにっ!?　このっ、南海大作戦!?」

　同じ物を目にして、見事に慌あわてふためいてみせたのは俺の幼なじみ、茜だ。

　いや、でも、この状況ではそれが普ふ通つうの反応だと思うんだぜ？

　ツインテールの栗くり色いろの髪と、同色の瞳。愛あい嬌きようのある顔立ちって、びっくりしたときでもそれが芸風って思えるから、すんごい美人ってよりもむしろ、お得感があっていいよな。残念な胸のボリューム具合も、庶しよ民みん的てきで親しみやすいし。

　などと俺が、褒ほめているのか貶けなしているのか微び妙みようなモノローグに耽ふけっていると。

「これも姫様たちを攫さらった犯人たちが呼び出したのでしょうか？」

　雪花が怪け訝げんそうに、誰だれにともなく問う。

　ショートボブの黒くろ髪かみに黒い瞳は、俺や茜と同じく生きつ粋すいの日本人の証。それでいて、もう長いことシャルスティア王国で姫様たちの世話係なんかをしている。

　胸のささやかさも、日本人の平均といったところか。

「これはっ……、どちらかと言うと、コレットくんが召しよう喚かんする魔物の類たぐいに近い気もしますが……」

　アシエルも普ふ段だんのポーカーフェイスをいくぶん崩くずして、感想を述べる。

　サラサラの長い銀ぎん髪ぱつを靡なびかせ、こんなときでも絵になるなんて、ほんとイケメンは羨うらやましい。悔くやしい、ビクンビクン。

　だが、そんな若き宰さい相しよう代理殿の表情は優れない、どころか、若じやつ干かん青ざめているようにも見える。

　そういえば、アシエルは父親である前宰相とともに謀む反ほんを起こした罪で、コレットが召喚した魔物による浄じよう化かの刑けいを受けた身であり、その記き憶おくもまだ生々しいのだろう。

　こればっかりは、俺としても心から同情を禁じ得ないのだった。

　と、ここまではけっこう余よ裕ゆうをもって俺たちは、いつ襲おそいかかってくるともしれない化物たちを眺めていたわけだが。

　ザバァァァッ！

　化物側が、ついに動いたのだ。

　俺たちの高速艇を取り囲んでいた輪のさらに奥おくから、派手な水みず飛沫しぶきを上げて一ひと際きわ巨きよ大だいな怪物が、海面から宙に浮うきこちらへと向かってきた。

　さながらそれは、黒い山のような。クジラ？　形から判断するに、それで間ま違ちがいないはずだ。

　しかし、その宙に浮かぶクジラの頭部には、三本の角が突つき出していた。

　トリケラトプスっていう恐きよう竜りゆうをご存じだろうか？　ちょうど、そんな感じ。

　そんな三本角のクジラの背には、これまた驚おどろくことに――いや、空を飛んだり見たこともない種類であるのに比べたらそれほどでもないのかもしれないが、それでも――一人の人間が乗っていたのである。

「抵てい抗こうはしないでください！　あなたたちは何者ですか？　何な故ぜ、我らがトランカナンの地に近づこうとしているのですか？　正当な理由を説明できるなら、手て荒あらな手段は取りません！」

　三本角クジラの背に立つ少年――やや童顔で中性的な整った容よう貌ぼう、これまたアシエルとは別方向の美男子だ――は、矢や継つぎ早ばやに警告を発した。

　少年は、七しち分ぶ丈たけのズボンに、胴どう体たいをすっぽりと覆おおう、ゆったりとした神官服って感じの衣装を身につけている。

　その簡易な衣装には袖そでがないため、二にの腕うでの辺りから露ろ出しゆつしていて、日に焼けた小麦色の肌はだが健康的だ。伸ばしている銀髪は、後ろで一本の三つ編みにまとめている。

　ところで、たぶんトランカナンの言語を話している少年の言葉が、どうして俺に理解できるのかといえば。

　それは、俺がシャルスティアに引ひっ越こしてきたときに、意思疎そ通つうの魔ま法ほうってやつをかけてもらったからに他ほかならない。

　初対面だった姫様の一人、マリーの唇くちびるがかすかに俺の唇に触ふれて……。なんてことを思い出している場合ではなかった。

　が、一方で、俺にとってとても大事な二人、ソフィアとマリーが現在敵の手中にある事実をも再さい認にん識しきし、俺の胸は焦こげるようにチリチリと痛む。

「あら？　ずいぶんと紳しん士し的てきな対応ですわね？　あの方は、敵ではないのかしら？」

　ブリジッタも、少年の発言を理解できているみたいだ。おそらく、エルッカとアリッサも。

　うん、ファルバザード三皇女も、言語万ばん能のう化の魔法とかいうのが使えるって言ってたっけな。

「ラニタ！　やっぱり、ラニタだったんだねっ！」

　と、そこで。

　予想外の反応を見せたのは、コレットだった。

「コレット!?　コレットなのかい？　ああ、しばらく会わないうちに……大きくなったね、コレット……」

　少年は実に親しげに、懐なつかしそうに、コレットに語りかける。

　えっ？　って本当に二人は知り合いなのか!?

　つまり、さっき俺たちを襲ってきた怪物たちとは完全に無関係ってこと!?

　いやいや、まだそこまで安心してしまうのは早計だ。

　今俺たちが一番怪あやしいと考えているのが、暗黒精せい霊れい魔ま法ほうを使うというエルキシュ公国。次いで、マジックアイテム造りのエキスパートだというダラ＝カーハ首長国連れん邦ぽう。

　だけどこの、魔ま物もの召しよう喚かんに長たけたトランカナン共和国だって、姫ひめ様さま誘ゆう拐かいの首しゆ謀ぼう者しやである可能性は、まだ十分に残っている。

　これら三国がすべて結けつ託たくしていてもおかしくない、とブリジッタは言っていたじゃないか。

「これから、こちらが誘ゆう導どうする場所に船を接舷してください。その後、我わが村にて詳くわしい説明をしていただきます」

　少年は毅き然ぜんとした態度で、再度俺たちに指図した。

　俺たちが相手を疑っているのと同様に、相手も俺たちを疑っている。そんな合わせ鏡のような状況であるのかもしれない。

「あっ、あのねっ、ラニタ……、ここにいるのはみんなボクの友だちで、だから全然怪しくなんかないんだよっ？」

　緊きん迫ぱくした空気に耐たえられないといった風ふ情ぜいで、コレットは少年に懇こん願がんするように視線を向ける。

「すまない、コレット。いくらコレットとそのご友人たちとはいえ、不法侵しん入にゆう者しやの検分に、私情を挟はさむわけにはいかないんだ。どうかわかってほしい」

　だが、少年の返答はにべもない。

　しかしそれも、少年の立場からしてみれば致いたし方かたないことにもみえる。

「はぁ……、ひとまず大人しく従った方がよさそうだな」

　俺たちの側から押おしては通れそうにない事態であると察し、俺は溜ため息いきを吐き肩かたを竦すくめる。

「良い判断ですわ、騎士様」

「はい、湊様とは思えぬほど、冷静かつ的確です」

　すかさず、ブリジッタと雪花からお褒めの言葉が。

　雪花のは相変わらず、バカにしているようにしか聞こえないのではあったが。




　　　　　◇




　トランカナン共和国の沿岸部。その物静かな砂すな浜はまの入いり江えに、俺たちの高速艇は誘導されてきた。

　周囲をおどろおどろしい海洋生物の化物たちに囲まれて。とても観光気分にはなれない、憂ゆう鬱うつな行軍だった。

　そもそも、こうしている間にも、ソフィアとマリー、桜さくら子ことモモが取り返しのつかない目に遭あわされてしまうのではないかという、強きよう迫はく的てきな想像が常に脳裏につき纏い、気が気ではない。

　一刻も早く、四人を救出し、全員で笑い合いたい。それまで、俺たちに心の平安は決して訪おとずれないのだから。

　だいぶ浅あさ瀬せとなっているため、船はそこそこ沖おき合あいで錨いかりを下ろした。

「乗ってください。服を着たまま泳ぐよりはましでしょう？」

　少年に促うながされ、俺たちは三本角のクジラの背の上へと招待されたのだった。

　イルカと一いつ緒しよに泳ぐってのは聞いたことあるけど……。こんなデカいクジラの背に登る機会は、滅めつ多たにあるもんじゃあない。

　捕つかまっているみんなには申し訳ないが、その瞬しゆん間かんだけは、ちょっぴりワクワクした。




　入り江には、何人もの召喚士と思おぼしき者たちが、俺たちを待ち受けていた。

　多くは老人で、少年はこの村で最も若い術者なのだろう。

　海洋生物の化物たちとは、ありがたくも海岸でお別れとなり、今度は召喚士たちに前後左右を固められて進む。

　海岸から歩いて数分のところに、海を一望できる、明らかに一軒けんだけ他の家々より大きな館やかたが、建っていた。

　この村の家はすべて、南国のリゾート地にいかにもありそうな、ログハウスってやつみたいだ。

「どうぞこちらに。我ら海の部族の族長である私の父が話を伺うかがいます」

　少年の後に続いて、俺たちは高たか床ゆかの、ドアのない家の出入り口をくぐった。

「ごめんね、ミナト。ボクがいるのに、こんなことになっちゃって……」

　コレットはなぜか責任を感じているらしく、しょげた様子で謝あやまってくる。

「おいおい～、コレットが気にする必要なんて、全然ないんだぜ？　いくらコレットが同じトランカナンの出身者だったからって……、あのラニタっていうコレットの友だちも、都合上しかたないって言ってたじゃんか」

　俺はコレットを全力で慰なぐさめた。

　自分がかつてトランカナンに住んでいたから――というか、コレットは将来有望な召喚士であったのだから、当時はきっとＶＩＰ待たい遇ぐうだったのだろう――顔パスで通してもらえるつもりで、コレットはいたのかもしれない。

「うん、ボクがいた部族は森の部族で、ラニタの海の部族とはお隣となりさんなんだよっ」

　おっ？　トランカナンの部族って、そんなにいくつもあるのか？　そういえば、十三の部族があるって話を、聞いたような聞いていないような……？

　なんて、俺とコレットがひそひそと話していると。

「父上、連れて参りました」

　外の強い日ひ射ざしを遮さえぎる室内、大きな大きな家全体が一つの部屋で、奥の暗がりに向かって、少年は恭しく声をかける。

　影かげがゆらりと揺ゆれた――、ように見えた。

　そこには、顔に深く皺しわを刻んだ老人が、胡坐を掻かいて座すわっていたのだ。老人は小さく頷うなずいて右手を軽く挙げる。

「さぁ、こちらに。座ってください」

　少年が俺たちを手招きするのを、

「少々お待ちくださいな」

　ブリジッタが、短く制した。

「まず、トランカナンの言葉がわからない人たちをなんとかしませんとね」

　ブリジッタはそう言って、クリス、雪花、茜、アシエルにウィンクしてみせる。

「ほれ、手を繋つながぬか。早くするがいい」

「え、あ、は、はい……」

　アリッサに急せかされ、アシエルが戸と惑まどったように手を取る仕草が、ちょっと微ほほ笑えましい。

「ほら、あんたたちも」

　エルッカからも手が差し出だされ、

「あ、ありがとう」

　茜はいくぶん物もの怖おじしつつも、すぐにしっかりと握にぎる。

「さぁ、あなたたちも」

「それでは」

「失礼致します」

　ブリジッタの左右の手を、クリスと雪花が取り。

　ついには、大きな人間の輪が完成したのだった。

　ファルバザード三皇女の魔法は、かける相手と手を繋ぐのが基本らしい。

　まるで幼よう稚ち園えんのお遊ゆう戯ぎみたいだ、とは言わないでおこう。

「雲海　貫つらぬき塔とうより　世界へと降り注がん　戴天　散逸結集セレタリア・御伽草子シユープレツツア！」

　パァァァンッ！

　輪の中央で黄こ金がね色いろの光の粒つぶが弾はじけ、無数に宙を舞まった。

「これでよろしくてよ」

　輪を解きながら、ブリジッタが優ゆう雅がに腰こしを下ろす。

「ふむ、ファルバザードの皇女殿か」

　向かい合い、老人が口を開いた。

「おおっ、本当だ！　言葉がわかりました！」

　思わずクリスは興奮気味に、大声を出してしまう。

「はわわっ、し、失礼しましたっ」

　周りが静かなせいもあり、かなり浮いた感じになってしまい、クリスは慌てて頭を下げた。

「よかったです。それではあなたたちの身の潔白を証明してください」

　恥はずかしがるクリスを見て、少年は笑えみを漏もらしかけたのだが、すぐに無理やり顔を引き締しめる。

「わかりました、ご説明させていただきましょう。私は、シャルスティア王国宰相代理、アシエル・アルカサルと申します」

　すると、こういうときには誰よりも頼たよりになる、俺おれたちのアシエルが颯さつ爽そうと身を乗り出したのだった。

「ほぉ、ファルバザードのみならず、シャルスティアからも……。名立たる魔法大国のお歴々が、観光旅行というわけもあるまいな」

　老人は感情の読み取り辛づらい、低くぼそぼそとした声こわ音ねで喋しやべる。

「お主ら、海上で争いをしておったようだが、なぜ我らトランカナンを汚けがすのか？」

　いきなり、老人――海の部族の族長は、厳しい視線で刺さすように俺たちを眺ながめ回まわした。

「それは誤解です、私たちは決して、トランカナンを害する意思などありません」

　すぐさまアシエルが、きっぱりと否定する。

　アシエルは、シャルスティア王女であるソフィアとマリー、俺たちの友人である桜子とモモの合計四人が攫われたこと。そしてその四人を乗せていると思われる、国こく籍せき不明の空母を追ってきたことを明瞭簡潔に説明した。

「ほぉ、シャルスティア王女を攫い、遥はる々ばるこのトランカナンまで連れてきた者がおる……と？」

　海の族長は、興味深そうに問い返す。

「はい、しかもその敵は、暗黒精霊魔法の使い手である公算が高いのです」

　アシエルは続けて、さっき俺たちが戦った穢水精せい霊れいとクラーケンについて語った。

「暗黒精霊魔法といえば、エルキシュ公国のお家芸……、我らトランカナンとは、かつて世界を滅ほろぼさんとした邪じや神しんをともに倒たおした盟友であるが……」

　族長は、まるで自分も邪神を倒す戦いに参加したかのような口くち振ぶりで、遠くを見つめる。

「「「邪神……」」」

　ファルバザード三皇女が、声を揃そろえて呟つぶやいた。

　彼女たちがずっと捜そう査さしている事件の大本に、だいぶ近づいてきている。そんな手て応ごたえを感じたのだろう。

「その邪神が、近々この世界に復活するという予言が、わたくしたちのもとにもたらされたのですわ」

　ブリジッタが、ここぞとばかりに割って入る。

「ほぉぉ」

　族長は興味深そうに感かん嘆たんした。

「あいわかった。つまりお主らは、誘ゆう拐かい犯はんどもがシャルスティア王女たちを邪神復活に利用しようとしておると考えておるのだな？」

　さすが族長！　爺じいさんなのに――、なんて言ったら失礼かもしれないけど、頭の回転がめっちゃ速いじゃないかっ！

「そして、我らトランカナンも、邪神復活に一枚噛かんでおる……、と疑っておるのだな？」

　しかも、歯はに衣きぬ着きせぬ、率そつ直ちよくな発言！

「いえそのような、滅めつ相そうもありません」

　対するアシエルは、顔色一つ変えずに首を横に振ふってみせる。

　こっちはこっちで年ねん齢れいに不相応な、腹の探さぐり合あいに慣れ切ったクールな所作だ。

　かっかっかっ、と族長は愉ゆ快かいそうに笑った。

「なに、隠かくさずともよい。お主らもこうして我らの要求に素す直なおに従い、身の潔白を証明しようとしておるのだ。ならば我らも、お主らに協力することで、我らが邪神復活など企たくらんでおらぬことの証とせねばなるまいて」

「本当ですか!?　ありがたいお言葉です！」

　アシエルが白い歯を綻ほころばせ、好青年っぽさを存分に演出して礼を述べる。

　うわー、アシエルってば、自分がどう振ふる舞まえば相手にどんな印象を与あたえるか、計算し尽つくしてる感じだなー。などと思ってしまうのは、俺の僻ひがみ根こん性じようのせいだろうか？

　それに、おいおい、なんだよ。初めは怖こわそうな爺さんだとビビッたけど、もしかして実はすっげー良い人なんじゃね？　海の族長さんって。

　んー？　でも、ずいぶん簡単に俺たちを信用してくれるんだな……。なんか態度が変わり過ぎるってのも、それはそれで怪しくね？

「急に手のひらを返されて不思議かの？　お若いの」

　不意に、族長は俺へと視線を移し、尋たずねてきた。

「んがっ!?　えっ、俺っ!?　いやいやいや、そんなことありませんよぉぉぉっ!?」

　誰がどう見ても完全な不ふ審しん者しやです。本当にありがとうございました。ってくらい、俺は動どう揺ようしまくる。

　俺の狼ろう狽ばいぶりに、満足そうに目を細めてから、族長は言葉を続けた。

「うむ、我ら海の部族はな、トランカナンの沿岸を守護する役目。まずは外から近寄ってきた者を厳しく検問せねば、他の部族の者たちに示しがつかぬのだ」

　かっかっかっ、と再び、族長は快活に笑った。

　ああやっぱり、良い人なんだな、と俺は胸を撫なで下おろす。

　そのとき、

「父上、もっと重要なことを教えて差し上げればよろしいのに。意地がお悪い」

　くすりと、微笑みながら少年が口を挟んだ。

「え……？　それってどういう……」

　意味がわからず、俺は目を瞬しばたたかせる。

「我らの召しよう喚かんする魔ま物ものは、悪人の魂たましいが大好物なのです。あなたたちを連行する際、魔物たちはとても穏おだやかでした。それは、あなたたちが悪人ではないと、魔物たちが証言しているのも同然なのです」

　あああ、なるほどっ！　トランカナンの魔物は、罪人の魂を浄化させるのに使われるんだっけな！

　って、おや？　つまり俺たち全員、魔物から善人だって認められたってこと……？

　いやん、そんなっ。たぶん傍はたから見たら相当キモいと思われるほどに、俺はむず痒がゆさで身体をくねらせるしかない。

「ほれ、客人たちが恥ずかしがっておるではないか。面と向かって褒ほめられても困るだろうと、儂わしがわざわざ当あたり障さわりのないよう誤ご魔ま化かしたというのに、気の利きかぬ奴やつよ」

　族長が、やれやれというふうに、はぁーっと息を吐はき出してみせる。

「これは……失礼しました……」

　族長としても、場を和なごませるジョークの延長だろうに、少年は真に受けて恐きよう縮しゆくしている。

　うん、間違いなく、この親子は良い人たちだ、と俺は心底ほっとするのだった。

「シャルスティアの双そう姫き殿どのを攫さらった者がすでにトランカナンの地に侵しん入にゆうしておるのだとすれば、おそらくその目的は一つ、邪神を封ふう印いんした聖地であろう」

　真しん剣けんな表情に戻もどった族長が、断言する。

「「「邪神を封印した聖地!?」」」

　三皇女のハモりが、またしても炸さく裂れつした。

　まさに海の部族の族長は、俺たちがほしい情報をピンポイントで提供してくれている。

　あたかも、これまでの三皇女たちの行動がすべて、とんだ無む駄だ足あしだったとでもいうくらいの勢いで。

　いや、大きな声では言えないが、実際そうなんだよな……。

　ファルバザード三皇女が邪神の復活を阻そ止しするためにやって来たのは、まずはシャルスティア王国だったわけで。

　そこにいたのは邪神なんて言いがかりも甚はなはだしいくらいの可愛かわいらしい女め神がみ様――リアマで、人ひと違ちがいならぬ邪じや神しん違いだったのだ。

　最初から、トランカナンに来てればよかったんじゃね？　三皇女本人たちも、今そんな切ない感覚を味わっているかもしれない。

「さよう。かつて我らトランカナンの勇者、エルキシュの勇者、ダラ＝カーハの勇者……、三人の英えい雄ゆうによって邪神は倒されはした。だが、その力は絶大で、三英雄は自らの命を捧ささげ、その魂で縛しばることによって、邪神を時空の狭はざ間まへと封印するのがやっとじゃった」

　族長の口から次々と、邪神についての真相が語られていく。

「ゆえに、トランカナンの勇者の魂が宿る、邪神と相対した際勇者が愛用しておった武器が、このトランカナンの聖地に祀まつられ、邪神を現在もなお封印し続けておる」

　うぉぉぉぉぉっ!?　現在進行形の話キターッ！

　ヤバい。マジでヤバい。漠ばく然ぜんとしたものでしかなかった不安が、いよいよ現実味を帯びてきたじゃあありませんかっ!?

「しかも、ここだけの話、その邪神の封印方法には一つ、重大な欠点があってのぉ」

　ひゃぁぁっ、もったいぶらずに早く教えてくれぇ～っ！

「その、欠点とは……？」

　ごくり、と喉のどを鳴らし、ブリジッタがこれ以上ないほど真剣な面おも持もちで、問う。

「うむ。封印に英雄たちの魂そのものを用いておるがゆえに、魂に揺さぶりをかけることで、封印が解かれてしまうのだ」

「魂に揺さぶりをかける……、そんなことが可能なのですか？」

　アシエルも驚おどろきを隠せない様子で、聞き返した。

「うむ。実はな……これまた言いにくいのだが、邪神を封印した三人の英雄には、決して他人には知られたくない、少々特とく殊しゆな性せい癖へきがあったのだと伝わっておる」

「はぁっ!?　性癖ぃっ!?」

　と、思わず素すっ頓とん狂きような声を上げてしまったのは、俺である。

「さよう。それも、性的な意味での性癖がな。すなわち、英雄の魂が宿る武器の前にて、英雄の性癖を刺し激げきするような行動を取った場合にのみ、邪神の封印は解かれ得るのだ！」

　なんつーか、話の方向性が、怪しくなってきてませんか……？

「されど、そのような行こう為いを、誰だれがやっても効果があるわけではない。封印によって力を弱められておる邪神が、吸収し力を取とり戻せるほどの、膨ぼう大だいな魔ま力りよくを有する者……、そのような非常に稀け有うな人間が必要であろう。それも数人」

　族長が告げた条件は、まさしくソフィアとマリーにぴったりと当てはまるものだった。

　おまけに、実感が全然湧わかないのだが、幼少期のクリスに剣けん術じゆつを教えた師し匠しよう、偲し乃のさんによれば、桜子とモモにも、それくらい膨大な霊れい力りよくってのが宿っている可能性が高いらしい。

　にわかには信じ難がたいことに二人は、今は宗そう家けが途と絶だえてしまっているものの、日本でも有数の、霊力に長けた術者の家系の末まつ裔えいであるというのだから。

　こんな形で、四人が誘ゆう拐かいされた理由が、明らかになるなんて……。

　っていうかさー。はぁ……、せっかくシリアスな展開になってきたと思ったのに、結局これだよ。

　なんなんだよ、英雄の性癖って。

　それに、だったら……、待て待て、こんなとこに座って、余よ裕ゆうぶっこいてる場合じゃないだろ!?

「どどどどど、どれくらいエッチな性癖なんですかぁぁっ!?」

　俺はついに、我が慢まんし切れず絶ぜつ叫きようしてしまっていた。

「さて、残念ながらそこまではのぉ。邪神を封印してから数百年後、聖地で好き者の若い術者のカップルが事に及およぼうとしたところ、あわや封印が解けそうになったため偶ぐう然ぜんに判明した事実であるというからのぉ」

　族長は、困ったように、首を左右に振るのみ。

「そのときからさらに、すでに何百年も経過しておる。その二人が何をしようとしておったのかは、今となっては完全に霧きりの中じゃ」

　爺さん使えねぇぇぇぇぇっ！

「なぁぁおぃぃ、ブリジッタ！　邪神復活に利用されるにしても、処女を奪うばわれるようなことはないって言ったよなぁぁ!?　そうなんだろ!?　大だい丈じよう夫ぶだよなっ!?」

　俺はブリジッタに詰つめ寄より、両りよう腕うでを掴つかんでがくがくと揺さぶった。

「ぶっ、無礼者！　姉様から離はなれぬか！」

　アリッサが俺の暴挙に激げき昂こうする。

　一方、当のブリジッタはというと、

「そ、その……、申し上げ難いのですけれど……。処女を失うのと同時に魔力を吸収できるのだとしたら、そのかぎりではないかもしれませんわ……」

　頬ほおを赤らめつつも、深刻そうに、俺に気の毒そうな視線を送ってくるのだった。

　その瞬間――。

　きゅんっ、と俺の鼓こ動どうが高鳴る。

　うわぁ……、最低だ、俺……。

　こんなときだっていうのに、これまでほとんど目にしたことのないブリジッタの可愛らしい表情に、ときめいてしまうなんて。

　もうやだ死にたい。

　目下、テンションがだだ下がりの俺に、

「落ち着くのだ、若いの」

　族長は俺を気き遣づかって、声をかけてくれたのだが。

　これが落ち着いていられるかぁぁぁっ!?

　という正直な感情を口にするのは、さすがにどうにか思おもい止とどまった。

「だ、だったら、どうすればっ……!?」

　居ても立ってもいられない心ここ地ちで、俺はすがるように族長を見る。

「聖地へと先回りして、双姫殿が邪神の生いけ贄にえに捧げられるのを、防ぐしかあるまい」

　それは実に正せい攻こう法ほうで、至し極ごく真っ当な答えだった。

「な、なるほど。じゃあ、すぐに出発しようっ！」

　俺はみんなに振り返かえり、宣言する。

「あいや待たれい、若いの」

　ところが、なぜかそう教えてくれた族長が、俺を制止したのだ。

「聖地に入るためには、禊みそぎの儀ぎ式しきをしてもらわねばならぬ」

「なっ、なんだよっ、禊の儀式って!?　今はそんなこと言っている場合じゃっ……」

　たぶんそれは、トランカナンの伝統、文化に則のつとった神聖なものなのだろう。

　シャルスティア王国にも、神しん託たくの騎き士し就任の儀式なんてのがあった。俺だって、時間に十分な余裕があるなら、その国の決まりを尊重し、従ってもいいと思う。

　だけど今は、ソフィアとマリー、桜子とモモ、四人の貞てい操そうに危機が迫せまる、一刻を争あらそう緊きん急きゆう事態なんじゃないのかっ!?

「そうではない、聞くのだ若いの」

　と、俺の逸はやる気持ちを族長はきっぱりとした口調で諫いさめた。

「禊の儀式は、ただの形式ではないのだ。邪神を封印した聖地は、常に深い霧に覆おおわれておる。禊の儀式を行わずに向かおうとも、霧は決して晴れることはなく、聖地へと進む道は永遠に現れぬ。下界の穢けがれに塗まみれた者の侵入を拒こばむ聖なる結界を、通過できるようにするのが、禊の儀式なのだ」

　なんてこった。トランカナンの聖地ってのは、そんな人じん智ちを超こえた結界に、守られているってのか。

「ということは、それを知らなければ犯人たちも、聖地へは辿たどり着つけないのですか？」

　ここで、アシエルが俺たちにとって有利になりそうな可能性に気づき、指し摘てきしてみせた。

　さすがアシエルさんやっ！　万力で頭を締めつけられているような俺の精神状態を、少しでも軽減してくれそうじゃないかっ！

「さよう。されど……、もし犯人がダラ＝カーハかエルキシュ、我らトランカナンとの古いにしえの盟友であるならば、禊の儀式の行い方も心得ておるやもしれぬ」

　だが、族長の答えは、俺の期待から大きく外れていた。

　ガクーンッ、とジェットコースターみたいに、俺の繊せん細さいなハートは急きゆう上じよう昇しようと急降下を繰くり返す。

　ソフィア、マリー。

　まだ二人とも、俺と本当に結けつ婚こんするって、決まったわけじゃないし。

　もしかしたら、二人に将来、俺よりも好きな相手が現れないともかぎらないし。

　いや、そうじゃないだろ。何をうだうだ言ってるんだ、俺は。

　ソフィアとマリーが、望まない性的な行為を強要されたとして。

　そんなことになったら、二人の心には、一生拭ぬぐえない深い傷が、刻まれてしまうに違ちがいないのだ。

　阻止せねば！　それだけは、ずぇぇっっったいにっ、断固阻止しなければっっっ!!

　俺は、今すぐにでも火山神顕現騎士ヴオルカエクエスに変身して、二人――正確には四人を助けにいきたい衝しよう動どうに駆かられる。

　しかし、ソフィアとマリーがいなければ、その変身すらままならない……！

「ラニタよ、おまえも禊の儀式を受けるのだ。聖地まで、彼かれらを案内してやりなさい」

「心得ました、父上」

　心が折れそうになる俺の横で、族長とその息子むすこは最大限、俺たちに協力しようとしてくれている。

「あ、ありがとう、族長さん、ラニタくんっ……！」

　目め頭がしらが熱くなりながら、俺は感謝に声を震ふるわせた。

「それで、禊の儀式にかかる時間というのは、いかほどなのですか？」

　几き帳ちよう面めんなアシエルが、すかさず問う。

　うん、そういうのって、すっごく大事だよねっ。俺も次に機会があれば、もっと建設的な質問をしよう、と反省した。

「なに、三十分もかからぬ」

　族長の言葉に、

「三十分ですか。我々が空母を見失ってから、現在一時間程度が経過しています。プラス三十分で一時間半の遅おくれ。いざとなれば、魔ま法ほう制せい御ぎよチップで飛行するなどして、どうにか取り返せるロスだと思います」

　皆みなを安心させようという意図もあるのだろう、アシエルがそう、見解を述べる。

「よしっ、禊の儀式ってやつを、すぐに始めようぜっ！」

　みんな、強い意志の宿った瞳ひとみで、力強く頷うなずく。

　俺はもう、ソフィアと、マリーと、桜子と、モモを奪だつ還かんするまで、二度と下を向かないと誓ちかう。

　間に合おうが間に合うまいが、聖地に行くしかないのだから。

　いや、絶対に間に合ってみせる！　気合いで、俺の、ソフィアとマリーを想おもう、愛の力でっ！

　なんて柄がらにもないことを考え、カァーッと頬や耳たぶが熱くなってきた俺に、

「どうしたの？　湊、そんなに顔赤くしちゃって……。あ～～～っ！　どうせ禊の儀式も、エッチな感じなのかな～とか、碌ろくでもないこと想像したんでしょぉぉっ!?」

　茜がなぜかこんなときに限って目ざとく気づき、しかも勝手な解かい釈しやくをして怒おこり出す。

「ちっ、ちがっ、誤解だっ……ぐぼぉっ!?」

　弁解を試みる暇ひまもなく、俺のボディーを、茜の右ストレートが抉えぐったのだった。




　　　　　◇




「私は禊の儀式を受けずに、高こう速そく艇ていへ戻ろうと思います」

　族長の館やかたを出たところでいきなり、アシエルはそんなことを言った。

「んなっ!?　何言ってんだよアシエル!?」

「高速艇には定期的にシャルスティアから連れん絡らくが入ってきます。何か重要な情報がもたらされていた場合、それを知ることができなければ大変な痛手になります。また、シャルスティアの監かん視し衛星を使えば、敵空母を発見できるかもしれません」

　驚く俺とは対照的に、アシエルは冷静な口調で理由を説明する。

「それに、私は戦せん闘とうには向いていないのだと、よくわかりましたから」

　アシエルはチラリと、俺の右手首に嵌はめられている腕うで輪わに目を走らせた。

　そうか、アシエルはシェライエ山火口で、リアマと戦ったときのことが念頭にあるのだろう。

「たとえ魔法制御チップを装着しても、私では十分な戦力にはなれない。それならば、貴重な魔法制御チップの数を私が減らすわけにはいきません」

　なるほど、アシエルの言には一々説得力があった。

「適材適所、ですよ。私は宰さい相しよう代理、文官は文官らしく、後方から皆さんを支し援えんします」

「そ、それなら、あたしと雪花も船に残った方がいいんでしょうか……？」

　茜が、急に心配になったらしく、アシエルに確かく認にんを取る。

「いえ、アカネくんと雪花くんは、逆にミナトくんに同行しなければまずいでしょう。ミナトくんを火山姉神ヴオルカエク顕現騎士エス・ソロルにするためにも、二人にこそ魔法制御チップは必要なのですよ」

　アシエルから許可が下り、茜はほっと胸を撫で下ろした。

「ここに、無線機があります。何かあればすぐに連絡してください。私からも、高速艇に入ってくる情報は逐ちく一いち皆みなさんにお知らせします」

　アシエルはポケットから、トランシーバーのようなものを取り出し、俺に手て渡わたす。

「わかった。前線での任務は、俺に任せてくれ、アシエルのぶんまでしっかり働いて、四人を無事に連れ帰ってくるからな！」

「ええ、皆さんを信じて、待っています」

　俺とアシエルは、がっちりと握あく手しゆし、誓い合うのだった。
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　さて、先さき程ほどの茜の邪じや推すいはともかくとして。

　禊の儀式って、どんなものなのかと思ったら……。

　アシエルと別れ、俺たちが連れて行かれたのは、清せい涼りような水が湧き出でる、美しい泉だった。

　これはつまり見たまんま、ここで水浴びをしろって、そういうことなのだろうか？

　泉はけっこう広くて、ちょうど真ん中ぐらいのところで、瓢ひよう箪たんのような形にくびれていて、周囲には丈たけの高い草が茂しげっているため、自然と左右に仕切られているみたいになっていた。

「まぁっ、禊の儀式って、水浴びができるのかしら？」

　ブリジッタが、嬉き々きとして瞳を輝かがやかせる。

「姉貴の風ふ呂ろ好きもたいがいだからなぁ」

　すると、呆あきれたように、エルッカが溜ため息いきを吐いた。

「姉様は貴様と違って清潔なのだ」

　すかさずアリッサが棘とげのあるセリフをぶつけ、

「てめぇ、自分の風ふ呂ろ嫌ぎらいを棚たなに上げて、どの口が言ってんだ？」

　もちろんエルッカがノータイムで売られた喧けん嘩かを買う。

「うるさい！　我はシャンプーが目に入るのが嫌きらいなだけだ！」

「けけけっ、そいつぁ自分からお子ちゃまだって宣言してるようなもんだぜ？」

　むきになるアリッサをエルッカが嘲ちよう笑しようした。
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「ま、まぁまぁ、今は揉もめてるときじゃないんで、どうか穏おん便びんに……」

　仲ちゆう裁さいに入ったのは俺おれである。

　通常なら妹たちの諍いさかいを諫める役回りのブリジッタが、すっかり泉のきれいな水に気を取られてしまっているのだから、しかたがない。

「はい、皆さんのご想像の通り、まずここで身を清めてもらいます。そして、身体を洗い終わったら、これを……」

　少年、ラニタはそう言うと身を屈かがめ、近くの茂みからごそごそと何かを取り出だしてきた。

　それは、両手で抱かかえられるくらいの、壺つぼ……？

「この薬草から搾しぼった汁しるを、万まん遍べんなく身体に塗ぬり込んでください」

　壺をみんなの眼前に差し出しながら、ラニタが説明してくれる。

「壺はまだありますから、コレット、これを持っていって。左右の泉に、男女分かれて入りましょう。コレットは女性の皆さんに、禊の儀式のやり方を教えてあげてくれるかい？」

「うん、まっかせてっ！」

　大事な仕事を任命され、コレットが張り切る。

　そっか、コレットはトランカナンの部族出身だから、儀式について知ってるんだな。

　っていうか、コレットの表情を見ていると、本当にラニタに懐なついているというか、慕したっていることが窺うかがえる。

　まるで血の繋つながった兄きよう妹だいみたいだ。

　な、なんだろう。モモといい、ラニタといい、最近コレットの周囲に男の影かげがチラついている気がする。

　やっぱりコレットってば、思春期真っ盛りっ!?

　くぉぉっ、お父さんは、お父さんは不純異性交遊などまだ許さないと、何度も言ってるだろぉぉっ!?

　はっ、いかん、また俺はおせっかいな保護者妄もう想そうにとりつかれてしまっていた!?

「湊ぉ～っ、覗のぞいたりなんかしたら、ただじゃおかないんだからねっ!?」

　と、俺を現実に引ひき戻す、こちらも相当に口うるさい、茜の幼なじみ攻こう撃げき。

「わっ、わかってらぁっ！　緊急事態なんだから、そんな不ふ謹きん慎しんな真ま似ね、するわけないだろっ!?」

　俺は力いっぱいに否定するも、

「ですが、その予想の斜ななめ上うえをいくのが、湊様の煩ぼん悩のうパワーですので」

　雪花はこういう場合、いっつも茜に同調するんですし。

「みっ、湊殿っ、ご所しよ望もうとあれば後でしっ、下着姿くらいならお見せしますから、今は自重してくださいっ！」

　クリスまで、なぜそこまでっちゅうほどに、真剣に頬を赤らめて俺に忠告する。

「ほらほら、皆みな様さまっ、お喋しやべりなさってないで、早く水浴びをしましょうっ♪」

　こんな上じよう機き嫌げんのブリジッタは、見たことがない。

　すでに上着を半ば脱ぬぎかけながら、水辺へと歩き出している。

「ねっ、姉様っ、高貴なお肌はだを晒さらすのはまだ早いですっ！　おい貴様っ、とっととあっちを向かぬかっ！」

「はぃぃっ！」

　アリッサに親の仇かたきでも見るような目で睨にらまれ、俺はくるりと女じよ性せい陣じんに背中を向けた。

「さぁ、ぼくたちも泉に入りましょう。どうぞ、お先に」

　ラニタが、そう俺に勧すすめてくる。

　とりあえず、俺たちは、女の子たちの姿が見えなくなるように、分断された泉の片方へと移動することにした。

「えっと、お先にって、俺だけ一人で入るってこと？」

　微び妙みような違い和わ感かんを覚え、俺は思わず、ラニタに聞き返してしまう。

「はい、ぼくは後から入りますから」

　当たり前のように、ラニタは答える。

　なんだろう、この、「連れション行こうぜ」って言ったら、「いやぼくはいいよ」って遠えん慮りよされてしまったかのような気まずさは。

　もしかして、ラニタって、人見知りするタイプ？

　確かに、いくら男同士とはいえ、出会ってすぐの相手とその日のうちに裸はだかの付き合いをする機会なんて、そうそうないかもしれない。

　だが――。

「悪い、今は一分一秒でも時間が惜おしいんだ。一いつ緒しよに入ろうぜ？」

　俺は無礼を承知で、提案してみる。

「一緒に、ですか？」

　ラニタは、煮にえ切きらない曖あい昧まいな表情で、悩なやむ素そ振ぶりを見せた。

　あれあれ？　俺ってば、思いっ切り警けい戒かいされちゃってる？

「あの、別に、取って食ったりなんか、しませんよ？」

　俺は最大限善良そうな笑え顔がおを繕つくろい、優やさしく語りかける。

　こうして近くで見れば見るほど、ラニタはすっごい美少年だということに、俺も気づいてはいた。

　しかし、だからといって、俺にアッーな趣しゆ味みは、ないはずなのだ。女装がありえないくらい似合う桜子の弟、モモこと桃とう一いち郎ろうくんのせいで、その自信はちょっと揺ゆらいでしまっているとはいえ。

「は、はい、それはわかっていますが……」

　それでもなお、ラニタは困ったように、視線を泳がす。

「んーと、何が問題？」

　俺もこれ以上の対応に苦く慮りよしつつ、尋たずねる。

　他に考えられる、男同士での入浴を拒む理由なんて……。

　まさか、ラニタの身体には、人には見せられないような何かがあったりなんかするのだろうか？

　胸に七つの傷を持っていたり!?

　などと、一子相伝の必殺拳の継けい承しよう者しや疑ぎ惑わくに俺が思い至った直後、

「わ、わかりました。一緒に入りましょう」

　ようやくラニタは、色よい返事を返してくれたのだった。

「ありがとう、恩に着るよ」

　これで一安心、と俺は上着の裾すそに手をかけ、一気に脱ぎ去る。

「あっ……！」

「ん？」

　突とつ然ぜんの、やけに色っぽい感じの声に俺が振ふり返ると、ラニタが、俺の裸の上半身を、ガン見していた。

　え……？　実はラニタの方に、ＢＬ系の素質が備わっていちゃったりして!?

　どうなる、俺の貞操!?　生存戦略!?

「い、いえ、なんでも。ど、どうぞミナトさんはこちらで。ぼ、ぼくはあちらから入りますね」

　ラニタははっと目を逸そらすと、そう言って自分はそばにあった大きな岩の陰かげへと、引っ込んでいく。

　お、俺の思い過ごしだよな……。さぁっ、バカなこと気にしてないで、とっとと済ませちまおうっ！

　俺は、ぱぱぱーっと残るズボンとぱんつも男らしく脱ぎ捨すてる。

　こんな大自然の中で、白昼堂々と、全ぜん裸らで仁に王おう立ちする体験なんて、滅めつ多たにできるもんじゃあない。

　清すが々すがしさのあまり、ちょっとクセになりそうなくらいだ。って、それじゃただの露ろ出しゆつ狂きようだし！

　俺はすごすごと、泉へと足を踏ふみ入いれるのだった。




　ぱしゃぱしゃと、少し遠くから水音が聞こえてくる。

「わぁ～っ、気持ちいい～～～っ！」

　茜のやつめ、人を覗き魔ま呼ばわりしておいて、自分は存分にはしゃぎやがってますなぁ。

「戦闘の後、船内でシャワーを浴びる暇もありませんでしたもの。助かりますわぁ」

　ブリジッタも、至福の一時を堪たん能のうしているといった声こわ音ねだ。

　い、いいなぁ、あっちは……。

　茜はともかく、クリス、雪花、コレット、ブリジッタ、エルッカ、アリッサ、七人もの美少女たちが、生まれたままの姿できゃっきゃうふふしてるっていうのに。

　俺はじっと己おのれの手を見る。

　いや、別に、右手が恋こい人びととか、そういう意味ではなく。って、何言ってんだ俺!?

　ぐあぁ～～っ！　茜のせいで、変に意識しちまうじゃねぇかよぉぉっ！

　ばしゃばしゃばしゃばしゃっ！

　俺は半ばやけくそに、泉の水を両手ですくい、頭から被かぶった。

　気温の高いトランカナンの地でありながら、泉の水は思いの外ひんやりと冷たく、俺の精神をスーッと鎮しずめてくれるみたいだ。

　おっ、なかなかいいな、これ。

　俺は全身を水に浸つけようと、もっと深い方へと前進する。

　そこに、

「どうですか、ミナトさん？　一通り身体を洗い終わったら言ってくださいね。薬液を塗りますから」

　ラニタが声をかけてくれた。

「ああ、うん、ありがとう。なんか済まないな、俺だけこんな広いスペースを使っちゃって。そっちは平気かい？　狭せまくない？」

　岩場の陰から出てこないラニタに、俺は少し申し訳ない気分になる。

「いえ、お気になさらず。ぼくは慣れてますから」

　まぁ、言われてみれば、それもそうか。

　ラニタは何度もこの泉に入ってるんだろうから、俺も素す直なおに厚こう意いに甘あまえればいいのかもしれない。

「よーしっ、じゃあ、みんなっ、汁を塗るよーっ！　ボクのそばに集合ーっ！」

　そのとき、いつにもまして元気なコレットの声が、響ひびいてきた。

　女の子たちはすでに、次のステップに進む準備ができたらしい。

「あははっ、コレットのやつ、やる気満々だなぁっ」

　コレットが俺たちに同行して遠えん征せいするのは、運命のルビー探しで訪おとずれたクエンコ島以来。しかも今回は自分の故郷でもある、トランカナンだ。

　そりゃもうコレットのテンションもうなぎ上りで、みんなの役に立てるのが嬉うれしいのだろう。

「本当に、コレットが元気そうでよかったです。ある日突然、学者さんに連れられてトランカナンを出ていってしまって、コレットが見知らぬ国でちゃんとやっていけるのかどうか、ぼくたちも心配してたんですよ」

　ラニタの言葉からは、コレットを心から気にかける慈じ愛あいのような感情が、ありありと感じられる。

　トランカナンでの生活は、コレットにとって辛つらく厳しいものだったのではないか、と勝手に想像していた俺としては、ちょっと考えを改めなければいけない、と反省させられる思いだ。

「あ、もしかして、コレットが自分のこと『ボク』って言うのって、ラニタの影えい響きようだったりするのかな？」

　ふと、浮うかんだ疑問を、俺はそのままラニタに尋ねてみる。

「どうでしょう……？　そうかもしれませんね、ぼくとコレットは歳も近くて、村は隣となりでしたけど、よく一緒に遊んでいましたから」

　しばし考えて、懐かしそうに思い出を語るラニタ。

「ぼくは、海の族長の一人息子ということもあり、同年代の子供たちとどうしても距きよ離りを置かれてしまうことが多かったので……。コレットも、小さい頃ころから召しよう喚かん術の凄すごい才能を発揮していて、ぼくと同じように長老たちに付きっきりの英才教育を受けていました」

　うひゃあ、なにそのお受験戦争みたいなノリは!?　てっきりのどかな日々を送っているのかと思ったトランカナンの、意外な実態!?

「だからコレットとぼくの場合、遊ぶといっても、ほとんどが召喚術の修しゆ業ぎようの合間だったんですけどね」

　なるほど。似たような境きよう遇ぐうの二人に芽生えた友情……、って幼くても異性だし、もしかしたらほのかな愛情に発展していた可能性も……。

　ぶるぶるぶるっ！

　俺は湧わいてしまったよからぬ妄想を、激しく首を左右に振って吹ふき飛とばそうとした。

　ないない、あのコレットに限って……。

　ここ最近は、モモとの仲良しさんっぷりといい、多少は異性に興味を持ち始めたようにも見えるけど、トランカナンにいた頃はまだ一桁けたの年ねん齢れいだろ？　ノープロブレム！　まったく問題なしだ！

　でも、ラニタの方は……、どうだったんだろうか……？

　つーかなんで俺、コレットの恋れん愛あい関係に、過か剰じように反応してるんだよ。いや、俺はコレットの保護者として、コレットには幼さにまかせた軽けい率そつな行動をしてほしくない。そう思っているだけだ。

　顔も洗い、屈んで首まで泉に浸かっていた俺は、ざばっと勢いよく立ち上がる。

「おーし！　いいぜ、ラニタ！　全部洗い終わった！」

　必要以上に声を大にして、俺は叫さけんだ。

「はい、わかりました。では、岸に上がって、後ろを向いていてください。ぼくが塗って差し上げますので。あのっ、ぜっ、絶対に、ぼくの方を振り返かえらないでくださいねっ？」

　岩の陰から、ラニタの返事が返ってくる。

　言われてみれば、薬液を塗るにも、背中なんかは自分では届かないし、ラニタが塗ってくれるというのはありがたい。

　が、やっぱり奇き妙みようなのは、そんなにも、俺に裸を見られたくないのか？　というその一点に尽つきる。

　見たい。見るなと言われれば言われるほど見たくなるのは、人間の性ってやつだろう。

　たとえそれが、某ぼう巨きよ大だい掲けい示じ板ばんでよくある、「小学生が上半身裸で!?　乳ち首くびも丸見え！」とかいうタイトルのスレッドに驚きよう愕がくして開いてみたら、子供相撲ずもう大会に参加する男子児童だった、というような結末だったとしてもだ。

　よくも騙だましたぁぁぁ！　騙してくれたなぁぁぁぁぁ！　と釣つられて絶ぜつ叫きようするのも様式美である。

　ぱしゃっ。

　水を撥はねる足音が、近づいてくる。

　もし俺が、約束を破って首を後ろに向けたら、そこには何が映るのだろう。

　そして、ラニタはどんな顔をするのか？

　コホン。紳しん士しな俺としては、結局そんなことはしないわけだが。




　ぬりぬりぬりぬりぬり。

　ラニタの男の子にしてはやや華きや奢しやな手のひらが、俺の背中を優しく摩さすってくれていた。

「はい、これで禊みそぎの儀ぎ式しきは完かん了りようしました」

　ぺちっ、と最後に俺の両りよう肩かたを叩たたいて、ラニタが宣言する。

　正直、とっても気持ちよかった。

　相手は男なのに。俺、やっぱり最近どこかおかしいのかな？　と、不安になりそうなくらいに。

「そっかぁ、いやぁ、助かったよ。あれ？　そういやラニタの背中はどうするんだい？　なんなら俺が、お返しに塗ろうか？」

　そんな自分の心中の動どう揺ようと、頑かたくなに肌を見せまいとするラニタへの好こう奇き心しん、そして純じゆん粋すいな感謝の気持ちから起こる善意、が混ざり合い、俺は尋ねてみる。

「えぇっ!?　いえそんなっ、けけけ結構ですっ！」

　鶏にわとりの物もの真ま似ね？　とツッコんでみたくなるほどに、ラニタは激しく拒きよ絶ぜつした。

　まぁ、予想はしてたけどさ。でもやっぱ、ちょっと傷つくなぁ。

「けど、ラニタだって、背中は自分じゃ塗れないだろぉ？」

　傷心も手伝って、俺は少し拗すねたようになおも食い下がる。

「そっ、そうだ、背中は、こっ、コレットに塗ってもらいますからっ！」

　ここでラニタがコレットの名を持ち出してくるとは、俺は微み塵じんも考えていなかった。

「そんなに、コレットがいいのか……？」

　嫉しつ妬と？　不純異性交遊疑ぎ惑わく？　自分でもよくわからない、モヤモヤした感情が、俺を襲おそう。

　俺の不快感が、ラニタにも伝わったのだろう。慌あわててラニタは、弁解の言葉を紡つむいだのだ。

「いえ、ほら、コレットとぼくは、昔からの深い仲ですからっ。小さいときは、ぼくがコレットの身体を洗ってあげたこともあるんですよ？」

　深い仲、深い仲、深い仲……。

　あるんですよ、あるんですよ、あるんですよ……。

　刹せつ那な――。

　俺の鼓こ膜まくに、ラニタの言葉が反はん響きようし。

　俺の脳のう裏りには、雷らい鳴めいが轟とどろいたのである。

「なにぃぃぃぃぃっ!?」

　こんなときには「キレてないですよ？」と巻き舌気味に、仏ぶつ頂ちよう面づらで言っておくくらいの対応でよかった――と後こう悔かいしても遅おそい。

　俺は、お父さんは心しん配ぱい性しよう、なんて言い訳では済まされないような、たぶん鬼おにの形相で、絶対に振り向むくなとお願いされていたラニタを、顧かえりみてしまったのだった。

「きゃぁぁぁぁぁっ!?」

　バッシャァーーーンッ！

　驚おどろいて仰のけ反ぞった拍ひよう子しに、足が滑すべってしまったのだろう。

　派手な水みず飛沫しぶきと、男子らしからぬ悲鳴を上げ、ラニタは泉の中へと仰あお向むけに倒たおれ込んだ。

　いや、他人事みたいに実じつ況きようしてるけど、全部俺のせいなんですけどね？

「ごっ、ごめん、ラニタ、大だい丈じよう夫ぶかっ!?」

　急いで助け起こそうと、俺はラニタへと駆かけ寄よる。

　手を差し出そうとしたところで、俺は気がついた。

　ラニタの当然ながら肌はだ色いろ全開の胸の部分に。

　二つのたわわな、柔やわらかそうな、立派なふくらみが、くっついていることに……！

　そして、水に浸かっていてよくは見えないものの、尻しり餅もちをついた状態の、股こ間かんには……。

　男ならあって然しかるべきものが……ない！

「いったぁ……、もうっ、どうしたんですか、ミナトさん……？」

　腰こしを打った痛みで、状じよう況きようを把は握あくできていないのか、ラニタは緩かん慢まんな動作で俺を見上げる。

　一拍ぱくの間。

「ラニタ……君、お、おおおおおお女の子だったのかぁぁぁっ!?」

　ラニタの小麦色ですべすべの美しい肌に釘くぎ付づけになりつつ、俺は一いち目もく瞭りよう然ぜんのことを聞いてしまう。

「えっ!?　あっ……！　いやぁっ、見ないでぇぇっ！」

　ようやく自分の大切なところを、俺に凝ぎよう視しされてしまっていることに思い至ったラニタが、両手で胸を隠かくしながら可愛かわいらしく叫んだ。

　だが、その声のボリュームはどう考えても控ひかえめで、数メートルしか離はなれていないはずの女性陣にさえ、届きそうにない。

「ふぉぉぉっ、すっ、すまんっ！」

　とはいえこれ以上見続けていたら、逮たい捕ほされても文句の言えない俺としては、迅じん速そくに後ろを向いて、悪意のないことを示すしかない。

　しばしの、沈ちん黙もく。

　き、気まずい……。だけど、ラニタが俺に対して裸を晒すのを拒こばみ続けていた謎なぞが氷解し、すっきりしたというのもまた事実だ。

「あのっ、ぼっ、ぼくが女だってことっ、コレットにも、他の皆さんにも、村の者たちにも……黙だまっていて、いただけますか？」

　すると、ラニタから思いがけない懇こん願がんがなされる。

「うぇぇっ!?　そっ、それは構わないけどっ、コレットも知らないのっ!?　村の人たちも!?」

　俺は目を白黒させて、問わざるをえない。

「はい、ぼくが女だと知っているのは、父である族長と、長老たちなど一部の者だけです」

　まぁ確かに、みんな知っているんだったら、隠す必要もないだろうし。

　それにしても、コレットの周りには、モモみたいに男の娘こだったり、ラニタのように男の子かと思ったら女の子だったり、トランスジェンダーな人たちが集まってくる法則でも発動しているのか!?

「で、でもなんで、ずっと男の振りをしてるんだい？」

　腑ふに落ちず、俺は尋ねてしまう。

　まさかモモのように、弟にコスプレをさせるのが生きがいという鬼き畜ちくな姉がいるわけでもあるまい。

「海の部族には、族長は男性しかなれないという掟おきてがあるのです。それは、世界を滅ほろぼさんとした邪じや神しんを倒した三英えい雄ゆうのうちの一人が、トランカナンの海の部族出身で男性であったためで……。偉い大だいなるご先祖様にあやかり、以後族長は村で最も召喚能力に長たけた男性が務めることになったのだそうです」

　ははぁ、やっぱり伝統が根付いた社会ってのも、色々と大変なんだなぁ。と俺は、他人事のように思う。

「ぼくが生まれたとき、父はすでに高こう齢れいで、もう次の子を授さずかることができないだろうと。父もぼくも、性別を偽いつわってまでぼくが族長を継つぐべきかどうか悩んだ時期もありました」

　複雑な表情で、ラニタは噛かみ締しめるように語った。

「ですが、幸さいわい……というか、召しよう喚かん魔ま法ほうの腕うで前まえは、今この村ではずっとぼくが一番なんです。だからぼくは、男だとか女だとかではなく、誇ほこり高たかいトランカナンの海の部族を統すべる族長の後こう継けい者しやとして、己の身を挺ていして邪神を封ふう印いんしたご先祖様のような勇者でありたいと、そう思っています」

　ラニタは澄すんだ声で、そんな決意を口にする。

　その言葉は、まさに勇者の心意気と言って、差さし支つかえないだろう。

　俺は敬意をもって、ラニタを見つめ返――すことはできないので、しかたなく後ろを向いたままじっとしていた。

「ミナトさん、あのっ、ぼ、ぼくの身体にも薬液を塗ってください」

　不意に、ラニタから衝しよう撃げきの依い頼らいがなされる。

「ふえぇぇっ!?　それはっ、マズいだろっ!?　だって、見えちゃいますよっ!?」

「背中だけでいいので。ミナトさんも言ってたじゃないですか、時間がないんでしょう？　躊躇ためらっている場合ではありませんよ？」

　ラニタは、立場逆転というか、長年隠し通とおしてきた秘密が、幸か不幸か村の部外者である俺にだけバレてしまったことで腹が据すわったのだろうか、打って変わって大だい胆たんな発言をした。

「ほっ、本当にいいんだなっ!?」

　壺から薬液を両手ですくいつつ、俺は震ふるえながら確かく認にんする。

「お願いします」

　ラニタの意思は揺るがない。

　今度はラニタが、俺に背中を向けて立っている。

　全裸で。少年かと思ったら実は女の子だった娘が、全裸で。

　あんまり視線を下に落とし過ぎると、お尻しりまで目に入ってしまう。

　俺は視力の悪い人がするように目を細め、眼球を固定するように努力して、手を伸のばす。

　ぴとっ。

　すっ、すべすべやでぇぇぇっ！
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　ラニタの張りのある、健康的な背中がなんとも艶なまめかしい。

　俺の手のひらが触ふれた瞬しゆん間かん、ぴくっ、とわずかにラニタが反応したのも可愛らしかった。

　俺は……、鼻血が出そうなくらい上せるのを堪こらえつつ、ラニタの背中にどうにか薬草の汁を塗り終えたのだった。




　こうして、禊の儀式は、後半にすったもんだがあったものの、当初予想されていた三十分という時間を過ぎることを免まぬがれたのである。

　俺が背中を塗った後、ラニタはまた岩の陰に隠れて、その他の部分を自分で塗り、再び姿を現したときには、ゆったりとした神官のような服を着た姿に戻もどっていた。

「さぁ、皆みなさんと合流しましょう」

　ラニタはもうけろっとした表情で、実際は女の子だなんて素振りは欠かけ片らも見せない。

「あ、ああ……」

　俺は半ば茫ぼう然ぜんと、もしかしたら自分は夢でも見ていたんじゃないかと頬ほおをつねったりなんかして、ラニタの後に続いた。

「ラニターっ！　ボクたちもう終わったよーっ！」

　向こうから、コレットが駆けてきた。

「ありがとう、コレット。久しぶりだったけど、ちゃんとできたかい？」

「うんっ、バッチリだよっ」

　ラニタは、満面の笑みを浮かべたコレットの頭をよしよしと撫なでる。

「準備はよろしいですか、皆さん？」

　人数分の食料と睡すい眠みん時に使用するテントは、海の部族がすでに用意してくれていた。

　感謝に堪えない思いで、俺たちは深く頷うなずく。

「では、ただ今より聖地へと、出発しましょう」

「「「「「「「「おおっ！」」」」」」」」

　今までで最大の唱和が起こった。

　待っていてくれ、ソフィア、マリー、桜子、モモ……、すぐに助け出してやるからな！

　並々ならぬ決意のもと、俺たちは、ラニタを先頭に、海の部族の村から鬱うつ蒼そうとした密林へと踏み出したのである。







第二章　ムフフ、ジャングル！







「もう少しあっちに行くと、ボクが暮らしてた森の部族の村があるんだよっ」

　聖地へと向かうため、ジャングルに足を踏み入れて数分。

　ウキウキとした口調でコレットが、進行方向の斜ななめ後方を指差して言った。

「そっかぁ、時間があればちょっと寄って挨あい拶さつしたいところだけど……。ごめんなぁ、コレット」

　せっかく数年ぶりに訪れた故郷だというのに、顔を見せに立ち寄ることもままならないコレットを不ふ憫びんに思い、俺は慰なぐさめる。

「ううんっ、今はモモたちを助けるのが先だもんっ。敵が現れたら、ボクも戦うよっ！」

　すると、コレットは首を振り、逆に勇ましく宣言するのだった。

「ああ、期待してるぜ？」

　俺はコレットの健けな気げな姿に、少し感動してしまう。

　かくいうコレットが召喚する魔ま物ものたちは、けっこういやらしい攻こう撃げき方法や特性を有していて、ジャングルでのゲリラ戦に適した、けっこうな戦力となると俺は踏んでいる。

　その中の何なん匹びきもと実際に剣けんを交えた俺がそう思うのだから、間ま違ちがいないはずだ。




　それからさらに三十分ほど進んだ辺りで、今度は俺の持つ無線機が鳴った。

『聞こえますか、ミナトくん？　こちら、アシエル』

「こちら、ミナト。ああ、はっきり聞こえるぜ、アシエル」

『ただ今、監かん視し衛星をトランカナン上空、高度五百キロメートルに配備完了しました。光学カメラ、レーダー、魔ま力りよく探知、何重もの索さく敵てき機能により、敵に動きがあれば直ちに捕ほ捉そくします』

　実に頼たのもしい言葉が、アシエルからもたらされる。

「代わってくださらない？　騎き士し様」

　と、ブリジッタが願い出る。

　何かアシエルと話したいことがあるみたいだ。

　断る理由もない。俺は素直に無線機をブリジッタに手て渡わたす。

「ブリジッタですわ、宰さい相しよう代理様。あの空母はまだ、海にいると思いまして？」

　ブリジッタは奇妙な質問をした。

　空母が海にいないのだとしたら、どこにいるっていうんだ？

『いや、その可能性は薄うすいのではないでしょうか』

　ところが、俺おれが耳をそばだて聞き取ったアシエルの回答は、ますます俺の予想の範はん疇ちゆうから、外れたものだった。

『私は直接見てはいませんが、ファムネリア商店街の仮設ステージは、一いつ瞬しゆんにして地面に溶とけるように消しよう滅めつしたのでしょう？　暗黒精せい霊れい魔ま法ほうを用いれば、空母を地中に潜もぐらせることもできるのではありませんか？』

　ソフィア、マリー、桜さくら子こ、モモの四人が俺の目の前でいっぺんに攫さらわれてしまった、まさにあのときのことをアシエルは指し摘てきしているのだ。

「ええ、わたくしも同じ結論でしてよ。おそらく敵空母は、地中を進んで、すでにトランカナン内部に侵しん入にゆうしているはずですわ」

　おいおい、空母が潜せん水すい艦かんのように、海中に潜るっていう推測だって俺にはびっくりだっていうのに、それどころか、空母が地中に潜るだって？

　俺は、自分の認にん識しきを改める必要性に気づく。

　これは、空母とか監視衛星とか言ってはいるが、普ふ通つうの国家間の戦争ではない。

　これは、多くの人類にとって、その常識から大きく逸いつ脱だつした、魔ま法ほう五大国間の戦いなのだと。




　歩きながらしばらく、アシエルとブリジッタで話し合った結果。

　魔ま法ほう制せい御ぎよチップを使い、空を飛んで聖地へ向かうという選せん択たく肢しは、ギリギリまで避さけることが決定された。

　ラニタに確認したところ、俺たちが目指す聖地は、非常に特とく殊しゆな地形であり、瘴しよう地ち精せい霊れいの大地液状化の魔法と反発し、空母は地中を潜せん航こうしたままでは絶対にそれ以上進めなくなる、との見解だったからだ。

　そもそも聖地には、禊の儀式を行った生身の人間でなければその侵入を拒む結界も施ほどこされている。車程度の大きさの乗り物でさえ、どこかで降りて置いていかなければならないのだという。

　つまり、敵が聖地へと乗り込むためには、必ず空母を地上に浮ふ上じようさせる必要がある。

　あるいは暗黒精霊魔法の使い手が、空母を出て聖地を目指すにしても。

　そのどちらも、シャルスティアが誇る監視衛星をすり抜ぬけるのは不可能、そういった結論である。

　そして発見された敵空母ないし魔力を持った敵個人と、聖地と俺たち、三点の距離を見比べて、空を飛ぶかどうかを判断すればいい。

　ちなみに、アシエルによれば、現在の俺たちの位置も、魔力探知によって手に取るように把握されているとのこと。

　アシエル曰いわく、「衛星から送られてくる画像に映っている点の、どちらがミナトくんでどちらがブリジッタ皇女様かまではっきりとわかりますよ」だそうだ。




「このペースなら、明日の午前中には、聖地の入口まで到とう達たつできるでしょう」

　ラニタがそう言って、俺たちを鼓こ舞ぶした。

　数時間ほとんど休まずに歩き続け、俺たちの疲ひ労ろうもだいぶ溜たまってきている。

　皆、黙もく々もくと進んでいた。

　それでも、俺たちシャルスティア陣じん営えいはけっこう慣れたもので、特に普ふ段だんと変わらないように思われる。

　すでに一度、俺たちはほぼ同じ面子で、ジャングルでの行軍を経験しているしな。

　一方、ファルバザード三皇女は、いつもに比べ、いくぶん大人しかった。

　暇ひまさえあれば常に口くち喧げん嘩かをしてじゃれ合っているエルッカとアリッサも、今はそんな余よ裕ゆうはないみたいだ。

　やっぱ、ファルバザードは雪と氷の国らしいから、暑くてじめじめした環かん境きようは、苦手なのだろうか？

「大丈夫か、ブリジッタ？　調子が悪くなったら、遠えん慮りよなく言ってくれよ？」

　ちょっと顔色が優すぐれない長女に、俺は声をかける。

「え、ええ、騎士様。お気き遣づかい感謝しますわ」

　ドキッ！

　ブリジッタには年中無休で傲ごう岸がん不ふ遜そんな、勝かち誇った態度しか存在しないのかと思っていた俺は、初めて見るいじらしい反応に、心臓が高鳴ってしまった。

　いかんいかん！　俺には、将来結けつ婚こんする……かもしれないソフィアとマリーがっ！

　おまけに、クリスと雪ゆき花かと茜あかねが……？

　あれ？　こんなにお嫁よめさん……っていうかハーレム……候補がいるんなら、あと二、三人増えたところで、どうってことなくね？

　って、何を考えてるんだ俺はぁぁぁぁぁっ!?

　ヤバい。マジでヤバい。このままでは、俺が人の道を踏ふみ外はずしてしまうのも、時間の問題な気がしてしまうんだぜ？

「んんん～っ？　湊みなとっ、何一人でぶつぶつ呟つぶやいてんのよっ、キモいんですけどっ？」

　はっ！　こういう俺がよからぬ妄もう想そうに耽ふけっている際に、凄い察知能力を発揮する茜が、いつの間にやらすぐそばまで来て、俺を覗のぞき込んでいた。

「なななっ、なんでもないっ！　なんでもありませんよっ!?」

　危ない危ない。俺の生命のためにも、ここは自重しなければ。




　そうこうしているうちに、日にち没ぼつとなった。

　辺りは街灯もビルのネオンもない、大自然。

　そのうえ、びっしりと緑の葉をつけた枝々が伸び、見上げても月も星も見えない。

　あっという間に、俺たちの周りは暗くら闇やみに包まれてしまった。

「今日はここまでですね。しっかり休息を取って、明日、夜明けとともに出発しましょう」

　案内役のラニタの言に、異の唱えようもない。

　ラニタが素す早ばやく火を起こしてくれて、俺たちは焚たき火びを囲んで夕食を取った。

　たぶん海の部族伝統の、携けい帯たい食しよくとかそんな感じのもの。芋いもを団子状にしたのとか、魚の干ひ物ものとか。

　味は……けっこう美う味まかった。芋いも虫むしの丸焼きなんかだったらどうしよう、と薄っすらと思っていたので、心底ほっとしたのは内ない緒しよである。

　それから、みんなでテントを張った。

　簡単な構造なので、人手が足りていれば組み立てもお茶の子さいさいだった。

　テントは全部で三つ。さて、どのようにメンバーを振ふり分わけたものか。

「ラニタ、一いつ緒しよに寝よっ」

　ぴょこんっ、とコレットが、ラニタに跳とびついておねだりする。

「そうだね、そうしようか、コレット。では、ミナトさんもぼくたちと寝ねましょう」

　するとラニタは、さも当然といった口調で、俺を誘さそってきた。

「む……、まぁ、男性は二人だから、それがいいわよね。ラニタさんとコレットなら、安心だし。いくら湊でも、さすがに三人で寝て、コレットとどうこうってことには、ならないでしょうしっ」

　茜が、何をそこまで真しん剣けんに悩なやむ必要があるのかというくらい、眉み間けんに皺しわを寄せて結論を出す。

「なになにっ？　ミナト、ボクと何かしたいの？」

「んっ？　そ、そうだなぁっ、こういうときは、クラスに好きな子はいるのか、とか暴ばく露ろ大会するのが定番だけどなっ！」

　まったく茜のやつめ、コレットの前で変な発言するのはやめてほしいもんだぜ。おかげで俺が、こんなふうに誤ご魔ま化かさなきゃならないじゃないかっ。

「すっ、好きな子はいるんですかっ、湊殿っ？」

「クラスではなく、プリムヴェール学園全体でお願い致いたします」

　なぜかクリスと雪花が食いついてくる。

「湊ぉぉぉ～～～っ？　やっぱりあんたの頭の中には、そういうことしか詰つまってないのねぇぇっ!?」

　そして茜の得とく意い技わざ、すぐに切れる最近の若者である。

「ちょまっ、茜ぇっ、誰だれのせいで俺がこの話題を振らざるをえなかったと思ってんだぁっ!?」

「それでは、わたくしたち三人で、こちらのテントを使わせていただいても、よろしいかしら？」

　俺たちのバカ騒さわぎをやれやれといった風ふ情ぜいで見守りながら、ブリジッタが割って入ってきた。

「はいっ、もちろんです」

　クリスが即そく答とうし、

「これで残りも三人、きれいに班分け終しゆう了りようですね」

　雪花が締め括くくる。

「皆みな様さまごきげんよう。また明日ですわ」

　ファルバザード三皇女組を代表してブリジッタが、

「おうっ、おやすみっ」

　ラニタとコレットのぶんも俺が、

「はい、おやすみなさい」

　茜と雪花のもまとめてクリスが、それぞれ挨拶を交かわす。

　声を発しなかった女の子たちも、軽く会え釈しやくをして、俺たちは少しずつ離れた三つのテントへと入っていくのだった。




　　　　　◇




「うわぁ～っ、ラニタと一緒に寝るの、久しぶりだなぁ～っ」

　興奮を抑おさえ切れないといった様子で、コレットがラニタにじゃれついている。

　ふおぉっ、コレットが俺以外の男にあんなに甘あまえるなんてっ！　いやっ、落ち着けっ、ラニタは本当は女の子なんだっ！　でも、コレットはそれを知らないわけだしっ！　つまりどういうことだってばよっ!?

　俺の脳は、無む駄だにヒートアップしていた。

「あははっ、コレット、ぼくも嬉うれしいけど、あんまり声が大きいとテントから漏もれて、みんなの迷めい惑わくになるから、ね？」

「うん、ボク、静かにするね？」

　にっこりと笑え顔がおを向け合う二人。

　仲睦むつまじ過ぎる光景。

　もしかすると、コレットの初はつ恋こいの相手は、ラニタだったりなんかするのかもしれない。

　ほわんほわんほわんほわん。

　俺の妄想の中では――。

　下着姿になったコレットが、少しずつキャミソールの裾すそをたくし上げていく。

「ラニタ、よく見て？　ボク、もう子供じゃないよ……？」

「いけないよ、コレット……。ぼくたちは、子供とも言えないけど、まだ大人ってわけでもない、微び妙みような年とし頃ごろなんだから……」

「そんなこと言わないでぇっ！　ラニタ、ボクもう、我が慢まんできないっ！」

「しかたないなぁ、じゃあ、今夜だけだよ？」

　いかーんっ！　百合ゆり展開なんて……ちょこっと見てみたいような気もするけど、じゃなかった、俺は断じて認めんぞーっ!?

　俺が一人勝手に盛り上がって――もとい、最近の若者の、あくまで想像上の、早すぎる性の目覚めについて憂うれえている間に。

　良い子の二人は、すでにスースーと寝ね息いきを立て始めていたのだった。

　速っ！　つーか俺の期待をどうしてくれるっ!?　ではなく、心配した俺が、バカみたいじゃねっ!?

　いつまでも、俺も愚おろかな道どう化けを演じ続けるわけにはいかない。

　今日の行軍の疲つかれもあるし、きっと横になって目を閉じれば、コレットとラニタのようにすぐに心ここ地ちよい夢の世界へと招かれるに違ちがいないのだ。

　それに、上う手まくすれば夢の中で、さっきの妄想の続きが見れるかもしれないしな。

　さぁっ、俺も寝るぞっ！

　と、ただ就しゆう寝しんするだけなのに、俺が変な気合いを入れたそのとき――。

　ガサッ。

　テントの外で、かすかに物音がした。

　何ものかが、草を踏んだような。

　ここは、奥おく深ぶかいジャングルの中だ。何か危険な野生動物が、餌えさを求めて徘はい徊かいしていたとして、まったく不思議はない。

　そしてその生物が、肉食性で、人間をも襲う種類だという可能性だって、決して低くはないのではないだろうか？

　コレットとラニタはぐっすりお休み中だ。二人を起こして、三人で外に飛び出だしてみたら、小さなカエルでした、とかだったらとっても恥はずかしい。

　やはり俺が一人で、確かめねばならないだろう。

　俺はまずそっと、テントの幕すれすれまで身体を寄せ、聞き耳を立てる。

　すると、何やらひそひそと、人の話し声のようなものが聞こえてくるではないか。

「ほらっ、さっさとしようぜ？」

「ま、待って、まだ心の準備が……」

「ですよね、姉様。だったら貴様が行けばよかろうっ」

　んん？　どこかで聞き覚えのある声が三つ。

　喋しやべっているのだから、野生動物という線は消えた。まずは一安心。

　っていうか、さっさと何をするつもりなんだ？　まさか、トイレ？

　いや、何度も言うがここはジャングルの中だ。そんなお洒落しやれな文明の利器は設置されていない。用を足すには、その辺の茂しげみで、ちゃーっとやるしかないわけで……。

　じょ、状況を把握するため、もう少し様子を見た方がよさそうだなっ。

　と、俺は判断し、息を潜ひそめてさらに一分ほど待ってみたが、以後の反応がない。

　あれれ？　もっと遠くへ行っちゃったのか？　確かに、用を足すにはまだテントに近過ぎるだろう。

　痺しびれを切らし、俺はついにテントの幕を少しだけ捲めくって、外を確認してみることにした。

　暗い。真っ暗だ。目が慣れてくるのに、数秒の時間がかかる。

「出てきましたっ、姉様」

「うぉっ、どどど、どうするよっ？」

「とっ、取り乱してはなりませんわっ」

　三つの声が、正面から響ひびいた。

　闇やみの中に、ようやくぼんやりと、三人の少女の姿が、浮うかび上あがってくる。

　それは、察しの通りファルバザード三皇女で……、だが、まったく予想していなかったボーナスステージ設定がなされていたのだ……！

　三人とも、上半身にキャミソール、下半身にドロワーズっていうんだったか――薄くてひらひらの短パンみたいな、とにかく下着だけを身につけた、そんな格好。

　三人とも、下着もやっぱりいつものシンボルカラー、黒、灰色、白という按あん排ばいだ。

　闇やみ夜よだってのに、対照的な三人の真っ白な肌はだが眩まぶしい。

「ブリジッタ、エルッカ、アリッサ？　いったいどうしたんだよ、こんなところでっ？」

　声を押おし殺ころしつつも、俺は驚きの声を上げた。

「おほほほ、これは騎士様、奇き遇ぐうですわね？　わたくしたちは、寝つけないので夜のお散歩をしているところですわ」

　ブリジッタは優ゆう雅がさを装よそおい、やや引ひき攣つった微び笑しようを返す。

　人のテントの目の前で、奇遇も何もないと思うんだが。明らかに態度がおかしい。

「姉貴、この期ごに及およんで誤魔化してる場合じゃねーってっ」

　エルッカが、青ざめた顔で長女に苦言を呈ていする。

　三女のアリッサも、ブリジッタにぴったりとしがみついて、ぶるぶると震えていた。

　覚かく悟ごを決めた表情で、ブリジッタが再び口を開く。

「その、ですわ騎士様……、一つ、お願いがあるんですのよ……？」

「へぇ、何？」

　人に頼たよられるのは好きそうだが、人に懇願するくらいなら死を選びそうなイメージさえあるブリジッタが、しおらしく上うわ目め遣づかいで見つめてくるのを意外に思いながら、俺は尋たずねた。

「ここではちょっと……、一緒に来てくださらない？」

　恥じらって目を伏ふせつつ、ブリジッタが言う。

　おやおや？　なんだか雲行きが怪あやしくなってきましたよ？　ってか、桃もも色いろの雲が棚たな引びいているのが見える気がする!?

　こんな暗闇の中で、女の子からそんな誘いを受けてしまっては、動どう揺ようしない方が異常ってものではないだろうか？

「えっ……、ま、まぁ、いいけど、でもどこへ？」

　平静なふりをして、俺は聞き返す。

　そのとき、

「湊ぉ～？　夜よ這ばいなんかしたら、許さないんだからねぇ～っ！　むにゃむにゃ……」

　茜のドキッとする寝ね言ごとが、隣となりのテントから発せられたのである。

　気づかぬうちに、俺たちは次し第だいに声が大きくなっていたのだろう。俺も三姉妹も、心臓が口から飛び出るくらいびっくりして、思わず両手で口を塞ふさぐ。

　しばらく、その場で硬こう直ちよくしていた俺たちだが、それ以上茜の言葉は続かなかった。やはり、単に寝ぼけていたのだ。

　それでいてこれだけ破は壊かい力りよくのあるタイムリーなセリフ、さすがは茜！

「ね？　騎士様、立ち話もなんですから」

　声のトーンを落として、ブリジッタが交こう渉しようを再開する。

　茜たちのテントとの距きよ離りはほんの二、三メートル。おまけに、俺の背後では、ラニタとコレットも眠ねむっている。

「わ、わかった」

　俺はついに、三皇女について行く決心を固めテントから抜け出した。

「こちらへ」

　ブリジッタを先頭に三皇女が踵きびすを返し、俺もその後に続く。

　よく見れば、相変わらず姉にぺったりとくっついているアリッサだけでなく、エルッカもブリジッタのキャミソールの裾をちょこんっと掴つかんでいるではないか。

　三姉妹の仲の良さが微ほほ笑えましいのと同時に、俺は不ふ審しんにも思うのだった。

　三人とも、何かに怯おびえている？

　シャルスティア王国が誇るソフィアとマリー、二人の姫ひめ様さまを、練習試合だったとはいえ魔ま法ほう戦せんで圧倒した、ファルバザード三皇女ともあろう者たちが？

　まさか、調子に乗って怪かい談だんを始めてしまって、怖こわくて眠れなくなってしまった……、なんてオチじゃないよな？

　などと考えを巡めぐらすうちに、ほんの十数歩で俺たちが辿たどり着ついたのは、なんのことはない、三人に割り当てられたテントの前だった。

「騎士様、どうぞ、中へ……」

　ブリジッタがおずおずと、俺にテントへ入るよう勧すすめてくる。

　はいぃぃぃっ!?　そっ、そんなバカなっ！

　ブリジッタたちが怯えているように見えたのは、異性との未知なる体験を求めての緊きん張ちよう感からだったとか……、それはヤバいだろぉぉぉっ!?

　だって、三人もいますよっ？　仲良し三姉妹は、初めても三人一緒に、ってエロマンガでもありえないシチュエーションだろうがぁっ!?

　茜の寝言が正解だったの？　夜這いならぬ、夜這われ!?　その言葉おかしいよね？　日本語でおｋ！

　俺の理性が沸ふつ騰とう寸前となる中、

「早くっ！　お願いですからっ！」

　ドンッ！

　とブリジッタが待ち切れないとばかりに、俺の背中を突つき飛とばしたのである。

　ばさぁっ、と垂れ幕を押し退のけ、俺はテントの中に足を踏み入いれてしまう。

　なんて積極的っ！

「まっ、待ってくれっ！　俺にはもう、ソフィアとマリーっていう、ほとんど許嫁いいなずけみたいな相手がっ！」

　二人のお姫様から好意を寄せられるだけでも信じられない展開なのに、さらにお姫様三人追加!?

　なにこの引きの強さ、姫ひめを五枚も立て続けに引く俺に坊ぼう主ずめくりやらせたら圧勝!?　坊主めくりヘヴィ級世界チャンピオン!?　敗北を知りたいっ！

「なにをわけのわからないことを言っているんですのっ!?　あれですわ！　あれを早くなんとかしてくださいましっ！」

　あれを早くして!?　まぁっ、とっても大胆っ！　とボケ倒たおすのも、そろそろ引き際が肝かん心じんだろうか。

　ブリジッタが切せつ羽ぱ詰つまった表情で指差した先には――。

　テントの床ゆかのちょうど中央付近をごそごそと、体長三十センチ以上はありそうな、でっかいムカデが我わが物もの顔がおで這い回まわっていたのだ。

　俺はようやく、正しい状じよう況きようを理解する。

　ああ、これは確かに退くわ。さすがの俺もドン退きだわー。

　女の子だけで、こんなのに出会っちゃったら、パニックになって下着姿で逃にげ出すのも、頷けようというものだ。

　ブリジッタもエルッカもアリッサも、俺の背後に隠かくれるようにして、顔面蒼そう白はくになりながらテントの中を覗き込んでいる。

　しかし、魔法国家の監視者を自任するファルバザード三皇女が、普通の女の子みたいに虫嫌ぎらいってのは、少し意外だった。もっと大きくておどろおどろしい怪かい物ぶつとか魔物とかなら、平気でなぎ倒してるってのになぁ。

　とはいえ、ここは優やさしい言葉の一つでもかけるのが、騎士としての責務ではないだろうか。

「いや、なるほど。こんな気持ち悪いやつに入ってこられて、よく悲鳴を上げなかったな。大したもんだ」

　俺は、三姉妹を賞賛した。けっこう本心から。

「ええそれはもうっ、皆様の安あん眠みんを妨さまたげるわけにはと、ぐっと堪えましたのよっ？」

　もっと褒ほめてもらいたそうに、ブリジッタが胸を張る。

　そんな仕草が、妙みように可愛かわいい気がした。そして、立派なバストが強調される姿勢。

　あれ、ヤバい。俺の心が、グラッとブリジッタに傾かたむきかけそうになる。

「いいから貴様っ、あれを早く追い出すのだっ！」

　それを吹ふき飛ばしてくれたのは、アリッサの小生意気な命令口調だった。

「そ、そうだよなっ」

　さすがに俺も、素す手でで触さわる勇気はない。

　いったん後退し、俺はテントを出て周囲を見回し、お目当ての物を探す。

「よし、こんなもんか」

　ジャングルの中だからこそ簡単に手に入る、俺は手ごろな太さと長さの棒切れを拾い上げた。

　こんな虫相手にオーラを纏まとうのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいけど、毒とか持ってて噛かまれたりしたらヤだしな。

　ブォォォォォッ！

　俺は赤いオーラを放出し、全身を包つつむ。

　そしてひょいっと、俺は巨きよ大だいムカデを棒切れですくうと。

　ビュンッ！

　俺は猛もうスピードで、テントから十メートルほど離はなれ、ぽいっと巨大ムカデをジャングルの闇の向こうへと投げ捨てたのである。

　すたすたと、俺が三皇女のテントへと戻ってくると、

「ああっ、騎士様ならきっとやってくださると信じていましたわっ！」

「なかなかやるじゃねぇか、見直したぜっ」

「うむ、天晴あつぱれであったぞっ？」

　ブリジッタからも、エルッカからも、アリッサからも、惜おしみない賛辞の嵐あらしが、贈られるのだった。

　これほど手軽な労働によって、女の子の好感度を最大限にまでアップさせられるイベントが、未いまだかつてあっただろうか？　いや、ない！

　思わず歯を食いしばって断言したくなる気持ちを、俺はそっと胸にしまい、

「なぁ、よく考えたら、あんたらがいつも戦せん闘とうで出している化け身しんを使ったら、わざわざ俺を呼ばなくても撃げき退たいできたんじゃないのか？」

　浮かんだ疑問を尋ねてみる。

「そんなものを使ったら、テントごと破は壊かいしてしまいますわっ！」

　即そく座ざに、ブリジッタから納なつ得とくの回答が得られた。

「ふわぁぁ。んじゃ、俺はこれで」

　自然と欠伸あくびが出た。そろそろ俺も、だいぶ眠くなってきたみたいだ。

　役目を果たし、俺は自分のテントへと帰ろうと振り向むきかけた――のだが。

「おっ、お待ちになって、騎士様っ！」

　なんと、ブリジッタが、しっかと俺の腕うでを握にぎりしめたのである。

「まっ、まぁいいじゃねぇか、もうちょい、ゆっくりしてけよ」

「そうだぞ？　これを機に親しん睦ぼくを深めようではないか」

　エルッカとアリッサまで、反対の手を引っぱって、俺を引き留める。

　ど、どうなってるんだこれは……。

「姉様、我はまだ日があるときに、木の幹に手のひらくらい大きな蜘く蛛もがいるのを見ましたっ」

「ああっ、そんな殺せつ生しような、アリッサちゃんっ」

「そういや、ジャングルに棲すむゴキブリって、三十センチはあるって話、聞いたことがあるぜ……」

「ひぃぃっ、言わないでエルッカちゃんっ」

　傍はたから眺ながめているとまるでコントのように、三姉妹が掛かけ合あいを始める。

　俺に何かを、必死に訴うつたえかけるみたいに。

　もしかして、ガチなのか……？

　ファルバザード三皇女は、普通の女の子どころではなく、かなり、相当に、虫を怖がっているってことで、よろしいんでしょうかね？

　誰にでも、苦手なものって、あるんだなぁ。なんとも気が抜けていくような思いで、俺ははぁっと溜め息いきを吐つく。

「えっと、つまり、俺に朝まで、ここで寝ずの番ばんをしろと？」

「いえそこまでは、テントの中で、一緒に休んでくださって構いませんのよ？」

　ブリジッタの返答は、予想外の高待たい遇ぐうを俺に提示していた。




　　　　　◇




「お邪じや魔ま、しまぁす」

　ぐびびっ、と喉のどを鳴らし、俺は高貴な美少女たちの匂においが充じゆう満まんしたテント内に、身を滑すべり込ませる。

「さあさあっ、騎士様っ、どうぞ真ん中に横におなり遊ばせっ」

「うむ、特別になっ」

「ああ、遠慮は要らねぇぜ」

　三姉妹は、俺を下にも置かぬもてなしっぷりだ。

　その味は甘くてクリーミーで、こんな素晴らしいきゃっきゃうふふをもらえる私は、きっと特別な存在なのだと感じました。今では、私がおじいちゃん。中学生の孫に読ませてあげるのはもちろん『突とつ然ぜん騎き士しになってムフフな俺がいる』。なぜなら、彼かれもまた、特別な存在だからです。

　謎なぞのナレーションが脳内で再生されるくらい、俺は今猛もう烈れつにテンパっている。

　川の字ならぬ四本線になって、みんなで寝ね転ころんでいるわけだが。

　俺の左右にはエルッカとアリッサが、それぞれ俺の両りよう腕うでに抱だきつくように、身を寄せていた。

　さらに、アリッサの向こうのブリジッタまでが、手を伸のばして俺の右手を握っている。

　女の子たちの柔やわらかさと体温と息いき遣づかいの波状攻こう撃げきを受け、もはやいつ暴走モードに突とつ入にゆうしてもおかしくない。

　そしてどこよりも、現在俺の意識が集中しているのは、エルッカの胸が押しつけられている、左ひだり腕うでなのだった。

　驚きよう愕がくの事実が、明らかになろうとしていた。

　ば、馬ば鹿かな……、こんなことが本当にありえるのかっ!?　エルッカのバストは、妹のアリッサよりも、ふくらんでいないように、感じられるのだ。

「うぅっ、ぺったんこで悪かったなぁっ！　オレだって気にしてんだっ！」

　しまった、と思ったときにはもう遅おそい。

　エルッカは、触ふれ合っている相手が今考えている心の中を、見通せる能力を有しているのだった。

　冷ひや汗あせをかきつつ、俺は無む我がの境地に至らんと努力する。

　いやまったく、エルッカの胸は、まるで少年のような薄うすさで、にもかかわらず、けっこう柔らかくて、俺の腕が沈しずみ込むみたいで……。

　そのうえ、胸の左右の中心には、ちょっと硬かたくなっている、突とつ起きが二つ……。って、全然、煩ぼん悩のうを捨て切れてねぇぇぇっ！

「てっ、テメェ！　次から次へとエロいこと考えやがって、女なら誰でもいいのかっ!?」

　あうー、誰も好き好んで欲情しているわけではー。

　純真な俺の心の中を読まれまくる。これは逆に、俺に対する羞しゆう恥ちプレイではないのだろうか？

　と、俺が涙なみだ目めになっている矢先に。

「姉様、この男の身体中央付近に、レバーのような硬い物体がついているのですが……？」

　アリッサが不思議そうに、俺の股こ間かんをまさぐっているじゃあありませんかっ!?

「え？　どこですの、アリッサちゃん？」

「ここ、ここです姉様」

　アリッサがわざわざ、ブリジッタの手を導いてくる。

　三姉妹は、三姉妹ゆえに、男の身体構造についての知識に乏とぼしいということなんだろうかっ!?

　ファルバザード皇こう帝てい陛下！　娘むすめさんたちの性教育を、しっかりとしておいた方がいいのではないでしょうかっ!?　俺は会ったこともない人物に向かって、全力でそう進言したい欲求に激しく駆かられるのだった。

「テメェ、ほいほいおったててんじゃねぇぞっ!?　発情期の犬っころかっ!?」

　エルッカには、ゴミを見るような目を向けられて――実際には暗くて表情なんてよくわからないわけだが――罵ののしられ、

「まぁ、これが殿との方がたの……って不潔ですわっ、騎士様っ!?」

　ブリジッタには、保健所に通報されるんじゃないかって勢いで蔑さげすまれ、

「貴様！　姉様を誑たぶらかしたらただではおかんぞっ!?」

　アリッサには、結けつ婚こん詐さ欺ぎ師しかのような扱あつかいを受け、恫どう喝かつされる。

　それでいて三人とも、俺から離れようとはしないってのは、どんな判断なのか。

　虫が怖くて、何かにすがりたいって気持ちが勝まさるというなら、そうなのだろう。

　でもなんか、機に乗じて弄もてあそばれている気がするのは、果たして俺の勘かん違ちがいであるのだろうか？

「のぉぉっ！　男の生理現象なんですぅぅっ！」

　この状況で無反応な場合、むしろ医師の診しん断だんが必要だと思われる。

　そんな主張を込め、俺は絶ぜつ叫きようするしかない。

　寝ね不ぶ足そくがほぼ確定的となった夜は、こうして更ふけていくのだった。




　クェーッ、クェーッ。

　ギャァッ、ギャッギャッ。

　ジャングルの朝は早い。

　雀すずめのさえずりではない、不気味な鳴き声によって、俺は目覚めさせられる。

　周囲は、徐じよ々じよに明るくなりつつあるらしかった。

　なんだか、身体が重い。

　やっぱり、よく眠れなかったせいで、疲れが取れていないのだろうか？

　薄うす目めを開けた俺は……ややあって、バチッと大きく目を見開いた。

　エルッカの太ももが、俺の首の上を横切って、でんっと乗っかっている。

　白くて引き締しまっていてすべすべな。思わずこのまま噛みついて、ではなく舌で舐なめて、でもなく、唇くちびるを押しつけて……あああああ、もういっそ殺してくれぇっ！

　下半身の違い和わ感かんにも気づき、視線を下げていくと。

　アリッサが俺の股間を枕まくらにして、実に心地よさそうに眠っている。

　ふかっ。

　あれ？　低反発クッションなんて、誰か持ってきてたのか？　大の字に伸ばした腕の先にも、何かが触れている。

　見れば、俺の手のひらは、ブリジッタのこぼれそうな双そう丘きゆうの片方を、しっかりとキャッチしているのだった。

　俺は焦あせって跳び起おきようとするも、エルッカにがっちりとホールドを決められてしまっていて、身動きが取れない。

　どっ、どげんかせんといかんっ！

　俺が真剣に現状を打破しようと、考えたその、刹せつ那な。
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「はぁっ……、ふぅぅっ」

　エルッカが、大きく息を吐き、

「んっ……んう、んぁっ」

　続けてアリッサも、吐と息いきを漏らす。

　二人とも、うなされているみたいだ。ぴくぴくと、こめかみが痙けい攣れんしている。

　エルッカとアリッサ、二人は眠りながら互たがいの手を握っていて、まさかそのせいでシンクロして同じ夢でも見ていたりするんだろうか？

「くっ……はんっ」

「かはっ……ひぁっ」

　エルッカとアリッサは、なおも呻うめく。

　それにしても、なんかエッチな声にしか聞こえないんだが、俺はどうすればいいんですか？

　そこに、

「う……んん、あら？　おはようございます、騎き士し様……。!?　どっ、どこを触っているんですのっ!?」

　目を覚ましたばかりのブリジッタが、当然とも言えるクレームをつけてきた。

「騎士様！　まったくあなたという人はっ、これまで何人もの女性に見境なくこのようなことをしてきたのですわねっ!?」

　おそらく今、ブリジッタには、俺がかつて行ってきたぽよよんな出来事を覗のぞかれているに違いない。接せつ触しよくした相手の過去を探さぐれる能力、恐おそるべし！

　しかし、まるで、俺にとってはおっぱいタッチがほんの挨あい拶さつであるみたいな言われようだ。

「すすすすまんっ！　不ふ可か抗こう力りよくなんだっ！　腕を動かせないんだっ！」

　俺の肘ひじ辺りには、エルッカの踝くるぶしが乗っている。

　正確には、動かそうと思えば動かせるが、そうするとエルッカの足ごと持ち上げなければならず、けっこう力を込める必要がありそうなのだった。

「そんなっ、動かせますでしょうっ!?」

「いやっ、それより、ブリジッタが後ろに下がってくれれば、どけられると思うんですけどぉっ!?」

　いわゆる腕ひしぎ十字固めをかけられたような体勢になっている俺は、そう指し摘てきする。

「えっ？　そ、それもそうですわね……」

　スッと、横になったままブリジッタが身を引くと、俺おれの手のひらは、ぺたんとテントの床に落ちた。

「んっ……。騎士様、これはいったい、どういう状況ですのっ？」

　俺に触られた感かん触しよくが残っているのか、ブリジッタは胸を自身の両手で押さえ、頬ほおを赤らめながら尋ねてくる。

　どういうも何も、あんたの妹たちの寝ね相ぞうの悪さが問題だと思うんだぜっ？　とは言わないでおく。

「エルッカちゃん、アリッサちゃん、起きなさいっ！　このままでは騎士様に、貞てい操そうを奪うばわれてしまいましてよっ!?」

　その言い回し、茜か雪花が乗り移ったみたいですぜ？　とも思ったのだが、やっぱり俺は口を貝のように閉ざしたままでいた。

　ややあって。

「はぁぁっ、ヤバいぜ、姉貴っ！」

「大変ですっ、姉様っ！」

　がばぁっと、エルッカとアリッサがいきなり切羽詰まった表情で、身を起こしたのである。

「ええ、わかってますわ、特にエルッカちゃん……」

　少々呆あきれた様子で、ブリジッタは妹の姿をまじまじと眺めていた。

「おわぁっ!?　俺の足に挟はさまって、何してやがんだぁっ、このセクハラ騎士っ!?」

　エルッカが両足で俺の首を絞しめてくるのだが。

　正直、苦しいよりも柔らかくて気持ちいい、ご褒ほう美び状態なのだった。

　いえ、あのですね、これ、ご自分でやったんですよ、エルッカさん？　今日の俺はきっと、思っていることを口に出せない呪のろいにかかっているに違いない。

「んっ？　俺の寝相のせいか？　……悪りぃ、が、だったら外しゃあいいだろぉっ!?」

　エルッカには、身体が触れ合っていれば、声を出さなくても意思が通じて楽だなぁ、とこのとき初めて俺は思ったのである。

　エルッカも顔を赤くし、女の子座ずわりで、しばし恨うらめしそうに俺を睨にらんでいた。

　っていうか、瞳ひとみが潤うるんでいて、むしろこうグッとくるっていうか……。

　朝から刺し激げきが強過ぎる。これはもうダメかもわからんね。

「姉様っ、それどころではありませんっ！　予知夢っ、予知夢なのですっ！　敵が現れたのですっ！」

　アリッサが、これ以上ないくらい真剣に、話を引き戻もどす。

「っと、そうだぜ、姉貴っ！　アリッサの予知夢、手が触れていたからオレにもダイレクトで伝わってきたっ！　けっこう近くて、デカい……ってそれはつまり……」

　エルッカも言いながら、導かれる答えを予測しているみたいだ。

　俺も、聞いてすぐピンとくる。

「「「「空母!!」」」」

　四人の声が、きれいに重なった。

「お、おい、その予知夢ってのは、信じられるのか？　間ま違ちがう確率は、どれくらいなんだよっ？」

　だが、俺のような普ふ通つうの人間の感覚では、それはただの夢に過ぎない。この三姉妹において、一いつ般ぱん常識など当てはまらないと頭では理解してはいても、口を衝ついて出る言葉は、それに追いつかない。

「アリッサちゃんは『白きビアンコ・誕生姫ジエニトウーラ』、未来視と遠えん隔かく視しで右に出る者はいませんわ！」

　ブリジッタが、妹の能力に太たい鼓こ判ばんを押す。

「とにかくみんなにも知らせようっ！」

　俺は他のみんなを起こすため、一足先にファルバザード三皇女のテントを飛び出す。

　トランカナンの地で迎むかえた初めての朝は、一気に慌あわただしくなっていくのだった。




　　　　　◇




　全員が起き床しようし、速すみやかに集合、簡単な朝食を取りつつ、無線機でアシエルも参加して、作戦会議が開かれていた。

『監かん視し衛星でも捕ほ捉そくしました。敵空母は、海の部族の村から北西に約百キロほどのサバンナ地帯に浮ふ上じようした模様です。ミナトくんたちの現在位置からは、約五十キロメートル』

　アシエルの報告により、エルッカとアリッサの予知夢は、やはり正しかったことが証明された。

　ライオンやシマウマの群れの向こうに、巨大な鋼鉄の戦せん艦かんが佇たたずんでいるシュールな光景は、ちょっと直に見てみたい気もする。

「ねぇ、騎士様？　わたくしたちから一つ、提案があるのですけれど」

　改まった声こわ音ねで、ブリジッタが言った。

「今から、隊を二つに分けませんこと？」

「二つに？　どういう意味が？」

　薄うす々うすわかる気もしたが、俺は問い返す。

「騎士様たちは、このまままっすぐ聖地へと進んでいただけばよろしくてよ。その間に、わたくしたち三人で、空母を強きよう襲しゆうしてみようかと思いますの」

　案の定、好戦的なファルバザード三姉妹らしい、強気な言葉が吐き出された。

　何なにを隠そう、俺の脳のう裏りにも一いつ瞬しゆんよぎった考えだ。

　空母には、俺たちの大事な仲間、四人の人ひと質じちがなおも囚とらわれている。

　空母の位置が掴めたのなら、すぐにでも駆けつけて、四人を救出したい。それはこの場にいるほぼ全員に共通する思いに違いなかった。

　だが、空母が地上に姿を現したということは、敵も、これから聖地を目指して移動を開始すると予想できる。

　だとしたら、人質のみんなも、聖地へと連行されるのではないか。そうなると、たとえファルバザード三皇女が空母に向かったところで、行いき違いとなり、とんだ無む駄だ足あしにもなりかねない。

　そんな意見を、俺たちは口々に告げた。

「ええ、その可能性は十分考こう慮りよしたうえですわ。人質の皆みな様さまも聖地へと連れて行かれ、空母内がもぬけの殻からだったとしても……、そのときは空母を破壊してしまえばよろしいのではなくって？」

　ブリジッタの真骨頂ともいえる、過激な発言である。

『なるほど……、面おも白しろい発想ですね。我々の高こう速そく艇ていがそうであるように、敵空母も相手方にとっては重要な前線基地のはずです。そこを攻撃されると、敵はどのような反応を見せるのか……』

　意外にも、興味を示したのは、アシエルだった。

『ここまで我々は、完全に敵の思おも惑わくに対し、後手後手に回っています。姫様方を衆目の前で堂々と誘ゆう拐かいされてから、ずっとです。どこかで敵の先手を取らないと、このままずるずると敵の手のひらの中で踊おどらされ続ける、そんな危機感は確かにあります』

　冷静な口調の中にも悔くやしさを滲にじませ、アシエルは語る。

『この敵に常にリードを許す苦しい展開を打破する、一発逆転のカード、それがファルバザード皇女様の仰おつしやる、空母急きゆう襲しゆうであるのかもしれません』

「そうでございましょう？　いかがですかしら、皆様？」

　アシエルの支持を取りつけ、ブリジッタの自信が最高潮に達した。

『さらに、人質が四人とも聖地へと連行されるとは限りません。海の部族の族長は、偶ぐう然ぜん邪じや神しんの封ふう印いんが解けそうになった原因が、若い術者のカップルである、と表現していたのを覚えていますか？』

　アシエルに意表を突いた出題をされ、

「あ、ああ、そういえばそんなこと、言ってたっけか……？」

　俺はあたふたと、つい昨日の記き憶おくを探る。

『それはつまり、邪じや神しんの封印を解くには、強力な術者であれば、最低二人の人間で足りる、と推測できるのですよ』

「な、なるほど……」

　ずいぶん細かいとこまでしっかり覚えてるなー、と感心しつつ、俺は相あい槌づちを打った。

　であるなら四人の人質もまた、聖地に連れて行かれるのは二人だけってことになり、残る二人は捕つかまったままお留守番……。空母に向かうのはやっぱり人質救出の意味合いが濃こくなってくる。

『そして人質は、そのままイコール邪神復活の鍵かぎであるわけですから、今回我々にとって、人質を一人でも救出できれば邪神復活を阻そ止しすることにもなり、まさに一石二鳥です』

　アシエルの言葉を聞いていると、ブリジッタが立案した二隊に分かれる作戦は、どんどん俺たちに有利であるような気がしてくるじゃないか。

『一方で、ミナトくんたちが敵よりも先に聖地に入って、封印を解かせぬよう現場を押さえてしまえれば、最高の結果、我々の完全勝利となるでしょう』

「聖地に連れてこられた人質も、そこで取り返せるってことだよな」

　あまりにも成功のパターンをイメージし過ぎていて、さすがにちょっとどうかと思えるくらい、希望が湧わいてきていた。

『その場合は、正面からぶつかると人質を盾たてにされ、苦戦を強しいられるでしょうから、やはり先回りをして敵に奇き襲しゆうをかけられるかが重要になってきますね』

　都合良過ぎる予測を、アシエルは素す早ばやく軌き道どう修正してくれる。

　とはいえ、これはもうやるっきゃないだろう。現状、これ以上の策があるとは、とても思えない。

　それに、どちらが先に聖地へと到とう達たつできるかという、敵とのスピード勝負であることに、変わりはないのだ。

　時間の猶ゆう予よはない。できるだけ早く、出発するべきだった。

「じゃあ、ファルバザード三皇女には、今から敵空母を強襲してもらう。みんな、異論はないな？」

　俺の最終確かく認にんに、全員無言ながら、はっきりと頷うなずいてみせる。

　三人だけで、敵空母――ほとんど移動要よう塞さいのようなものだろう――を攻撃する、そんな危険な任務、そうはないはずだ。

　にもかかわらず、この三人なら空母でさえ容易たやすく殲せん滅めつできてしまいそうな凄すごみが、ファルバザード三皇女には備わっていた。

「よしっ、行こう！」

　俺はそう言って、立ち上がる。

「ブリジッタ、エルッカ、アリッサ……、人質四人のうち、誰だれか一人でも空母の中に残っていたら、どうか、なんとしても、助け出してやってくれ」

　手を取り合って、輪になろうとしている三人に、俺は願いを託たくした。

「ええ、お安いごようでしてよ」

「ああ、オレたちは魔ま法ほう国家の監視者」

「うむ、ファルバザード三皇女なのだからな」

　長女、次女、三女が順に、俺たちに笑え顔がおで返す。

『最後に、皇女様方、一つだけ約束してください』

　切ろうとした無線機ごしに、アシエルの声が滑り込んできた。

『もし、少しでも危ないと感じたなら、速やかに撤てつ退たいを選せん択たくしてください。絶対にです』

　あらゆる条件を考慮し、万ばん全ぜんを期す、アシエルらしい助言だ。

「わかりましたわ、宰さい相しよう代理様、お約束いたしましてよ」

　ブリジッタも、アシエルの心こころ遣づかいに、感謝の意を述べる。

　しかし、

「もっとも、わたくしたちが窮きゆう地ちに陥おちいる状況なんて、到とう底てい思おもい浮かびませんけれど」

　ふふんっ、とブリジッタは不敵な笑えみを作り、お気に入りの縦ロールの髪かみをふぁさぁっと掻かき上あげる。

　それでこそ、ファルバザード三皇女だった。







インターミッション







　鬱うつ蒼そうとしたジャングルの中を、ファルバザード三皇女は低空飛行で進んでいた。

　木々の、枝々の間かん隙げきを縫ぬって、巧たくみに自分たちの身体をコントロールする。

　先頭を行くのはアリッサ。今朝見た予知夢によって、だいたいの方角は脳内に刻まれている。それを頼りに、敵空母を目指すのだった。

　高く上空を飛ばず、わざわざ面めん倒どうなジャングルの中を飛ぶのは、敵に発見されないようにとの配はい慮りよからである。

　せっかく空母まで辿り着いても、地面に潜せん航こうされてしまっては、それ以上手の出しようがなくなってしまう。

　空母がのんびりと地上に居い座すわり続けてくれることを、三皇女としては願うしかない。

　とはいえ、ブリジッタはそれに関しては、さほど悲観はしていなかった。

　暗黒精せい霊れい魔ま法ほうを用いて、空母という巨大な物体を地下に潜もぐらせ続けるためには、かなりの実力を持つ術者が必要である。

　その術者が今、聖地に向かっているか、空母に留とどまっているかを考えると、前者である確率は何倍も高い、そう予想していた。

　それでも、敵は戦艦である。

　あまりにも目立つ上空を悠ゆう々ゆうと飛行しながら接近しては、物理的な近代兵器による集中砲ほう火かを浴びてしまうだろう。

　三皇女の魔法をもってすれば、その程度の攻撃は容易く無効化できるにしても、無む駄だな魔ま力りよくの消費は避さけるのが得策。

　そのとき、意い気き揚よう々ようと進軍する三姉妹の前に、些さ細さいな障害が現れたのだった。

「!?　ぎゃぁっ！」

　エルッカの顔の正面に、十五センチはある、丸々と太った蜘蛛が一匹ぴき、垂れ下がってきたのだ。

　すんでのところで、エルッカは空中で身体をくねらせ、かわす。

　後続のブリジッタとアリッサも、素早く軌道を修正した。

「勘かん弁べんしてほしいぜ、まったくよぉ」

　しかめっ面つらをして、エルッカが悪態を吐く。

　ジャングルと自分たちの相あい性しようの悪さを、三皇女は痛感していた。

　普ふ段だんは退たい屈くつに感じることも多い、雪と氷に閉ざされた、ファルバザード皇国に早く帰りたいとさえ思う。

　雪と氷の世界には、彼かの女じよたちが大だい嫌きらいな、虫は存在しないのだから。

「姉様、化身を顕けん現げんさせ、虫から身を守ってみてはどうでしょう？」

　アリッサがそんな提案をする。

　三皇女の魔法なら、接近する虫をことごとく滅殺するのも簡単だろうが……。

「アリッサちゃん、気持ちはわかりますけれど、化身を出すのはまだ早いですわ」

　やはり、魔力温存のため、ブリジッタは許可しなかった。

　ばらばらばらばらっ。

　と、言ったそばから、木の上から大量のヒルが、血を求めて三人に降りかかってきたのだ。

「きゃぁぁぁっ!?」

　ブリジッタは叫さけび、はっとして口を押おさえる。

　まだ空母まで声が届くような距離ではないにしても。

　この奇襲も、三人は咄とつ嗟さに避けてみせた。

「なんですの急に、この辺りは……。虫のパラダイスとして、指定されているのかしら？」

　ブリジッタは自分で口にした想像に、ブルッと身み震ぶるいする。

「姉様ぁ～っ……」

「もう少しの辛しん抱ぼうですわ、アリッサちゃんっ」

　半べそ状態のアリッサを、ブリジッタが宥なだめる。

　その後も何度か、毛虫の大群がびっしりと張りついた木の幹や、手のひらほどもある大きなナメクジが這はう枝に遭そう遇ぐうするも、三皇女はどうにか回かい避ひに成功した。

　そして、ついに――。

「ストップだ」

　エルッカが急速に速度を落とし、着地する。

　ブリジッタとアリッサも、それに倣ならう。

　一メートルほど先でジャングルが途と切ぎれ、三姉妹の目の前には、広大なサバンナと、その景色を遮さえぎるように佇む、巨大な空母があった。

「船底に穴を開けて、侵しん入にゆうしましょうか」

　ブリジッタの提言に、エルッカとアリッサが無言で頷く。

　三人は、ジャングルとサバンナの境界に、並んで立つ。

　空母までの距離は、およそ五十メートル。

「空母に辿たどり着つく直前に、化身を顕現させ、そのまま突入しますわよ！」

　言うなり、ブリジッタがスタートを切った。

　エルッカとアリッサも続けて飛び出す。

　三姉妹は、野生動物のように、雄ゆう大だいな平原を疾しつ走そうしていた。

「姉様、なぜ我々は、飛行せずに走っているのでしょうか？」

　ふと、アリッサが奇き妙みような疑問を口にする。

「あら、そういえばそうですわね」

　言われて気づいたらしいブリジッタも、まるで他人事のように不思議がってみせた。

　飛行魔法の術者の感覚として、空を飛ぶのと地を走るのは、かなり近いものであることは確かだ。しっかりと意識していないと、自分がどちらの状態にあるのか、気にも留まらぬほどに。

　しかし、木々が密集し狭せま苦くるしかったジャングルの中では飛んでいたというのに、障害物のない広々としたサバンナでは走っているというのでは、どうにも間が抜ぬけているようにも思える。

　ならばやはり、飛ぶか。ブリジッタは、再び飛行能力を発動させようと試みた。

　ところが、

「エルッカちゃんっ、アリッサちゃんっ!?」

「姉貴もかっ!?　どうなってやがるっ！」

「姉様っ、飛べませんっ！」

　異変に気づき、三姉妹が叫んだ、そのとき――。

　ザァァァァァァァッ！

　サバンナの地面から、一いつ斉せいに、円形状に。

　迷めい彩さい柄がらの軍服を着た人間が数十人、立ち上がり銃じゆうを構えて三皇女を取り囲んだのである。

　それは魔法などではない、物理的な、単に兵士として訓練された軍隊の動き。息を殺し、草の茂しげみに身を潜ひそませ、ただただ待まち伏ぶせしていたのだ。

「ひゅぅっ、こいつぁ……」

　エルッカが敵の手て際ぎわに感かん嘆たんの声を漏もらし、

「ずいぶんと、盛大なお出で迎むかえですことっ」

　ブリジッタも、皮肉を言うだけの余よ裕ゆうはまだあると自覚している。

　にもかかわらず、同時に、ブリジッタの脳裏には、出発前、アシエルからかけられた言葉が、まざまざと甦よみがえってくるのだった。

『もし、少しでも危ないと感じたなら、速やかに撤退を選択してください』

　今が、そのときだろうか？

　ブリジッタは、妹たちに、上空へと急速離り脱だつを指示すべきか、迷う。

「ようこそおいでくださいました、ファルバザード三皇女殿でん下か」

　包囲の輪から一人、数歩前へと進み出た者がいる。

　この軍の指揮官と思おぼしき中年の男が、生理的嫌けん悪お感を掻き立たてる笑みを浮うかべ、話しかけてきた。

「いかがですかな？　我々が用意させていただきました、魔法完全無効化地帯の居い心ごこ地ちは？　魔法国家の監視者などという、堅かた苦くるしい肩かた書がきをお忘れになり、おくつろぎいただければ幸さいわいなのですが」

　男は、芝しば居いじみた口調で、血の気が引く内容を語ったのである。

　魔法完全無効化地帯？　そんなものを構築できるのだとしたら――、いや、すでにされているのだとしたら、非常にまずい。

　まずいどころか、もしそれが本当なら、もはや詰つんでいるとさえ言える。

　不ふ吉きつなことに、つい数秒前、それに思い当たる会話を自分たちはしてしまっているではないか。

　なぜ自分たちは、この付近に来て突とつ然ぜん、飛行するのをやめてしまったのか？

　空母を視界に捉とらえたため、いったん立ち止まった、そこまではいい。

　だが無意識のうちに、再び魔法によって飛行するという選せん択たく肢しを、取り外されていたのだとしたら。

　戦うのはおろか、逃にげることさえ、叶かなわなくなってしまうではないか。

「一見しましたところ、この場にいらっしゃる兵士の方たちは、四、五十人とお見受けしますけれど……。たったこれしきの戦力で、わたくしたちを取とり押おさえられるおつもり？」

　ブリジッタは平静を装よそおい、精いっぱい強がってみせるも、

「ふふ、魔法完全無効化という言葉を、信じてはいただけませんか？　信じたくない、と言った方が適切でしょうか」

　敵指揮官の勝かち誇ほこった態度は、まったく揺ゆるがない。

　思えばこの敵たちは、海上では穢え水すい精せい霊れいをけしかけてきた者たちなのだ。

　ここで暗黒精霊を使し役えきしないということはすなわち、彼ら自身も魔法を使用できないという事実を示しているのだろう。

　だからこうして、わざわざ人間の兵士を使って、包囲している。

「まだ諦あきらめられませんかな？　ファルバザード三皇女殿下……、よろしいでしょう、貴女方お得意の、化け身しんを出だしてご覧なさい」

　これだけ挑ちよう発はつされて、行動を起こさないでいるのは、もはや不可能だった。

「腐くさり病毒満つるは死の必定　魂こん葬そうには紊びん乱らんなる　痩餓黒ブラン・ブラ法師ンデイツシユ！」

　ブリジッタが、

「流る転てんし続けるは石動　忘ぼう我が楼ろう　起たちしろしめすは　咬劫灰トラン・ト居士ランセンド！」

　エルッカが、

「歓かん喜きせよ　祝福の杯さかずき　孔く雀じやく石の胎たい盤ばん　漕こぎ出ずる　茫爛白グラン・グラ虚子ンギニヨル！」

　アリッサが、化け身しん召しよう喚かんの呪じゆ文もんを詠えい唱しようする。

　その言こと霊だまは周囲の大気を震ふるわせ――、ただ四散した。

　予想していたとはいえ、三姉妹のショックは隠かくし切れない。

「おわかりいただけましたか？　貴女方の進行方向を、この魔法完全無効化地帯へと徐々に誘ゆう導どうしていたのに気づかなかったでしょう？　それも、昨晩貴女方の虫嫌ぎらいを偶ぐう然ぜん知ることができたおかげですよ。いやいや、お可愛らしい」

　くっくっくっ、と敵指揮官はこれ見よがしに嘲ちよう笑しようする。

　いちいち癇かんに障さわる男だ。

「覗き見みする趣しゆ味みがおありですの？　どこまでも下衆な方たちですわね」

　が、今ブリジッタにできるのは、嫌いや味みで返すことのみ。

「そうそう、今朝方、予知夢をご覧になられたでしょう？　あれも、私どものプロデュースでしてね。お楽しみいただけましたか？」

　さらに追い打ちをかけるように、男の口撃は続く。

「ばっ、馬鹿なっ！　我の予知を操あやつるだと!?　ありえぬ！　無礼な物言いもたいがいにせよっ！」

　ついにアリッサも忍にん耐たいの限界を超こえ、激げき昂こうし叫ぶ。

「そうだぜ。いくらテメェの優位を誇こ示じしたいからって、嘘うそはいただけねぇな？」

　エルッカも、彼女にしては珍めずらしく冷やかに凄んでみせた。

「ははっ、驚おどろかれるのも無理はありませんが、嘘うそ吐つき呼ばわりは心外ですな。ご自身でも理解されているでしょうが、すでに三皇女殿下は捕ほ虜りよも同然。なので特別に、教えて差し上げましょう」

　敵指揮官は止めを刺さそうとでもいうかのように、舌なめずりをする。

　魔法が使えなければ、ファルバザード三皇女は、ただのか弱く美しい少女たちに過ぎない。

　何十もの銃じゆう口こうを突つきつけられては、なす術すべはなかった。

「私どもには、予言干かん渉しよう機なるものがございましてねぇ？　予知能力を有する術者に干渉し、偽にせの予言……、私どもに都合の良い予言を見させることが可能なのですよ」

　男の口から発せられたセリフが意味するのは、またしてもにわかには信じ難がたい、魔法の理自体を操る、究極の魔ま法ほう技術。

「この……魔法完全無効化の空間を創つくり出しているのも、そのような装置のおかげなのかしら？」

　ブリジッタが、鎌かまをかけると、

「さすがファルバザード三皇女殿下、ご明察です」

　男は、そもそも隠すつもりもなく、素す直なおに肯こう定ていした。

「姉様っ、これはっ！　エルキシュ公国に、このような魔法技術は存在しないはずです！　これはむしろっ……！」

　アリッサは何かに思い当たった様子で、興奮気味に口を動かすも、核かく心しん部分に触れかけたところで、はっとして言葉を飲み込む。

　男はにやりと、口くちの端はしを歪ゆがめた。

　ブリジッタは、現在自分たちが置かれた状じよう況きようを冷静に分ぶん析せきし、結論する。

　最悪だ。ミイラ取りがミイラに――、人ひと質じち奪だつ還かん部隊が、新たな人質になってしまった。

「さて、それではそろそろ、私ども自じ慢まんの艦かん内ないに、ご案内致いたしましょうか」

　男がスッと右手を挙げると、周囲の兵士たちが、包囲の輪を狭せばめ始める。

「おっと、その前に、ファルバザード三皇女殿下に、私どもからプレゼントがあります。気に入っていただけるといいのですが」

　男が白々しく言うと、数人の兵士たちが、金属製の首輪を手に、三姉妹に近づいてきた。

　ブリジッタはすぐに気がつく。あれは、魔力を封ふうじる縛いましめの首輪だ。

　なんという屈くつ辱じよく。この場で今すぐ己おのれの舌を噛かみ切きって、自害しようかとさえ思うのだが。

　そんな衝しよう動どうを、ブリジッタはぐっと堪こらえる。

　敵空母艦内。そこに、敵自らが招待してくれるというのだ。

　この目で見ることで、様々な情報が得られるに違ちがいない。その情報を活いかす機会が、未み来らい永えい劫ごう与あたえられないかもしれないとしても。

　人質にされている者たちがどうなっているのかも、確認しておきたい。

　ほんの一ひと握にぎりでも、希望が残されている限り、それに賭かけてみよう。シャルスティアの陣じん営えいは、そう期待するに値あたいする面々が揃そろっているのだから。

「ご自身の身の上が心配ですかな？　なに、すぐに貴女方にも、とびきりのショーが待っておりますので。もちろん、貴女方ご自身が、参加するショーがね。一足早く、シャルスティアの双そう姫きが見せてくれるでしょう……」

　くくくくくっ、と。

　笑いがこぼれるのを我が慢まんできないとでもいった風ふ情ぜいで、敵指揮官が口元に拳こぶしを当て、小刻みに震える。

　はらわたが煮にえくり返かえりそうだ。

　目の前のいけ好かない男は、自分たちの圧あつ倒とう的てき優位を信じて疑わない。

　だが、今に見ているがいい。

　形勢が逆転し、このファルバザード三皇女に、甚じん大だいなる魔力が戻った暁あかつきには――。

　まずはこの男を八やつ裂ざきにしてくれよう。

　ブリジッタは、静かに胸の内で燃え上がる炎ほのおに懸かけて、そう誓ちかうのだった。







第三章　聖地の大激闘！







　ファルバザード三皇女と別れ、聖地へと向かった俺たちはついに、人の侵入を阻はばむように深い霧きりが立ち込める、結界地帯にまで到達していた。

「禊みそぎの儀ぎ式しきを行わずに訪おとずれた者は、この霧の中で永遠に彷徨さまようことになります」

　恐ろしいことを涼すずしい顔で、ラニタが言う。

　辺りの景色は、低地で木々が生おい茂るジャングルから、高度が上がりごつごつした岩が剥むき出しになった山さん岳がく地帯へと、変わってきていた。

　さらに進むと、切り立った崖がけが俺たちの眼前に立ちはだかる。

「こちらに、聖地へと続く道があります。狭せまいので、足を踏ふみ外はずさないように、十分注意してください」

　ラニタに導かれるままに迂う回かいすると、霧の中を延びる細い通り道が現れた。

　上を見上げれば霧にかすみ、下を覗き込めばやはり霧で底の見えない、目も眩くらむような断だん崖がいに、申し訳程度の足場がくっついている、そんな道だ。

　ラニタという優すぐれた案内役がいないと、とてもじゃないが聖地には辿り着けないだろうと、俺たちは実感する。




　そうして、身の毛もよだつ道のりを、一時間ほども進んだだろうか。

　風景に、また変化があったのである。

　霧が晴れ、周囲を一望できるようになる。

「この山の頂上が、聖地となります」

　ラニタが指差した先には……、山、と呼べるのだろうか？

　幅はばが何キロもありそうな、平べったいというか、長い台形というか、とにかく自然というよりは、どことなく人工的な地形が、目の前にあった。

　こういうのって確か、テーブルマウンテンとでも言うんだったかな？

　俺はしばし息を呑のんで、神秘的な形状の山とも言えないような山を眺める。

　しかもこの山は、俺が写真で見たことのあるテーブルマウンテンとも、いくぶん異なっていた。

　平らに削けずり取ったような山がずーっと続いているのかと思いきや、そのちょうど中央付近に、階段状に幾いく重えにも台形が積み重なった地形が造られているのだ。

　その巨きよ大だいな階段の上の辺りは、雲がかかっていてよく見えない。

　おそらくそこが、ラニタが言った頂上、聖地であるのだと思われる。

「さぁ、あと少しです。行きましょう」

　ラニタに励はげまされ、俺たちは再び歩き出した。




　高く平らな地形が何キロも続く、テーブルマウンテンの上まで、俺たちはやって来ていた。

　ここまでは、狭く細い崖伝いの道がまだ通っていたので、心臓にはよくなかったものの、なんとか無事辿り着くことができた。

　さて、問題はこの先である。

「それにしても、でっかい階段だなぁ……」

　俺は茫ぼう然ぜんと、首を傾かたむけて見上げるほかない。

　一段の高さと幅が三十メートルくらいはありそうな、巨大な岩石でできた自然の階段が十段ほど、雲にかすむ頂上まで伸のびているのだ。

「この山の頂上……、聖地は、実はトランカナンの部族において、婚こん姻いんの儀式が行われる場所でもあるんですよ」

　すると、ラニタが観光ガイドっぽい説明を披ひ露ろうしてくれた。

　ゴールも目前となり、今までの険しい表情も緩ゆるみ、舌も滑なめらかになっているみたいだ。

「コレット様は、湊みなと様とラニタ様、どちらと結けつ婚こんなさりたいのですか？」

　ぶっほっ！

　不意を突かれ、俺は思わず噴ふき出してしまう。

　雪ゆき花か得意の、無表情で人をからかう癖くせが、炸さく裂れつしたのだった。

「え～っ!?　ぼ、ボクが、結婚っ!?」

　コレットも、いきなり話を振ふられ、動どう揺ようしている。

「そ、そうだなぁ……。ラニタは昔から優やさしくてかっこよくて、ずっとボクの憧あこがれだったけど……」

　そう言って、コレットはラニタにちらっと視線を投げる。

　ラニタは、イケメンの余裕っつー感じで、にこっとコレットに微び笑しようを返した。

　いや、でも本当はラニタ、女の子なんですけどね？　真実を一人知る俺は、複雑な心境で二人を見守るわけだが。

「ミナトはおもしろいし……。あ、あと、モモも可愛かわいいし……」

　俺は「おもしろい」の一言かよ、それって完全に噛ませ犬ポジションじゃね？　と、無言のままコレットの言葉に聞き耳を立てつつ、俺は分析する。

　っていうか、雪花の選択肢には入ってなかったのに、コレットが自分で追加したモモこそ、大本命なんじゃねっ!?　という恐おそろしい推測に、俺は行き着く。

　全俺が嫉しつ妬とした！

「ラニタ様には、心に決められた方などは、いらっしゃるのですか？」

　雪花はさらっと矛ほこ先さきを変える。

　まさか、弄いじれそうな相手を片かたっ端ぱしから弄っていく気なのか？

「ぼっ、ぼくはたぶん、一生、結婚はしないのでは……ないかと……」

　しかもラニタは、軽くスルーすればいいのに、馬ば鹿か正しよう直じきに答えてしまう。

　そうか、実際は女性なのに、男のふりをし続けなければならないのだとしたら、結婚したらバレちゃうってことだもんな……。

　などと俺は、ラニタの思っていた以上に過か酷こくそうな人生を慮おもんぱかる。

「まぁっ、そんな、どうして!?　ラニタさん、すごく素す敵てきな男性なのにっ!?」

　茜あかねが、すかさず詰め寄よってきた。

　おい、どういうつもりだよ、茜！　おまえ、いつからそんな女の子みたいなやつが好みになったんだっ!?

　なんて聞き返しそうになるのを、俺は素知らぬ顔で堪える。

　いやそれに、くどいようだけどラニタ、本当は女の子なんですけどね？

　だんだん、ラニタとの約束を破って、声に出して突っ込みたいとイライラしてくる俺なのだった。

「えぇ～っ、ラニタ、もしかして男の子が好きなのっ!?」

　なんとコレットが、コレットらしからぬ問いを発する。

　もしや桜さくら子こやモモから日夜、変な知識を仕込まれているとか!?

　これは、硯すずり姉し弟ていとの交際を少々控ひかえさせるべきかも……。俺は、年とし頃ごろの娘むすめを持つ親のような心配をしてしまう。

　それとも昔、ラニタが男性に興味がありそうな仕草をしたことがあって、コレットがそれを覚えていたとかかな？

　むしろ、そっちの方がありそうな話だ。

　いくら男として振ふる舞まっていても、無意識のうちに女の子らしい反応をしてしまったとして、誰がラニタを責められようか。

「いっ、いや、別にそういうわけではっ……」

　返答に窮きゆうするラニタに、

「がんばってください。応おう援えんします」

「そっ、そうですねっ、人を好きになるのに性別なんて、些細な問題ですよっ」

　雪花とクリスが、謎なぞの食いつきを示した。

　二人とも、隠かくれＢＬファンだったりして!?

　すまないがホモ以外は帰ってくれないか？　という展開になりそうな恐きよう怖ふを覚え、

「まぁ、その、なんだ……。男だろうが女だろうが、いつか心から好きって思える相手に巡めぐり合あえたらいいよな？」

　俺は咄嗟に話を逸そらそうと試みる。

「そうすれば、自分には無理なんだとか、初めから諦めていた運命も、変わることだってあるかもしれないし」

　どうやら俺はラニタを不ふ憫びんに思い、できることならそんなラニタの生き方をなんとかしてやりたい、なんて考えてしまっていたのだ。

「なによその、意味深な発言は……？」

「確かに湊殿らしからぬ、重みのある言葉ですね？」

　茜とクリスが、怪け訝げんそうに俺を見み遣やる。

「あははっ、いやなに、諦めたらそこで試合終しゆう了りようですよ？　とか、一度言ってみたいなーって」

　いかんいかん。あんまり口を滑すべらせたら、ラニタの秘密を明かしてしまいかねない。

　俺は焦あせって追つい及きゆうをかわした。

「ミナトさん……」

　ところが、当のラニタが、俺をじっと見つめてくる。

　なんだろう、ちょっと目が、潤うるんでいるような？

「ところで、ここから頂上へは、どうやって登ればよいのでしょうか？」

　話を脱だつ線せんさせたのが雪花ならば、再び引ひき戻すのも雪花である。

　そう、見る限り、この巨大な自然の階段には、一いつ切さい道らしきものが通っていないようなのだ。

　これをロッククライミングの要領で登っていたら、日が暮れてしまうってレベルじゃない。

「いよいよ魔ま法ほう制せい御ぎよチップの使いどころでしょうか？」

　すっかりその便利さの信しん奉ぽう者しやとなった感のあるクリスが言い、

「そうね、じゃあみんな、ここでチップを装着しましょうかっ」

　期待に応こたえ、茜がジャラジャラとたくさんの魔法制御チップを取り出してみせる。
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「皆みなさん、策がおありのようですね。でも、よろしければ」

　そこに、ラニタが割って入った。

　ラニタはサッと懐ふところから、素す焼やきの笛のような形のものを出すと、口に当てる。

　その笛からヒューヒューと、耳鳴りのような音が聴きこえ始めたかと思った直後。

　バッシャァーーーンッ！

　空中に、派手な水みず飛沫しぶきが上がったのだ。

　水飛沫はそのまま、宙に溶とけるように消えてしまったが、残ったのは……。

　黒い小山のような、三本の角が生えた浮ふ遊ゆうするクジラ。

「このトライホーンホエールに乗って行きませんか？」

　ラニタから、粋いきなドライブのお誘さそいを受ける。

「魔ま物ものを召しよう喚かんする際にも、それを維い持じし続けるのにも、かなりの魔力を消費するので、もしものときのためにと思い温存していたのですが……。さすがにここまで来ればもう大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　俺たちの魔法制御チップの出し惜おしみと同じか。どちらさんもエネルギー事情は、似たり寄ったりみたいだなぁ。

「ありがたい。よろしく頼たのむよ」

　俺たちは二度目となる、空飛ぶクジラの背中にいそいそと乗り込むのだった。

「何かあった場合に備えて、チップもつけておきましょっ」

　茜は言いながら、自分の手首に腕うで時ど計けいのように、魔法制御チップを巻き始めていた。

　そうだな、万が一、火山姉神ヴオルカエク顕現騎士エス・ソロルに変身しなければならない状況に、ならないとも限らないしな。

　そのときは、また、茜と雪花の……おっぱいを触さわって、儀式をしないといけないんだよな……。俺はそんな変態っぽいこと、全然したくないのに。

　俺みたいな高二でムフフしてる腐れ野や郎ろう、他に、いますかっていねーか、はは。あーあ、神しん託たくの騎き士しの辛つらいとこね、これ。

　と、俺がコピペのような独り言を心の中で呟つぶやいている横で、

「ボクにもっ、ボクにもチップをちょうだい！」

　目をキラキラと輝かがやかせて、コレットがせがんでいた。

「はい、コレット。あたしたちも、足手まといにならないように、最低限自分の身は自分で守らないとねっ」

　茜もようやく、過保護な母親気分から抜け、コレットを一人前の仲間として扱あつかうようになってきたみたいだ。

「わーいっ、やったぁっ！」

　これでコレットも、晴れて念願の魔法制御チップデビューってところか。

「どうぞ、ラニタさんも」

　続けて、茜はラニタにも渡わたそうとしたのだが、

「いえ、ぼくはけっこうです。それは、貴重なものなのではないですか？　本当に必要な人が、本当に必要なときに使ってください。ぼくはこう見えても現げん役えきでは海の部族一番の、召喚士ですから」

　ラニタは丁てい重ちように辞退する。

　確かに、ソフィアとマリーが囚とらわれの身である現在、魔法制御チップに魔力を充じゆう当とうできるのは俺一人だけ。量産は難しい状態だ。

「お心遣い、感謝いたします」

　雪花が、そんなラニタの配慮に、深々と頭を下げ謝辞を述べた。

　見れば、クリスと雪花にも、すでにチップは渡されている。

　そうして、俺とラニタ以外の全員がチップを無事装着し終え。

　ふわりと、トライホーンホエールは音もなく上じよう昇しようを開始した。

　階段状の崖を、一段、また一段と越えていく。

　なんという楽チンさだろう。これまでの苦労が嘘みたいだ。

　いや、このままちゃんと聖地まで辿り着き、邪神の復活を見事防いで初めて、俺たちの苦労は報むくわれるのだ。

　待ち切れない思いで、俺は雲に隠れた頂上を目を凝こらし見つめようとした、刹せつ那な。

　ビュオォォォォォッ！

　風が――、一陣じんの黒い風が、俺たちの周りに吹ふき荒すさんだのだ。

　そして、その風は瞬またたく間まに、何かの形を取り始めていた。

「キィィィィィーーーッ！」

　黒い風だったものが、咆ほう哮こうする。

　それは、サルのような顔に、コウモリのような羽を生やし、サソリのような毒針が無数についた尻尾しつぽと、ライオンのような身体を持った化物だった。

　化物は、俺たちを乗せたトライホーンホエールの正面にどっかと構え、通せんぼをするように対たい峙じする。

　ああー、どっかでこういうの、聞いたことあるなーっ！　と思った直後に、

「マンティコアです！」

　雪花が、怪かい物ぶつの名めい称しようをずばりと言い当てる。

「そうそれっ！」

　先に言われてしまってちょっと悔しい俺だったが、もうどんな怪物が出てきても大して驚かなくなったなぁ、とか余裕こいて考えている場合じゃない。

　今このタイミングで敵が現れたってことは、つまり敵にすでに先回りされていたという証明であり、まだ見ぬ聖地では邪神の封印が解かれようとしているのではないか。

　ソフィアとマリーは、桜子とモモは、どうなっているのか？

　俺の胸はチリチリと痛んだ。

『みなとヨ、ハヤクワラワヲヒョウイスルノダ』

　同時に、リアマの声が俺の脳内にダイレクトに響ひびく。

「雪花、茜っ、頼むっ！」

「はい！」

「わかったわっ！」

　雪花と茜にも、おそらくリアマの声は聞こえたはずだ。

　二人はすぐに並んで、俺に向かってなけなしの胸を、差し出してくれた。

　本来なら、嫁よめ入いり前の女の子たちのおっぱいを鷲わし掴づかみにするなんて、おまわりさんこっちです、と言われても仕方のない状況だが、躊躇ためらってなどいられない。

　ふかぁっ、と俺の両手のひらは、茜と雪花の控えめな双そう丘きゆうに、沈しずみ込んだ。

「なっ!?　何をしているんですか、ミナトさんっ!?　ははは、破は廉れん恥ちなっ！」

　傍はたで見ていたラニタが、突とつ如じよ変態にでも出会ったかのように、一歩後ずさる。

　知ってたわー。俺が一番最初に知ってたわー。今ではすっかり慣れてしまった俺も、かつて信じられない思いだった純真なあの頃ころが懐なつかしい。

「驚かれるのも無理はありませんが……、あれは火山姉神ヴオルカエク顕現騎士エス・ソロルになるための儀式なのです」

　クリスが、伏ふし目めがちに説明する。

　ブゥゥゥゥゥンッ！

　茜から青い、雪花から緑の、オーラが放たれる。

『ソラトウミノメガミノオットタル、ワガオトウトノケシンナルキシヨ』

　リアマの厳おごそかな呼びかけに呼応し、俺の魂たましいが肉体から解き放たれるような感覚が襲おそう。

『ホノオノイクサオトメナルワラワガ、チカラヲカシアタエン』

　女め神がみであるリアマのパワーが、俺の体内に奔ほん流りゆうとなって押し寄せ、弾はじける。

　ボォォォォォォォッ！

　真しん紅くのオーラを纏まとい、俺は火山姉神ヴオルカエク顕現騎士エス・ソロルへの変身を完成した。

　と、それよりもわずかに早く。

　ブォォォォォッ！

　俺おれと同じような、俺よりもわずかに薄うすい赤色のオーラを全身から発し――。

　バシュゥゥゥンッ！

　クリスはオーラを薄うす紅べに色のミニスカ巫女みこ服へと変形させる。

　魔ま法ほう防ぼう御ぎよに優れた、クリス専用のコスチュームだ。

「湊殿っ、ここは私が！　みんなは頂上へ急いでくださいっ！」

　叫ぶや否いなや、クリスは勢いよくトライホーンホエールの背から飛ひ翔しようし、マンティコアへと斬きりかかる。

「キキィィッ！」

　マンティコアが旋せん回かいし、クリスの斬撃を避ける。

　だがおかげで、トライホーンホエールの進行経路が確保された。

「前進しますっ！」

　その隙すきを見み逃のがさず、ラニタがトライホーンホエールを操る。

　今は何よりも、邪神の封印を解かせないことを優先すべきだろう。

「すまない、クリス！　すぐに戻もどってくるからなっ！」

　この判断で本当に正しいのか？　自問しつつ、俺はクリスを振り返った。

　そんな、怒ど涛とうの展開の中。

　ドォォォォンッ！

　新たな異変が、俺たちの眼前に展開される。

　俺たちのまだ頭一つ上にある、階段状の岩がん盤ばん。そこから黒い土つち煙けむりが、轟ごう音おんとともに巻き起こったのだ。

「キシャァァァァァッ！」

　そこから雄お叫たけびを上げ現れたのは、頭部に冠かんむりのようなトサカのついた巨大なヘビ。

　大きなヘビって言っても、アナコンダだって最大で十メートル程度のはず。

　にもかかわらず、鎌かま首くびをもたげ俺たちの行く手を阻もうとするこいつはトライホーンホエールと同じくらい、二、三十メートルはありそうだった。

　しかし奇妙にも、このヘビはなぜか固く目を閉じている。俺たちに襲いかかる気は、満々である様子だというのに。

　おやぁん？　そういえば、ヘビには瞼まぶたがないって聞いたことがあるような……。

　瞼があるのはトカゲだって。となると、この怪物は足のないトカゲだったりして？　なんて柄がらにもなく生物学的な疑問を浮かべている暇ひまはないのだった！

「バジリスクですか！　あの目を開かせてはいけません！」

　雪花がまたしても、即そく座ざに怪物の種類を特定してみせる。

　おいおい、凄すごいな。

　このところ雪花は、シャルスティア神話や魔法五大国に関する知識を、べらぼうな速度で吸収しているとは思っていたけど。

　世界各地に伝わる怪物までも、カバーしていたってわけですかい？

　感心を通とおり越して半ば畏い怖ふの念を抱いだきつつ、俺が雪花を見遣ると。

　心なしか、雪花の身体が、緑色のオーラに包まれて薄っすらと光っているように見えるのだった。

　んん？　そりゃあ雪花は今、魔法制御チップを装着しているからって、オーラを放出しても意味なくないか？

　自分では気づいていないのかな。魔力の漏ろう電でん状態？　だとしたら、非常にもったいない。注意しないと……。

　俺がそんな貧びん乏ぼう性しようっぷりを発揮しようとした矢先、

「ミナトさんっ、この怪物はぼくが引き受けます！　どうぞミナトさんはっ、聖地に、一刻も早くっ！」

　クリスの次はラニタが、自己犠ぎ牲せいの精神を披露したのである。

　だが、ラニタの場合は、クリスとはだいぶ勝手が異なる。

　なぜなら、ラニタの武器はおそらくこの、俺たちが乗っているトライホーンホエールなのだから。

「茜と雪花はどうするんだっ!?　非戦せん闘とう員を乗せたままじゃあ、戦えないだろっ!?」

　懸け念ねんを口にする俺に、

「大だい丈じよう夫ぶ、ボクが守るよっ！」

　力強く答えたのは、誰あろう、コレットだった。

　コレットはすでに、さっきラニタがしていたように、オカリナのような形状の笛を口につけ、ヒューヒューという耳鳴りのような独特の音を奏かなで始める。

　ぶよんっ、ぼよぉんっ。

　どこからともなく、どさどさと、赤黒いゼリーというかアメーバみたいな物体――直径は二、三メートルある――が、バジリスクの周りに降り注いだ。

「シャァァーーーッ！」

　ガブンッ！　ゾブッ！

　アメーバの一匹ぴきが、バジリスクの一噛みで、粉ふん砕さいされる。

「あぁんっ、ボクの暴食のフレツシユ色情狂群・パンデミツクがぁっ！」

　コレットは、お気に入りのぬいぐるみでも壊こわされてしまったかのように、悲鳴を上げた。

「コレット、そんなんじゃダメだ！　最低でも、ぼくのトライホーンホエールクラスの、上位種を召喚しないと！」

　召喚士の先せん輩ぱいであるだろうラニタが、やや緊きん張ちよう感に欠ける後こう輩はいを叱しつ咤た激げき励れいする。

「わかったっ！　ボク、やってみるよっ！」

　コレットは素直に頷うなずき、

「うんんんんん……っ、えーーーいっ！」

　渾こん身しんの力を込めて、魔力を高めようとしたのだろう。

　その意思は、計らずもコレットが身につけていた魔法制御チップを、作動させたのである。

　シュゥゥゥゥゥゥッ！

　コレットの髪の色に似た、パッションピンクのオーラが輝き。

　次の瞬しゆん間かん、コレットの身体は、おへその出たタンクトップとミニスカートに近い、まるでアイドルのステージ衣装のような装束に包まれていた。

　ヒュゥーーッ、ヒュルリラーーーッ。

　自分が変身したことに気づいているのかいないのか、コレットは一心不乱に笛を吹く。

　バサァァァッ、バサッ、バサァッ！

　俺たちを頭上からすっぽりと覆おおう、大きな影かげが。

　突如、強きよう靭じんな羽音とともに、舞まい降おりてきたのだ。

「グルォォォーーーーーンッ！」

　その咆哮は、威い風ふう堂どう々どうと、他の怪物たちをも怖おじ気けづかせるように響く。

　コレットが召喚してみせたのは、背中から首の辺りにかけて色いろ鮮あざやかなピンクの花びらのようなものを生やした、体長十メートルはある巨大な爬は虫ちゆう類るいのような生物。それ以外の体表は緑色の鱗うろこに被おおわれた、翼つばさ持つドラゴンだった。

「これは……、ラフレシアドラゴン！」

　ラニタがその雄ゆう姿しに、驚きよう嘆たんする。

「そいつは、強いのか!?」

　名前からでは今一つ凄さが伝わってこないため、俺は尋たずねた。

「はいっ、もちろん、森の部族が統すべる最高位の魔物です！」

　ラニタの答えは、シンプルかつベストなものだ。

　これならば、ラニタとコレットに任せても、やってくれるのではないだろうか。俺は離り脱だつして聖地へと向かう決心を固める。

「よしっ、俺は先に行かせてもらう！　頼んだぜ、二人ともっ！」

　ブゥゥゥンッ、バシュゥッ！

　炎のオーラを纏い、俺はトライホーンホエールの背を蹴けって飛び立った。

　リアマのおかげで、デフォルトで飛行能力を持つ、火山姉神ヴオルカエク顕現騎士エス・ソロルである。

　階段状の地形も、残るはあと二、三段。それを越えれば、ついに聖地が待っているはずだ。

　ところが、そうは問屋が卸おろさなかった。

　ゴォォォォォゥッ！

　俺の目の前で、今度は、黒い炎が――突とつ然ぜん立たち塞ふさがるように燃え盛ったのだ。

「ウォォォーーーンッ！」

　遠とお吠ぼえを上げ、漆しつ黒こくの炎の中から実体化してきたのは、全身真っ黒な毛並の狼おおかみ？　犬？

　大きさはゾウほどもあるけどな。

　赤い目を光らせ、口からはやはり黒炎を吐はき出している。

　通してもらえないのであれば、戦うしかない。

「初源には紅血の海　毀撤には紅炎の空　締てい封ふう　聖焔輝エラシツカア盾鎧装スピデイオ！」

　カッシャァァァンッ！

　俺はリアマ仕様の軽量版、オーラが物質化した鎧よろいで身を覆う。

　こうして、敵味方合わせて五体の怪物が入り乱れる、まさに怪かい獣じゆう大決戦が、開幕したのだった。

「湊様、それはおそらく、ヘルハウンドです！」

　後方から、雪花の声が届く。

　ヘルハウンド……って、地じ獄ごくの番犬とか、そんな感じのやつだっけ？　俺が思ったそのとき。

　ボォォォッ！

　ヘルハウンドは、口を大きく開き、黒い炎のブレスを噴ふん射しやしたのだ。

「おぉっとっ！」

　俺は素す早ばやく、身を翻ひるがえしてかわした――つもりだったのだが。

　ジジジ……、パキンッ！

「ってぇっ!?　ああっ、俺の足がっ!?」

　黒い炎に掠かすってしまったのだろうか、右ふくらはぎの辺りの装そう甲こうがみるみる、炭のように黒く変色したかと思うと、砕くだけ散ちった。

『マズイゾ、みなとヨ。オカセイレイケイノシンショクネンショウデアル』

「汚火精霊系の侵しん食しよく燃ねん焼しよう!?」

　リアマがしてくれた解説を、大切なことなので二度言うのはもうお馴な染じみの流れである。

『ホンライナラワガヨロイハ、ホノオニハツヨイハズナノダガ……。ジゴクノホノオハ、カッテガチガウヨウジャ』

「なんてこったい！　だったらこっちも、速そつ攻こうで決めちまわないとっ！」

　俺はリアマの指し摘てきに危機を覚え、行動に出る。

「冥道に木こ霊だませよ　鬨ときの鐘かね　緋ひの軛くびき　煉獄紅焔尖槍ヴアルハトロイデン！」

　シュゴォォォーーーッ！

　俺は、最近すっかり弱くなったと評判のかつての必ひつ殺さつ技わざ、レーザーのような炎の直ちよく撃げきをお見み舞まいしてやった。

　ヘルハウンドは、避さける素そ振ぶりさえ見せない。

　ッドォォォーーーーーンッ！

　派手に迸ほとばしる閃せん光こうと火の粉。だが、それだけ。

「グルルルルル……」

　ヘルハウンドは平然と、赤い瞳ひとみで俺を睨にらみつける。

『ジゴクノホノオヲツネニクロウテオルへるはうんどニハ、コウカナシノヨウジャナ』

　やっぱりそうでしたか……、と俺はがっくりと肩かたを落とした。

　いきなりの大苦戦が、予想されるじゃないか。

『みなとヨ、トリアエズ、ワラワヲケントナセ』

　リアマに言われ、俺は頭の中に自動的に浮かんでくる呪文を唱えた。

「聖なる炎ほのお充みたし内ない宮ぐうより　焦誕焔晶せよ　紅玉灼苛神剣レヴアンデミトレイ！」

　パァァッ、と俺の右手に嵌はまっている腕うで輪わが光ひかり輝き、リアマが化身した神剣が、俺に握にぎられる。

「この剣けんで斬りかかれば、ヘルハウンドにダメージを与あたえられるかな？」

『ウム、カノウデアロウガ……、ジゴクノホノオヲヨケラレレバノハナシデアルナ……』

　リアマの返答は、あまり芳かんばしくない。

　そもそも、ここで足止めを食くらっているこの状況がすでに、敵の思おもう壺つぼだっていうのに！

　俺は唇くちびるを噛み締しめ、焦しよう燥そうする。

　その気持ちは、俺たち全員に共通であるに違いなかった。

　三か所に分断されてしまった俺たちではあるが。オーラを纏った状態の人間というのは、どうやら身体能力が全体的に飛ひ躍やく的てきに高まるおかげで、視覚や聴ちよう覚かくも研とぎ澄すまされる。

　だから、目の前の敵に注意を払はらいつつも、みんなの様子を探さぐるのは、それほど難しいことではない。

　すると、

「このままでは、姫ひめ様さまたちが……、もっと私も、皆みな様さまのお役に立てればっ……！」

　戦闘時には傍ぼう観かんすることしかできない、雪花の悲ひ嘆たんに暮れる声が聞こえたのだ。

　俺が雪花を一いち瞥べつした、瞬間。

　パァァァァァンッ！

　雪花の身体から、はっきりとわかる、深緑色のオーラが放たれるとともに。

　雪花の衣装が、変化したのである。

　ほとんど黒に近い、深緑色のローブを全身に纏った、まるで魔ま女じよみたいな姿。頭に被かぶった大きな三角帽ぼう子しも、雰ふん囲い気き十分だ。

　でもそのローブは半はん透とう明めいで、雪花の肌はだが透すけて見える。これって、もしかしてローブの下はすっぽんぽんなんじゃないか!?

　そっ、そんな破廉恥な格好、お父さんは許しませんよっ!?　と俺が、ふざけている場合ではない感想を口の中で呑み込んでいると。

「うわぁぁっ!?」

　ビュバババババッ！

　クリスの間かん一いつ髪ぱつの叫さけびが、響いてきたのだった。

　マンティコアが尾おから無数の毒針を発射し、クリスが辛からくも回かい避ひしていた。

　バシバシバシバシッ！

　しかし、クリスの身体の周りに張られているオーラの膜まくは、毒針と接せつ触しよくして激しく明めい滅めつし、突き破やぶられる。

　どっ、どうなってるんだっ!?　クリスの巫女装束が展開するオーラは、クラーケンとの戦闘のときには、腐ふ食しよく冷気をものともしなかったっていうのに!?

　ギュルゥゥゥンッ！

　と、今度は、雪花の周囲に、たくさんの本――すべて辞典のように分厚く、半透明でホログラム映像のようだ――が、輪をつくって宙に舞った。

　さも当然のように、雪花は手を伸ばし、その中から一冊の本を手に取る。

「気をつけてください、クリス！　マンティコアの毒針は、腐ふ風ふう精霊系の破傷刺し風ふうで、魔法防御に優れたものでも、簡単に貫かん通つうするとのことです！」

　雪花はおそらく、魔法制御チップによって雪花専用にカスタマイズされた変身を行い、その付属品と思しき書物から、情報を引き出しているみたいだった。

『ホホゥ。オノレガタクワエタチシキヲ、ホンノカタチニシテグゲンカシタカ。ソレダケデナク、シンカイノチエノイズミニモあくせすカノウノヨウジャナ』

　リアマが、物もの珍めずらしそうに、雪花を分析する。

　だが俺には、リアマの言うことがさっぱりわからない！

『サシズメ、トショカンノマジョトデモイッタトコロカ』

　そんな俺を無視して、リアマは愉ゆ快かいそうに続けた。

　図書館の魔女？　ようやく俺は、リアマのセリフの中から、どうにか理解できる単語を発見する。

「雪花っ、魔ま法ほうに関する情報のデータベースのようなものを自由に検けん索さく、閲えつ覧らんできるようになったのねっ？」

　茜がスラスラと、雪花の能力を説明してみせると、

「はい、そのようです」

　雪花は素直に肯定した。

　なにそれ茜ってば、ちょっと賢かしこそうに見えるじゃんかっ。べっ、別に悔くやしくなんか、ないんだからねっ！

「うぅっ、いくら情報があっても、ただ『気をつけて』だけじゃあ、対策の立てようがないよっ」

　が、クリスの表情は晴れない。

　俺も同感である。実際に戦っている者としては、敵の技わざの原理とか威い力りよくとか、ぶっちゃけどうでもいい。

　喉のどから手が出るほど欲ほしいのは、勝つための方策。

「確かにその通りですね。それでは敵の弱点などを探してみます」

　雪花はクリスの要よう請せいに応え、自分の周りをふわふわくるくると回っている、本の輪を見回す。

「おおっ、そんなこともできるのかっ、便利だなぁっ」

　なんて俺が、感心していると。

　ビシッ、ビシビシビシッ！

「ああ～っ！　またボクの、暴食のフレツシユ色情狂群・パンデミツクがぁ～っ！　石になっちゃったよっ!?」

　コレットの悲しみと驚きが入り混じった声が響き渡った。

　見れば、ぶよぶよぷるぷるとあんなに柔やわらかそうだった、コレットが大量に召喚したアメーバ状の魔物たちの何なん匹びきかが、その姿を留とどめたままカチコチの石の塊かたまりに、成り果てていたのだった。

「バジリスクが目を開いたんだ！　暴食のフレツシユ色情狂群・パンデミツクが盾たてになってくれたから、ぼくたちは石化を免まぬがれたんだよっ？」

　ラニタが心底からといった風情で、コレットを慰なぐさめかつ褒ほめる言葉をかける。

「ほんと？　ボクの魔物、役に立った？」

「そりゃもうお手て柄がらだよっ、コレット！」

　コレットとラニタは、手を取り合って喜びを分かち合った。

「バジリスクの邪じや眼がんは、一度発動するとまた目を閉じ、数分間魔力を溜ためないと再使用できないようです」

　先にこっちの検索が引っかかったらしい雪花が、皆に告げる。

　なるほど、こういう情報はありがたい。敵を知り己を知れば百戦危あやうからず、ってやつか。

　などと俺が賞賛の念を抱くのも束つかの間。

「ガルルルゥッ！」

　ヘルハウンドが、よそ見をする俺に苛いら立だったように、突とつ進しんしてきた。

　なんとも目まぐるしい戦場で、息つく暇もない。

　ガッキィィーーーンッ！

　俺は渾身の力を込め、紅玉灼苛神剣レヴアンデミトレイを振るったというのに。

　ヘルハウンドは剣を爪つめで、いとも容易たやすく弾はじき返しやがったのである。

「ちょっ、神様の剣が通じないとかっ、ありえるわけぇっ!?」

　普ふ通つうの剣と打ち合えば、ことごとく相手の剣を叩たたき折ってきたはずの紅玉灼苛神剣レヴアンデミトレイの体ていたらくに、俺は非難めいた叫びを上げた。

『ムゥ……。へるはうんどノカラダハジゴクノホノオノおーらヲマトッテオルデナ……』

　悔しそうにリアマが唸うなると、

「地獄の業ごう火かは、人間世界、神界、すべての炎の中でも最も強力だとのことです。そのため、火山の女神であるリアマ様の剣とさえ、互ご角かく以上に渡り合えるのでしょう」

　その後を受け、雪花がさらに解説を加える。

　まいった。正直、ヘルハウンドなんて、たかが犬の化物だろってくらいに軽く考えていたのに、このままでは勝てる気がしない。

　聖地へ辿たどり着つくための時間も、どんどん失っていってしまっている。

　俺は途と方ほうに暮れ、心が折れそうだった。

　みんな同様に憔しよう悴すいしていた。

　中でも、未いまだただ一人、

「何であたしだけ戦えないの……！」

　戦闘に参加できていない茜は、自責の念に駆かられている。

「雪花にもできたんだから、あたしだってっ！」

　茜はそう叫んで、一心不乱に念じる。

　俺の幼なじみの辞書に、諦あきらめという文字は記されていないらしい。

　目を閉じ、精神を集中する茜。

　しかし、何も起こらない。ダメ、なのか……？

　その直後だった。茜が身につけている、茜自身が改良して創つくり出した、魔法制御チップが、閃光を発し――。

　パァァァァァンッ！

　その光が、澄んだ水色のオーラへと安定したとき。

　茜の身体は、機械でできたワンピース水着、とでもいうようなものに、包まれていた。ただし手足は、メカニカルな装甲で覆われている。

「クリス！　マンティコアの毒針が二時の方向から来るわっ！　右に避けて！」

　突然、はっとしたように茜が警告する。

　その直後。

　ババババババッ！

　マンティコアがクリスを回り込むように動きながら、尾をくねらせ毒針を放った。

　さっきとは異なり、クリスは余よ裕ゆうをもってそれを回避する。

「た、助かりました、茜殿！」

　クリスが驚いた顔で、礼を述べる。

　うわっ、すげぇ！　俺も同じく、自分の眼前で起こった光景に一いつ瞬しゆん、目を疑った。

　すべては、茜の言った通りになったのである。

　まさか、ファルバザード三皇女のように、予言でもできるようになっちまったのか!?

「おいおい、どうなってんだよっ、茜っ!?」

　まったく予想もしていなかった幼なじみの変へん貌ぼうぶりに、俺はついつい尋ねてしまう。

「うん……、なんだろう、今あたしの頭の中……みんなの位置とか、魔ま力りよく量とか、ゲーム画面みたいにいっぱい表示されてる……！」

　茜本人も自分の身に起きた変化に、戸と惑まどっているようだ。

「茜様は、科学の魔女になられたのですね」

　雪花が、ぽつりと言った。

　それを聞き、茜が即座に反応する。

「そうね、そうかも。レーダーとか、計測器とか、敵の攻こう撃げきをシミュレーションできるコンピューターの演算能力なんかも、ついているみたいっ！」

　ようやく新しく開花した己おのれの力がしっくりきたといった表情で、茜が強く頷く。

　これはつまり、茜は言うなれば、人間イージス艦かん、って感じの能力を手に入れたってことで、いいんだろうか？

　だとしたら――。

　魔法防御を貫通する毒針とか、見たものを石化する邪眼とか、すべての火か炎えん魔ま法ほう体系中最強の地獄の炎ほのおとか、非常に厄やつ介かいな敵の特とく殊しゆな攻撃の数々に対処することが、可能になるのだろうか？

　俺は期待を込めて、茜を振り返らざるをえない。

「コレット！　バジリスクが、何か高魔力のものを口から吐こうとしているわ！　早く何か手を打たないと！」

　茜の脳内感知に、そんな予兆が観測されたらしい。

「どうやら致ち死し性せいの毒ガスのようです」

　それをすかさず雪花が特定してみせる。

　が、雪花の口調の冷静さとは裏腹に、かなり危険な状況ではないのだろうか。

「えぇ～っ!?　ど、どうしよう、ラニタ!?」

「わわわっ、ぼくのトライホーンホエールには、どうしようもっ!?」

　コレットとラニタが、動転する。

「コレットが召喚したドラゴンはっ、ファイヤーブレスとか、吐けないのかぁっ!?」

　狼ろう狽ばいっぷりで負けてはいられない。それでも俺は、建設的な意見を提示しようと努めた。

「どうだろうっ!?　やってみるねっ、えぇ～いぃっ！」

　コレットが頼たよりない様子ながらも、チャレンジすべく、召喚したドラゴンを操る。

　後方支し援えんの茜と雪花は知り得た情報をただ口にすればいいが、前線で戦闘を実行しなければならない俺たちは、苦労が絶えない。

　ブォォォォォォォォッ！

　バフゥゥゥゥゥゥゥッ！

　刹那。

　バジリスクのブレスと、ラフレシアドラゴンのブレスが、正面からぶつかり合ったのだ。

　バジリスクのブレスは、ドス黒いいかにもヤバそうな色で。

　ラフレシアドラゴンのブレスは、なんというか、気の抜ぬけるようなまさしく桃もも色いろの吐と息いきだった。

　バッシュウゥゥゥーーーーーッ！

　魔法物質の化学反応!?　二つのブレスが混ざり合い、激しく音と煙けむりを立てる。

　二つのブレスは、そうしてすべて、霧む散さんしてしまった。

　コレットのドラゴンのブレスがどんなものだったのかはともかく、一応毒ガスによる即そく死しは免れた俺たちである。

「偉えらいぞコレット！　ふぅ～っ、それにしても、綱つな渡わたりだなぁおい……」

　俺はめいっぱいコレットに感謝するとともに、今回の戦いがピンチの連続であることに辟へき易えきする。

「湊もっ！　ボサッとしてないっ！　ヘルハウンドも火を吐くわよっ！」

　続けて、茜が警告を発した。

　マジすか。もう勘かん弁べんしてくださいよ～。

　と胸の内で泣き言を言いつつ、俺は避けるしか手立てのない攻撃に対し、せめて他のみんなを巻き込まないように位置取りに注意する。

　ゴォォォォォーーーッ！

　何度見ても違い和わ感かんと恐怖感がバリバリの黒い炎が、再び俺を襲う。

　だがまぁ、来るとわかっていれば、かわすのはなんとかなるというもの。

　やはり茜に備わった新能力は、ありがたかった。

　一方、

「茜様、私のデータベースと、リンクできませんか？」

「それ、いいわね雪花！　テレパシーみたいに、お互たがいの頭の中を共有すればいいのよね？　たぶん可能よっ」

　雪花と茜は、二人して何か別次元の話をしているように思える。

　魔法制御チップを用いて、一いつ般ぱん人じんが特殊な魔法術者へと変身する。かなりのレアケースな気がする二人は、にもかかわらずまったくそれを感じさせない修得っぷりだ。

「それにしても、この膠こう着ちやく状態をどうすればいいんですか!?　私たちは、敵に近づくことさえできませんっ！」

　階段地形の一番下から、クリスが声を大にして叫んだ。

　そう、そこなのだ。

　最初、せっかくクリスが己を犠ぎ牲せいにして、俺たちを先に行かせてくれようとしたのに。

　次に、ラニタとコレットまでが、せめて俺だけでも聖地へと、と敵を引きつけてくれたというのに。

　結局、敵に三枚のカードを切られ、俺たちは身動き取れない状じよう況きように追い込まれてしまった。

　とはいえこちらも、雪花と茜の参戦という、未知なるカードを手にしたのだ。

　そろそろ反はん撃げきの狼煙のろしを、上げたいところだった。

「考えたのですが……。初めの組み合わせの相あい性しようが、私たちにとってあまりにも不利だったのではないか、と結論します」

　雪花が言う。

「一人ずつ、今相手にしている敵から、スライドしてみてはどうでしょうか」

　実に単純な解決方法を。

「そ、そんなことで、上う手まくいくのか……？」

　俺はつい、聞き返してしまった。

「はい、ご安心ください。まず、クリス。頭かしら木ぎ流りゆう剣けん術じゆつ奥おう義ぎには、強きよう烈れつな閃光を発する技が、ありますね？」

　雪花は相当の自信を滲にじませつつ、クリスに問う。

「あ、あるよある！　でもなんで雪花が知ってるのさっ!?」

「すみません。私はどうやらリアマ様が仰おつしやられた、神界の知ち恵えの泉に、触ふれられるようになってしまったらしく……、頭木流剣術のすべての奥義を悟さとってしまいました」

　驚おどろくクリスに、雪花が申し訳なさそうに答えた。

　別に、雪花が謝あやまらなければならない理由もなさそうだが、門外不出の奥義を知られてしまった頭木家としては一大事かもしれない。

「その、頭木流奥義の連続使用で、バジリスクを倒たおせるはずです」

「連続？　……ああ、なるほどっ！」

　思い当たるふしがあったのだろう、クリスは雪花の言葉に大きく頷く。

「だ、だけど、バジリスクの邪眼を浴びたら、奥義を出す前に石にされてしまうんだろっ!?　それだけじゃない、毒ガスもある！　どっちの攻撃が来るかもわからないじゃないかっ！」

　もともと、バジリスクに対して接近するリスクが大き過ぎて、手が出せなかったのではないか。

　俺は、雪花の立案した作戦の矛む盾じゆんを指摘したのだが、

「邪眼と毒ガス、どっちが来るかは、あたしが見分けられるわっ」

　茜がすぐさま補強し、

「大丈夫です。バジリスクが目を開く瞬間に強い光を放てば、邪眼を無効化できるとデータベースに書かれています。クリス、私を信じて、くれますか？」

　雪花も説明を追加して、クリスに決断を求めた。

「わ、わかった、やってみるよ」

　親友にそこまで言われて、クリスが首を縦に振らないわけがない。

　それを考えれば、雪花だって、勝算のない戦いをクリスに迫せまるはずもないのだ。

　こうして、まずクリスの、バジリスク討とう伐ばつ戦せんが、開始されることとなったのである。

「来るわっ！　バジリスクの目の部分に、高出力の魔力が急速に集まり出した！」

　敵の体内における魔力の流れまで感知できるようになった茜が、それを知らせる。

　タイミングも、俺たちに味方しているようだった。

「いきますっ！」

　ビュンッ、と空中で静止していたクリスが、宙を蹴ってバジリスクへと飛び込んでいく。

「キキィィーーーッ！」

　己に背を向けて逃にげ出したように映ったのだろう、マンティコアが、クリスを追って羽ばたく。

「湊っ！　マンティコアを足止めしてっ！」

　茜に指示され、

「お、おうっ！」

　俺は後先考えず、マンティコアの前へと躍おどり出でた。

「ガウゥゥッ！」

　すると今度は、俺と対峙していたヘルハウンドが、俺を追いかける。

「ヘルハウンドは、コレットとラニタで対応してっ！」

「はーいっ！」

「了りよう解かいです！」

　茜の矢や継つぎ早ばやの指令に、コレットとラニタも素早く返事を返し、グォォンッ、とトライホーンホエールが向きを変えた。

　バサバサッ！

　コレットのドラゴンも、ヘルハウンドを威い嚇かくするように、翼を広げ立ちはだかる。

　まるで玉たま突つきのように、俺たちはそれぞれの戦う相手を交こう換かんしたのだった。

　というわけで、マンティコアと相対することになった俺ではあるが、バジリスクのもとへと向かったクリスがとても気になるので、じりじりと位置をずらしつつ、横目でクリスを追ってしまう。

　バジリスクは、不気味なほどじっとしたまま、クリスの挑ちよう戦せんを受けて立つ気配だ。

「おおおおおーーーっ！」

　勇ましく、クリスは剣を構え、突進する。

　それだけ見れば、クリスは完全に無策のまま、無む謀ぼうにも即死級の攻撃方法を二つも持つバジリスクに斬りかかっているように感じられるだろう。

　が、事実は異なる。

　クリスには、雪花が授さずけた、必勝の策があるはずなのだ。

　と思っていても、ドキドキが止まらない俺である。

　バジリスクに、わずかな変化があった。

　瞼が、ゆっくりと開こうとしていた。

　その瞬間を、クリスも見逃そうわけもない。

「頭木流剣術奥義二の太た刀ち、顕けん赫かく照しよう耀よう！」

　カァァァァァッ！

「うぉぉっ!?」

　わかっている俺も、思わずびっくりしてしまうほどの強烈な閃光が、周囲全方位を隈くまなく照らす。

　これはきっと、剣に宿した霊れい力りよくを光に変え、敵の目を眩くらます技なのだろう。何の前知識もなくいきなりやられたら、なす術すべはない。

　頭木流剣術、正々堂々がモットーかと思いきや、なかなかどうして、こんな隠かくし玉も用意しているとは、侮あなどりがたし。

　これは堪たまらん！

　バジリスクも、開きかけた目を、再び閉じるしかない。

「頭木流剣術奥義三の太刀、巍ぎ々ぎ殊しゆ妙みよう！」

　続けざまに、クリスの声が響き渡った。

　ザシュザシュザシュゥッ！

　剣を振ふる派手な音が、ほとんど時間差なく、いくつも聞こえた。

　ようやく、俺の視界が戻ってくる。

　なんということだろう……。

　バジリスクは――、いや、ついさっきまでバジリスクだったそれは、すでに十個程度の肉の塊となって、気味の悪い青色の血液を噴ふき出だしながら、崩くずれ落おちていった。

　結果だけ言うなら、まさに圧勝！　やべぇ、クリスってばもしかして、火山姉神ヴオルカエク顕現騎士エス・ソロルになった俺よりも、強いんじゃねっ!?

　それほどまでに、俺は戦せん慄りつを禁じ得ないのだった。

　三の太刀は、おそらく光速かつ超ちよう硬こう度どとなった霊力を纏った刃やいばで、一瞬にして敵を十等分ほどに切断する、そんな技だ。

「すっ、凄いなクリス！　雪花の言った通りじゃないかっ！」

　俺は興奮して、わざわざ叫んでいた。

「頭木流剣術奥義である、二の太刀、三の太刀は、もともと連れん続ぞく技わざとして考案されたものですからっ」

　クリス自身、かなりの達成感を噛かみ締めているのだろう、実に晴々とした声が、返ってくる。

　とはいえ、いつまでも余よ韻いんに浸ひたっていられるような状況でもない。

　さぁ、次だ！

「ガルルルルルルルゥッ！」

　仲間……と言えるのかどうかはわからないが、バジリスクを一瞬にして屠ほふられ、ヘルハウンドが殺気をたぎらせ、唸る。

「コレット様、ヘルハウンドはご覧の通り、哺ほ乳にゆう類るい、それも犬の怪物です」

　雪花は、淡たん々たんとコレットに告げた。

「う、うんっ」

　コレットは素す直なおに頷くが、不安げに雪花を見つめ返す。
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「コレット様が召喚したラフレシアドラゴンの吐くブレスは、催さい淫いんガスであると記されています」

　雪花は、手にした半透明の分厚い本を開き、語った。

　さ……、催淫ガスって、せっかくドラゴンなのに、今一つ締まらない感じだな……。俺は無言ながら、そんな感想を抱く。

　でもそういえば、コレットが召喚する魔物って、全部淫いん魔まって話だもんな。ドラゴンといえど、その例からは漏もれないってわけだ。

「催淫ガスとはすなわち、強力なフェロモンです。鼻のいいヘルハウンドには、効果絶大であると推測されます」

　だんだん先が読めてきたぞ……。っていうかもうほとんど、雪花の説明は終わったようなものだ。

「ただ、正面からブレスの出し合いになると、さっきのバジリスクのときみたいに、相そう殺さいになるでしょうから……」

　そこに、茜も作戦会議に入ってくる。

「こちらには幸さいわい、コレット様のラフレシアドラゴン、ラニタ様のトライホーンホエール、と二体いるのですから……」

　雪花も、茜の言葉を引き継つぎ、

「「一方が囮おとりになって、挟はさみ撃うちにしましょう」」

　最後は二人の声がきれいに重なって、そう提案した。

「なるほど、では囮は、ぼくのトライホーンホエールがする手はずですね？」

　ラニタもすぐに意図を汲くみ取とり、確かく認にんする。

「はい、よろしくお願いします」

　雪花がそう言って、頭を下げた。

「ってことで、トライホーンホエールが積極的に戦いに参加できるよう、あたしたちは降りましょっ」

　茜が、そんなことを言う。

　そうなのだ。今まで、茜と雪花は、ラニタの召喚したトライホーンホエールの背に乗っている状態である。

　そのせいもあって、トライホーンホエールはここまで急きゆう旋せん回かいや敵への突進など、危険な行動を著いちじるしく制限されていた。

　しかし、茜と雪花が魔法制御チップを発動している現在、自分たち単独で飛行することが可能なはずなのだ。

　二人が背から降りれば、トライホーンホエールの戦せん闘とう力りよくは格段に上がると予想される。

「そうですね。それでは、お邪じや魔ま致いたしました」

　雪花も茜に頷き、軽く会え釈しやくをすると、二人は――。

　ふわり、と空気の上を歩くかのように、空中へと足を踏ふみ出した。

「よーし、ボクもラフレシアドラゴンに、乗り移るねっ！」

　コレットもやる気満々で、離はなれて飛んでいたドラゴンを、呼び寄せる。

　二手に分かれて戦うのなら、当然それがいいだろう。

　っていうか、さっきまでの俺たちの戦い方は、宝の持もち腐ぐされというか、非常に効率の悪い部分だらけだったことに気づかされる。

　そりゃあ、苦戦もするはずだよなぁ。

　だがそれを、茜と雪花が次々と修正してくれるのだ。

　もう負ける気がしねぇ！　とまで言うと言い過ぎかもしれないが、とにかく、風は俺たちの方へと吹いてきているのは間ま違ちがいなかった。

「よいしょっと。ボクは用意できたよっ、ラニタ！」

「ぼくもいつでもオーケーだよ、コレット」

　本当に仲の良い二人の出しゆつ撃げき準備が整う。

「「いこうっ！」」

　コレットとラニタは声を合わせ、ラフレシアドラゴンとトライホーンホエールを駆って発進した。

「がんばってーっ、二人ともっ！」

　茜が声せい援えんを送る。

　茜はつい最近まで、コレットが戦闘に参加することに難色を示していたのに。自分も一いつ緒しよに戦う覚かく悟ごを持ち、茜の心境にも変化が生じたのだろうか。

「お気をつけて、ヘルハウンドの吐き出す地獄の炎は、生身に触れたら消火不可能な、とても厄介な代しろ物ものですので」

　雪花が注意を促うながす。

　そう、そうだったんだよっ！

　俺の場合、炎の鎧――聖焔輝エラシツカア盾鎧装スピデイオがあったから鎧の一部が割れるだけで済んだけど、他のみんながあれをまともに食らって無事でいられる保証はないんじゃないか？

　そういう意味では、俺とヘルハウンドは同じ火の属性同士、お互いに決定的なダメージを与えられない膠着状態だったのだ。

　ギュゥゥゥンッ！

　バサッ、バサァッ！

　ラニタを乗せたトライホーンホエールは音もなく空中を泳ぎ、コレットを乗せたラフレシアドラゴンは翼を羽ばたかせ、左右からヘルハウンドに接近する。

「ガゥッ、ガウゥゥッ！」

　ヘルハウンドが威嚇するように吠ほえるが、二体の魔物は怖気づく様子もなく、なおも迫る。

　ヘルハウンドが二体の標的に混乱している中、コレットのラフレシアドラゴンは、余裕で攻撃の射程範はん囲いに到とう達たつしたのだった。

　バッフゥゥゥゥゥゥゥツ！

　ラフレシアドラゴンが口を大きく開き、勢いよく桃色のブレスを噴ふん出しゆつする。

「ギャンッ!?　グォッ……キュゥゥゥ～～～ンッ」

　完全に受け身に回ってしまっていたヘルハウンドは、避けることも己のブレスで撥はね返かえすこともできず、催淫ガスをもろに浴びてしまう。

　初めビクッとなったヘルハウンドが、次し第だいに目をとろんとさせ、舌をだらりと垂らし、朦もう朧ろうとし始めた。

　うわぁ、自分の意思とは無関係に、こんなだらしのない姿にされてしまうなんて……。

　催淫ブレス恐おそるべし！　俺は絶対に食らいたくない！

　なぜかヘルハウンドにちょっぴり同情の念を抱いてしまう俺をよそに、

「ラニタ！　今だよっ！」

　コレットが好機を逃のがさず、ラニタに進言する。

「ああっ、まかせてっ！」

　ラニタも無論、心得ている。

　ギュォーーーンッ、ザッシュゥゥゥッ！

　まさに、突進。頭からの、体当たり。

　が、並の頭ず突つきではない。トライホーンホエールの頭部には、長く鋭えい利りな角が、三本も聳そびえているのだ。

「ギャウゥゥゥンッ!?」

　哀あわれなヘルハウンドは、微び動どうだにできないまま、文字通り串くし刺ざしとなり――。

　ブゥンッ！

　身をくねらせたトライホーンホエールに、無造作に投げ捨てられる。

　ヘルハウンドの体たい躯くに深々と穿うがたれた傷穴から溢あふれ出すのは、血液ではなく。

　ゴォォォォォッ！

　傷から噴き上あげる、漆黒の炎。

　それはやがて、ヘルハウンドの全身を包み。

　ボォォッ！

　最後には塵ちり一つ残さず、消しよう滅めつしてしまった。

　これまた、あっけない幕切れ。またしても、俺たちの側の、完かん封ぷう勝利。

「やったわねっ、コレット、ラニタ！」

「お見事でした、お二人とも」

　茜と雪花が労ねぎらいの言葉をかける。

「うんっ、やったよ、ボクたちっ！　ねっ、ラニタ？」

「そうだね、もうすっかり一人前の召しよう喚かん士だよ、コレット」

　コレットは初うい陣じんを飾かざった高こう揚よう感に浸り、ラニタはそんなコレットを褒め称たたえていた。

　ところが、

「キキィィィーーーッ！」

　俺たちが勝利の美酒に酔ようのを邪じや魔まするように、ヒステリックな咆ほう哮こうを上げたものがいる。

　忘れちゃいない。それは、俺が倒すべき相手。

　残るは、あと一匹、マンティコアのみ。

　とうとう、満を持して俺の出番が巡めぐってきたってわけだ。俄が然ぜん、俺のテンションも否いや応おうなく高まっている。

「湊様、マンティコアが放つ、無数の毒針なのですが……」

　雪花がおもむろに、口を開く。

　魔ま法ほう防ぼう御ぎよに優すぐれたクリスをも散々苦しめていた、マンティコアの毒針……。俺は、ごくりと喉を鳴らし、雪花の助言を待った。

「火山姉神ヴオルカエク顕現騎士エス・ソロルの炎なら、簡単に焼き尽つくせます」

　実にあっさりと、雪花は断言した。

「へ？　それだけ？」

「それだけです」

　拍ひよう子し抜ぬけして聞き返す俺に、雪花は取りつく島もなく即そく答とうする。

「マンティコアの毒針は速度も、発射時のモーションも、別段特筆すべき点はないから。百ひやく戦せん錬れん磨まの湊なら、見切るのに何の問題もないはずよ。正面から、どーんとぶつかってきなさいっ」

　茜までが、少々投げやりとも思える言葉しか寄こさない。

「ほ、本当に大丈夫なんだろうなっ？」

「だから言ってるじゃない、最初の相性が悪過ぎただけなのよっ」

　う～ん、ヘルハウンドには全然効かなかった火山姉神ヴオルカエク顕現騎士エス・ソロルの攻撃が、マンティコアには普通に効くって？

　まぁ、そう言われればそうなのかもしれないけど……。一度自信喪そう失しつすると、すべてが上手くいかない気がしてしまうもんなんだなぁ……。

　とはいえ、これ以上愚ぐ痴ちっていてもしかたがない。俺の作戦タイムは終しゆう了りようした。

　俺は気を取り直して、マンティコアと向かい合う。

　もはや、この戦いの大勢は決していた。

　格かく闘とう技ぎの団体戦に喩たとえるなら、三本中二本を俺たちが先取したことになる。

　正直、敵側にとっては、人間の兵士だったら、一目散に逃げ出したって文句を言われないレベルだ。

　しかし、マンティコアは、なおも俺たちに牙きばを剥むいてくる。

　他の怪物たちもそうだったのだろう。何者かに操あやつられ、律りち儀ぎに俺たちを攻撃する命令を、死ぬまで守り続けるのだ。

　俺は少しだけ、三匹びきの化物たちに同情してしまう。

　だが。

　俺たちだって、先へ進まなければならない。

「いっくぞぉぉぉーーーっ！」

　俺は、気勢を上げて、剣を振り上げ、マンティコアへと躍りかかった。

「キィィィィィーーーーーッ！」

　シュバババババッ！

　マンティコアが、当然のごとく、無数の毒針を発射する。

「暁あかつきの睥へい睨げい　焔の轍わだち　絢けん爛らんたる冥府へと誘いざなわん　灼華閻獅咆斬レヴイルバルタザン！」

　俺は、詠えい唱しようとともにリアマの紅玉灼苛神剣レヴアンデミトレイを、最大出力で薙なぎ払った。

　ドォォォォォーーーーーーーーンッ！

　爆ばく音おんと業火が、マンティコア本体と毒針を呑のみ込む。

「ギィヤァァァーーーーーッ！」

　ゴォォォォォォォォォォッ！

　なんというあっけない幕切れだろう。

　断だん末まつ魔まを上げ、マンティコアが燃え盛る。

　無数の毒針は雪花が言った通り、すべて跡あと形かたもなく燃もえ尽きていた。

　シュウゥゥゥッ……。

　消炭のようになったマンティコアの身体は、出現したときと同じ、黒い風となって、四散したのだった。

「やりましたね、湊様」

「やったわねっ、湊っ」

　雪花も茜も、

「おかえりーっ、ミナトーっ」

「お疲つかれ様さまでした、ミナトさん」

　コレットもラニタも、

「お見事です！　湊殿っ」

　クリスも、みんな合流して、俺を出で迎むかえてくれる。







[image: ]







「さぁっ、一気に頂上まで登ってしまいましょう！」

　ラニタの一声で、皆みな一いつ斉せいに、顔を上に向けた。

「よしっ、急ごうっ！」

「「はいっ」」

「ええっ」

　ヒュンッ、ヒュンッ、ビューーーンッ！

　俺が飛び出すと、クリスと雪花、茜も後に続く。

「あーん、待ってよぉっ！」

　ラフレシアドラゴンに乗ったコレットが、出で遅おくれたことに焦あせり、

「そ、そうか、みんな飛べるんでしたねっ」

　トライホーンホエールでまたみんなを運んでくれるつもりだったのだろうラニタが、ちょっぴり恥はずかしそうに言って、追いかけてくるのだった。







第四章　愛と魔力を取り戻もどせ！







　階段地形を登り切り――と言っても実際には空中を飛んできたのだが――俺たちは、頂上へと降り立った。

　その途と端たん。

　チカッ、チカッ、チカッ。

「あら？」

「おや、魔ま法ほう制せい御ぎよチップが」

「切れたようですね」

「あ～ん、ボクのもぉ～っ」

　茜あかねとクリスと雪ゆき花かとコレットが装着していた魔法制御チップが、ほぼ一いつ斉せいに魔力の枯こ渇かつを示すランプを点てん滅めつさせ始めたのだ。

　シュゥゥゥーーーンッ。

　皆みな、強制的に変身が解け、元の姿に戻る。

　コレットが呼び出していたラフレシアドラゴンも、

「グォォーンッ」

　コレットに別れを告げるように一声鳴いて、消滅してゆく。

「ぼくもトライホーンホエールを送そう還かんします」

　ラニタがそう言うと、巨きよ大だいな宙に浮うく三本角のクジラも、空気に溶とけるように次元の狭はざ間まに還かえっていくのだった。

　結局、まだ能力を発動中なのは、火山姉神ヴオルカエク顕現騎士エス・ソロル状態の俺一人になってしまった。

　そんなわけで。

　俺たちに襲おそいかかった怪かい物ぶつ三体をすべて倒し、こちらの被ひ害がいはゼロ。上々の戦果を手て土産みやげに、乗り込んだ俺たちだったが。

　絶望的な思いを胸の内に抱かかえていた。

　本来なら、俺たちが先に頂上――聖地に到達し、敵を待ち構えていなければならなかったのに。

　逆に、待まち伏ぶせをされていたということは、敵はすでに頂上に来ているはずなのだ。

　俺は、見たいような見たくないような気分で、周囲に目を凝こらした。

　それほど広くない頂上は、殺風景で。

　中央に、石せき碑ひというか祭さい壇だんというか、お墓のような物が一つだけ、ぽつんと立っていた。

　そのお墓の前には、白くて長い槍やりのような武器が立てかけられている。

「あそこにあるのが、邪じや神しんを倒した英えい雄ゆうの墓です。そして、墓前に安置されているのが、トライホーンホエールの角から削けずり出して作った、英雄が愛用していた銛もりです」

　ラニタがまた、観光ガイドよろしく手短に教えてくれた。

　そのとき――。

　とととっ、ずさっ。

　誰だれかに押おし出されるようにして、墓の陰かげから二つの人ひと影かげが、躍り出たのである。

　目視で確認し、脳で理解するのにわずかな時間がかかるも。

　それはやはり、ソフィアとマリーの姿だった。

　二人とも、黒い革かわ製せいの下着のような格好をしている……、させられている!?　あああああ、あれって、ボンデージ衣装ってやつじゃないのかっ!?

　俺は鼻血が噴き出そうになるのを堪こらえつつ、叫ぶ。

「ソフィア！　マリー！」

「「「姫様っ！」」」

　クリスと雪花と茜も、同時に呼びかけていた。

「ミナト!?　皆も来てくれたのか!?」

　ソフィアは辛そうな表情ながらも、気き丈じように振ふる舞まってみせるも、

「ミナトさんっ!?　ああっ、みんなもっ、見ないでくださいっ！」

　マリーは俺たちを目に留めた途端、その瞳に涙なみだを浮かべ、懇こん願がんする。

　ぶちんっ。

　俺の中で、何かが切れる音がした。

　俺の大切な女の子たちに、なんてことをしてくれてんだ!?

　まだ見ぬ敵への怒いかりが、俺の全身を支配する。

「うおぉぉぉーーーっ、今っ、助けてやるからなぁぁぁーーーっ！」

　ブォンッ、とオーラ全開で、俺は走り出す。

　シュゴォォォォォッ！

　突とつ如じよ、俺の眼前に、逆巻く黒い風、隆りゆう起きする黒い泥どろ、燃え盛る黒い炎が出現したのだ。

「どけぇぇぇっ！」

　俺は構わず、紅玉灼苛神剣レヴアンデミトレイを一いつ閃せんする。

　しかし。

　シュンッ。

　黒い風も、黒い泥も、黒い炎も、瞬しゆん時じに俺の斬撃をかわし、すぐ近くの別の場所に現れる。

「湊みなと様っ！　腐ふ風ふう精せい霊れいと瘴しよう地ち精霊と汚お火か精霊です！」

　雪花がそれらが何ものであるのかを教えてくれるが、それどころではない。

　ビュオォォッ、バビュゥゥッ、ゴォォォッ！

　黒い風と、黒い泥と、黒い炎が、俺おれ目め掛がけて襲いかかってくる。

　ザッ！

　悔しい、悔しい、悔しい！

　血管が切れそうなくらい怒りに駆られているのに、俺は数メートル後方に飛び退すさって避さけなければならなかった。

　ビュゥッ、ボコッ、ボゥゥッ！

　何体も、何体も、暗黒精霊たちが続々と増えていく。

　あっというまに、俺たちと、ソフィアとマリーとを隔へだてる、分厚い暗黒精霊たちの壁かべが出来上がってしまっていた。

「そちらにおられるのは、シャルスティア王国、トランカナン共和国の方々とお見受け致いたします！」

　すると、その黒い壁の向こうから、朗々と謳うたい上げるような声が、響ひびいてきたのだ。

　いつからそこにいたのだろう、金属製の胸当てを身につけた、長身の、かなり美人なのだが、氷のように冷たく無表情な女性が、佇たたずんで俺たちを見つめていた。

「お初にお目にかかります。私は、エルキシュ公国の大公、イレーヌ・グリニャールと申します」

　女性は、自ら名乗ってみせたのである。

「此こ度たびは、私のお招きした宴うたげにお越こしくださり、誠まことにありがとうございます。どうぞゆっくりとご覧になってくださいませ」

　慇いん懃ぎんな態度でありながら、言っていることは無礼極きわまりない。

　完全に、俺たちを舐なめ切っていやがる……！

「ふざけるな！　今すぐソフィアとマリーを、解放しろぉっ！」

　怒りで視界がチカチカする。

　俺の全ぜん身しん全ぜん霊れいを懸かけて、灼華閻獅咆斬レヴイルバルタザンを放てば、もしかしたら暗黒精霊の壁は突とつ破ぱできるかもしれない。

　が、その場合、周囲も数十メートルに亘わたって、黒くろ焦こげとなってしまうだろう。火山姉神ヴオルカエク顕現騎士エス・ソロルが本気で暴れるには、この聖地はあまりにも狭せまい。

　それに、暗黒精霊の中で、火の属性を持つ汚火精霊だけは、俺おれの攻撃に耐たえうる可能性もある。

「重ねてお願い申し上げます。もう少しで終わりますので、大人しくご観覧くださいませ」

　そんな俺の歯は痒がゆさを、逆さか撫なでするように、自身をエルキシュ公国の大公だと名乗った女は、悠ゆう然ぜんと口を動かすだけだ。

「くぅっ、このっ……、身体が、勝手にっ……！」

「い、いやぁ……、こんなこと……いやぁぁっ！」

　女大公のさらに奥おく、墓標の前で、ソフィアとマリーがよろよろと、手足を動かしていた。

　よく見ると、二人は猥わい褻せつなボンデージ衣装の上に、なんというか、大リーグボール養成ギプスみたいな、筋トレ用具のエキスパンダーを全身につけたような奇き妙みような器具を装着されられていた。

　あの器具で操られているのか!?

　ソフィアとマリーが、何をさせられようとしているのか皆かい目もく見当がつかないものの、破は廉れん恥ちな行いであるのは疑いの余地がない。

　ダメだ！　そんなの、絶対に！

　心ばかりが急せくも、ではどうしたらいいのか。俺たちが無力にも、手をこまねいている中。

　俺はあることに気づく。

　ソフィアの手には鞭むちが、マリーの手には蝋ろう燭そくが、それぞれ握られていたのだ。

　んん!?　もしもし？　それっていったい、何に使うんですか？

　純じゆん粋すい無む垢くな俺にはさっぱり意味がわからない――嘘うそ吐つきました、サーセン――事態に、俺は頭を抱えたくなる。

　ピシィィッ！

　とソフィアの鞭がしなり、英雄の銛をしたたかに打ちつけた。

　銛はしっかりと地中に刺ささっているらしく、倒れることはない。が、鞭の衝しよう撃げきでブルブルと、左右に揺ゆれるのだった。

「なんなのじゃ、これはぁっ!?　私は王女ではあるが、女王様ではないのだぞっ!?」

　もっともな言葉を、ソフィアが顔を真っ赤にしながら叫ぶ。

　とろとろ、ぽたっ、ぽたっ。

　次に、マリーが蝋燭を傾かたむけ、銛に溶けた蝋ろうを垂らす。

　蝋燭の色はご丁てい寧ねいに真っ赤だ。真っ白な銛に、真しん紅くの雫しずくがいくつも丸い花を咲さかせ、実に情じよう緒ちよがある。
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　……でなくって！

「嫌いやですこんなぁ～っ、ミナトさんとならともかくぅっ！」

　マリーも、頬ほおを朱しゆに染めて目をきつく閉じ、首を左右に振っていた。

　お、俺となら、やってもいいの……？

　俺がこんなときだというのに少しドキドキしてしまうのを気にも留めず――いや、気にしてくれなくて全然けっこうなのだが、

「嘆なげかわしいですわね。トランカナン一の英雄だ勇者だと崇あがめられた者が、まさかＳＭ趣しゆ味みを持っていたなどとは……」

　女大公は芝しば居いがかったセリフをなおも言い放つ。

「おい、ラニタ……。数百年前に聖地の、しかも英雄の墓の前で、優れたカップルの術者が及およぼうとした行こう為いってのは……ＳＭプレイだったってことで、正解なのか？」

「どうやら……そのようですね……」

　俺とラニタは、茫ぼう然ぜんと問答を交かわした。

「トランカナンの勇者とか術者には……、変態しかいないのかーーーっ!?」

「千年くらいの間に数人だけですってば！　それくらいならトランカナンに限った話ではないでしょーーーっ!?」

　俺の呆あきれ返ったキレ気味のさらなる問いかけに、ラニタも逆ギレで対応する。

「邪神を打ち破った英雄などと持て囃はやされ、その実ドＭの家か畜ちく以下の存在じゃったとは、恥はじを知れぃ！　この蛆うじ虫むしがぁっ！　……なっ、なんじゃ!?　思ってもいない言葉が口を衝ついてっ!?」

「本当です！　この犬畜ちく生しよう！　奴ど隷れいの地位さえおまえにはもったいない！　醜みにくい豚ぶた！　ブヒブヒと鳴いてごらんなさい！　って、なぜこんな言葉を……？　嫌ぁ～っ！」

　高貴かつ美少女であるソフィアとマリーの口から、信じられないような罵ば詈り雑ぞう言ごんが溢れ出た。

　でも、なんだろう。傍はたで聞いている俺まで、ゾクゾクしちゃう!?

　ガツンッ、ガンッ、ボコォッ！

　ソフィアとマリーが、履はかされている黒いブーツで英雄の銛を執しつ拗ように蹴けり始めると、地面に刺さっていた銛はついに掘ほり起おこされ倒れてしまった。

　ゲシッ、ゲシッ！

　二人はさらに、高いヒールで銛を踏みつける。

「ああっ!?　英雄の武器になんてことを～～～っ!?」

　ラニタが見み咎とがめ、眼前の虚こ空くうに手を伸のばした、刹せつ那な。

　バシュゥゥゥゥゥゥゥゥゥーーーーーーーッ！

「「きゃぁぁぁぁぁーーーーーーーーーーーっ！」」

　いきなり、ソフィアとマリーの身体から、強烈な青と緑のオーラが、激しく噴き出したのだ。

　二人の全身から噴き上がる、きれいな二色のオーラは、下から上に落下する滝たきのように、太いオーラの柱となって天へと突つき抜けていく。

　バシュゥンッ！

　オーラの大放出は、あっけなく終了した。

　瞬またたく間まに、おそらく体内の全魔力を搾しぼり取られ、ソフィアとマリーは気を失い、ばったりとその場に倒れ伏した。

「ソフィア！　マリー！」

「「「姫様っ！」」」

　俺と茜、クリス、雪花が、血の気が引く思いで、叫さけぶ。

　俺たちは二人のもとへ駆け寄よりたい衝しよう動どうに駆られるが、目の前の暗黒精霊たちが、それを許さない。

　直後。

　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ……！

　大地を揺るがす、巨大な地じ震しんが、何の前まえ触ぶれもなく、起こったのである。

「うわぁっ!?」

「きゃあっ!?」

　俺と茜は、虚きよを突かれ悲鳴を上げてしまい、

「くっ、これはっ……！」

「邪神の封ふう印いんがっ……!?」

　嫌な予感にクリスが顔をしかめ、ラニタがそれを口にする。

　俺たちは、続けてこの世界がひっくり返るような大異変が周囲に起こるのではないかと、身構えた。

　しかし、何も起こらない。

「も、もしかして、魔力が足りなかったとか……？」

　俺は、多分に願望を込めた予想を言葉にしてみる。

　だが、残念ながら、ラニタの顔面は蒼そう白はくだった。

　今の揺れは考えれば確かに、リアマが人間界へと呼び出されたときと、酷こく似じしていたのだ。

「邪神を封印した聖地は……一つではないのです。だから、まだ邪神はすぐには復活しません。ですが、残る二つの封印が解かれたそのときには……」

　ラニタから、衝撃の告白がなされる。

「んなぁっ!?　あと二つってことは、封印は全部で三つあるのか!?」

　簡単な算数をしてみせつつ、俺は驚きよう愕がくする。

　そういえばラニタの父親、海の部族の族長は、トランカナンとエルキシュとダラ＝カーハ、三つの国から三人の英雄が力を合わせ、邪神を退治したと言っていたのではなかっただろうか？

「はい……」

　ラニタは力なく答えた。

「残りは、ダラ＝カーハ首長国連れん邦ぽうと、エルキシュ公国に……？」

「はい……」

　やはり、そのままだった。

「これでトランカナンでの宴は終幕となります。そうそう、我わが空母をご訪問くださったファルバザードの三皇女様には、しばらく空母にご滞たい在ざいいただくことになりました」

　さらりと、女大公が言う。

　その言葉の意味を理解するまでに、俺にはわずかなタイムラグが生じた。

　が、理解したら理解したで、それは最悪の事態を物語っていたのだ。

　まさか、そんな、馬ば鹿かな……。

　あの、魔法国家の監かん視し者を自任するファルバザード三皇女が、捕とらえられてしまったっていうのか!?

「また、シャルスティアからずっと私どもとご同行いただいておりますご姉し弟ていも、まだまだ私どもがもてなさせていただきたく存じます」

　女大公は桜さくら子ことモモにも言げん及きゆうする。

　どこまでも、俺たちをコケにするつもりだ。

「残る邪神の封印は、我がエルキシュにもございます。それでは皆みな様さま、エルキシュにてお待ちしております！」

　自分の言いたいことだけを言いたい放題に吐はき散らすと。

　ゴボッ、シュンッ。

　女大公の姿は、突如地面に開いた真っ黒な穴に、吸い込まれる。

　なんという既き視し感かん。

　ファムネリア商店街のコスプレ大会で、姫様たちと硯すずり姉し弟ていが仮設ステージごと消え去ったときと、まったく同じ現象。

「待てぇっ、てめぇっ！」

　屈くつ辱じよくもフラッシュバックし、怒りが頂点に達する俺の前で。

　ザァァァァァァァッ！

　暗黒精霊の壁が、崩れ去さっていく。

「湊殿っ、今は姫様たちをっ！」

　クリスの忠誠心厚い判断が、俺の熱を冷ました。

　英雄の墓の前に横たわるソフィアとマリーのもとへ、俺たちは駆け寄るのだった。




　　　　　◇




　至近距きよ離りで改めて見る、ソフィアとマリーの格好には、かなりの破は壊かい力りよくが宿っていた。

　ボディースーツっていうのか？　黒い革製の下着は、胸むな元もとが大きく開いていて。太ももだって、付け根から全部、丸出し状態なわけで。

　二人の肌はだの白さと、レザーの光こう沢たくのある黒とのコントラストが、やばいくらい魅み惑わく的てきだ。

　邪神を倒したトランカナンの英雄はとんだ変態だなんて、さっきは悪しざまに罵ののしられていたけど。

　俺、ちょっと気持ちがわかってしまうかも。ＳＭって、ボンデージ衣装って、その背徳感が堪らないよね。

　いかん。

　まったくもって、そんなことを考えている場合ではないのだった。

「姫ひめ様さまっ、お気を確かにっ！」

　クリスが二人を抱だき起こし、雪花がハンカチで顔についた汚よごれを拭ふくなど、介かい抱ほうする。

「う、んん……」

「クリス……？　雪花……」

　ソフィアとマリーが、ゆっくりと瞳ひとみを開いた。

「二人とも……無事でよかった……」

　俺は思わず、涙ぐんでしまう。

　恥ずかしいけど、まぁいいや。

「ミナト……？」

「ミナトさん……？」

　初め二人は、不思議そうに、涙を浮かべている俺を見つめたのだが。

「ああ、そうであったな……」

「私たち、誘ゆう拐かいされて、ここに連れて来られて……」

　ようやく二人は、自分たちの現在の状況を、把は握あくしたみたいだった。

「つまり、全然無事などではないではないか。遅おそかったぞ、ミナト」

　ソフィアはやるせない表情で、目を伏ふせる。

「ミナトさん、きっと助けに来てくれるって、信じてました……」

　マリーは瞳を潤うるませながら、俺を見上げた。

「そっ、それは私とて、信じていなかったとは言っておらぬっ」

　慌あわててソフィアが、頬を赤らめつつ、訂てい正せいしてみせる。

「でも……私たち……もう、汚されちゃいましたっ」

　マリーはそう呟つぶやくと、わっと泣き出してしまった。

「なっ、何言ってんだよっ、マリー！　二人に怪け我がもなくって、本当に、よかったじゃんかぁっ」

　俺もつられてまた鼻声になりながら、言い返す。

「だってこんな、はしたない格好っ！　ミナトさんに嫌きらわれてしまったら、私っ……」

　思いつめた顔で、マリーはなおも泣き続ける。

　いや、その格好、俺的にはすごく大好物なんですけどね？　とは口が裂さけても言えそうにない雰囲気だ。

「うむ……。このような屈辱、もうとてもお嫁よめになどいけぬ」

　ソフィアまで、深刻そうに、目には涙を滲ませていた。

　そんなソフィアとマリーの様子が俺には、なんだかとても、愛いとおしく感じられたのである。

「だっ、大だい丈じよう夫ぶだって！　俺が、二人ともっ、お嫁にもらってやるからっ！」

　もともと数週間前に二人から提示されていた未来を、俺はただ再び口にしただけだったのに。

「本当か？　ミナトよ」

「本当ですか？　ミナトさん」

　ソフィアとマリーの顔が、パァァァッと輝かがやく。

「あ、ああ……」

　そういえば俺は、二人と結けつ婚こんしてシャルスティア王国の王になるっていう大それた話に、逃げ腰ごしになっていた自分を今さら思い出した。

　だけど、ソフィアとマリーの、これほど嬉うれしそうな顔を見せられてしまったら……。

　やっぱ嘘うそぴょん、とか誤ご魔ま化かせるはずもない。

　それでも、俺の気持ちに嘘偽いつわりはないのだ。俺はとりあえず、現時点での覚悟を決めることにした。

　俺はソフィアとマリーを、嫁にする！

　という俺の心の叫びはもちろん誰にも聞こえず、

「姫様、お身体は、本当にどこも異常はないのですか？」

　クリスが心配して、二人に問いかけている。

「う、うむ、なんともないはずじゃが……」

「ええ、……あれ？」

　ソフィアとマリーが、そう答えようとして、固まる。

　二人はしばし、神しん妙みような表情で、何かを絞しぼり出すように、小さく身を震ふるわせたり、よじったりしてみせた。

「お、オーラが……」

「オーラが出せませんっ！」

　先ほど、邪神の封印が解かれてしまった際に、あれほど勢いよくソフィアとマリーの身体から噴き出したオーラが、今は微み塵じんも放出できない、ということなのか？

「そ、それくらい気にする必要ありませんよっ！　一晩ぐっすり寝ねれば、きっと元通りになります！」

　クリスがすかさず、主君を慰なぐさめるように、無理にテンション高めに声をかけたのだが。

『イヤ、ヘタヲスルトイッショウマホウヲツカエナクナルヤモシレヌ』

　おそらく全員の脳内に直接、不ふ穏おんなリアマの言葉が響いたと思われる。

「どっ、どういうことなんだ、リアマ!?」

　ざわっと皆が慄りつ然ぜんとする中、俺は代表して聞き返した。

『オウジョタチカラ、ソラトウミノメガミタチノチカラガカンジラレヌノダ』

「空と海の女め神がみの力が感じられない？　そんなバカな、女神の加護を受けているからこその、シャルスティア王女だろっ？」

　そう言ってしまったあと、俺ははっとして口をつぐむ。

　まさか、冗じよう談だんではなく、ソフィアとマリーが、魔力を失ってしまったっていうのか!?

「は、ははは、そりゃあ確かに、さっきのオーラの大放出は圧巻だったけどさぁ？　うん、あれだけ一気に魔力を吸い取られたら、しばらく魔力なんて全然なくなっちまったように感じるかもしれないよな？」

　俺の道どう化けじみた語りが、虚むなしく辺りに響く。

　誰も、しばらく言葉を発しようとはしなかった。

　皆の顔色を窺うかがいながら、控ひかえめに、ラニタが喋しやべり始める。

「エルキシュの大公は、このことを知っていたのではありませんか？　そうでなければ、いくら邪神の封印を解いたからといって、高い魔力を持つお二人を簡単に手放すとは思えません。魔力が回復するのであれば、また次の封印を解くのに使えばいいのですから……」

　実に、説得力のある分ぶん析せきだ。

　ラニタは賢かしこいな。といつもの俺なら、頭をなでなでして褒ほめてやりたいところなのだが。

　今、その言葉は、とても残ざん酷こくな現実を、俺たちに突きつけるのみ。

　たぶん雪花なんかも、気づいていたんじゃないだろうか。だけど、口にするのが憚はばかられたのだ。ソフィアとマリーの忠臣である者にとって、自分の身に不幸が降りかかった方が、まだマシであるのかもしれない。

「なんと……いうことか……。こうも突とつ然ぜんに、空の女神の加護を受ける王女の名を返上せねばならない日が来ようとは……」

　ソフィアが自や棄けになったように、茫然とそれを受け入れるような発言をする。

「お、おいおいぃ、いくらなんでも諦あきらめるのが早過ぎだろぉ？」

　俺は茶ちや化かすような口調で、ソフィアに視線を送るも。

　ソフィアは力なく、半泣き半笑いみたいな表情で、どうにか平静を保とうとしていた。

　正直痛ましくて、見ていられない。

　まだ見ぬ邪神ってやつが、ソフィアとマリーの魔力を、根こそぎ奪うばっていったっていうのか？　ふざけるな！　そんな強ごう盗とうみたいな真ま似ねが、許されるのかよっ!?

「魔力を失ってしまった私たちなんて、ミナトさんにとっても……お荷物でしかありませんよね……」

　マリーがぽろぽろと涙を零こぼしながら言う。

　そうか。二人がもう二度と魔ま法ほうが使えないかもしれないとなると、俺も火山神顕現騎士ヴオルカエクエスに二度となれない、のか。

　って、そんなのどうでもいいだろ。

　俺は最初、親おや父じに勝手にシャルスティア行きを決められて、ムカついていた。

　でも、今は親父に、ちょっとだけなら感謝してやってもいいと思っている。

　それは、シャルスティア王国がとてもいい国で、その王族であるソフィアとマリーが、女の子としてだけでなく、俺が騎き士しとして仕える主君としても、とても魅み力りよくある人間だとわかったからだ。

　たとえ魔法が使えなかろうと、俺にはもう二人のいない人生なんて、考えられない。

「俺は全然平気だけどさ。魔法が使えないと、他にもいろいろ困るよな……？」

　俺個人としては、魔力を失ったソフィアとマリーと結婚したとしても、まったく問題ない。

　だが、もっと大きな視野で捉とらえた場合、どのような障害が出てくるのか。

　まず浮かぶのは、このままでは邪神復活を阻そ止しできなくなってしまう。完全に詰つみ、だ。

「無論、国としても一大事じゃ。私たちが女神の加護を受けられぬとなると、将来私とマリーが産む、次の王女の代までシャルスティア王国に魔法が不在となってしまうでな」

　ソフィアは王女らしく、己おのれの国を案じてみせる。

「そうですね……あっ、だったらミナトさんと、すぐに子作りすればいいんじゃありませんかっ!?」

　するとマリーが、驚きの解決策を思いついたのだ。

　ちょ、ちょっと待ってくれ、まだ心の準備が……。ってさすがに、この場でいきなり事に及ぶつもりはないよね、マリー？

「そ、それも最後の手段ではあるかもしれぬが……。しかし、今の状態の私たちが娘むすめを授かったとして、その子に女神の加護がちゃんと引ひき継がれるのかどうか……」

　ソフィアは、マリーよりも真しん剣けんに、危き惧ぐされる事態を悩なやむ。頬を赤らめながら。

　そ、そうだな、もし女神の力を子に移すのが上う手まくいったとして、それでも。

　邪じや神しん討とう伐ばつを二人の娘たちに託たくすとして、どんなに早くても子供が生まれるのは、約一年は先……。言わせんな恥ずかしい。

　だとすると一年後、これから復活する予定の邪神は、まだ世界で暴れ回っているのだろうか？　それとも、世界は滅めつ亡ぼうしてしまっているのだろうか？

　恐ろしい未来しか、思おもい描えがけない。

　これって何気に、絶体絶命の大ピンチってやつじゃないか。

「何か……、何か方法はないのかっ!?　ソフィアとマリーの、魔力を戻すっ……！」

　俺は拳こぶしを握にぎりしめ、みんなを見回す。

　が、誰も――当たり前だ、答えられる者はいない。

　そこに、

『ソレナノダガナ、みなとヨ』

　リアマがおもむろに、脳内に話しかけてきた。

『シンカイニイッテ、チョクセツソラトウミノメガミタチニ、ハタラキカケルノガヨイデアロウ』

　これが、苦しいときの女神様頼だのみ、か。リアマ様、マジパネェ！

「そっ、そのようなことが、可能なのですか!?」

　クリスも、目を丸くして、尋たずねる。

『ウム。シンカイノジュウニンデアルワラワニトッテ、ソレハイエニカエルモオナジコトヨ』

「ですがここは、シャルスティアから遠く離れた、トランカナンの地。それでもシャルスティアの神界に、行けるのでしょうか？」

　リアマの頼たのもしい言葉に、俺たちの中では一番この手の話に詳くわしそうな、雪花が待ったをかけたのだが。

『シンパイムヨウジャ。しゃるすてぃあオウジョノタイナイニハ、モトモトシンカイヘノツウロガヒラカレテオル。ソウデナケレバ、ヒトノミデアレホドノマリョクハマカナエヌ』

　体内に通路って、いやんなんだかちょっとエッチな響きっ。

　と、保健体育的なおかしな想像をしてしまう俺だったが、幸い誰にもツッコまれずに済んだ。

　しかし凄すごいな。神様であるリアマには、人間の身体の中に潜もぐり込むのさえ、どうってことないのか。

「よし、じゃあ早さつ速そく、ひとっ走り頼むぜリアマ！」

　善は急げ、とばかりにお願いする俺に、

『ナニヲイッテオルノダみなとヨ？　イクノハソナタデアルゾ？』

　リアマは、ぽかんとした声で、俺に言うのだった。

「はぁぁぁぁぁっ!?　俺がっ、ソフィアとマリーの体内に入るってぇぇぇっ!?」

　俺が度ど肝ぎもを抜ぬかれるのと同時に、

「ミナトがっ」

「ミナトさんが」

「「私の身体の中にっ!?」」

　ソフィアとマリーが、真っ赤になって叫ぶ。

　あ、よかった。やっぱりそういうふうに考えるの、俺だけじゃないんだ。と俺が人知れず安心したのは内ない緒しよなんだぜ。

『アンズルナみなとヨ。ヒトノミデアリナガラシンカイニナド、ナマミノママデハトウゼンイケハセヌ』

　リアマが説明してくれる。

『コレヨリ、ワラワガみなとノセイシンノミヲ、ソノミヨリヒキヌキ、シンカイヘトオクリダシテヤロウ』

　へー、そっかー。と棒読みしたくなる、この不安はどこから来るのだろう。

「ちゃ、ちゃんと帰って来られるんだろうなぁ!?」

　ビビッて問う俺に、

『サテ、ドウデアロウナ？　ヒトノミデシンカイニイッタモノナド、ソウハオルマイカラナ。ワラワモトントキイタコトガナイ』

　リアマのつれない返事が炸さく裂れつした。

　これからリアマのこと、無責任女神って呼んでもいいですか？

　俺が青くなっている間に、

『オウジョタチハアオムケニネテ、チカラヲヌキ、メヲトジテオレ』

　テキパキと命じるリアマと、

「は、はい……」

「こうでしょうか？」

　素直に従うマリーとソフィア。

　やばい。着々と準備が進んでいるじゃないか。などと俺が、思った瞬しゆん間かん、

『ソレデハユクゾ』

　リアマの声に続いて、がくんっ、と俺の視界が唐とう突とつに真っ暗になり。

「きゃぁぁっ!?　湊ぉっ!?」

　茜が慌てる様と。

　ゴツッ、と俺の身体が、前のめりに受け身も取らず、顔面から地面に崩れ落おちるのが目に入ってきた。

　うわー、痛そうだなおい。あの倒れ方かたはないわー。と他人事のように感想を浮かべてから、気づく。

　俺が、俺を見ていることに。

　自分の手足に目を遣やる。

『うわぁっ!?　おっ、俺の身体が透すけてるっ!?』

『ウム。みなとハゲンザイ、セイシンタイトナッタノダ』

　叫んだ俺の隣となりには、いつのまにかリアマがいた。

　しかも、全ぜん裸らで。

『うわぁっ!?　リアマ!?　人間の姿になるときには、服を着てくれっていつも言っているだろぉっ!?』

『ナニヲイッテオル。イマハワラワモセイシンタイデアルゾ？　セイシンタイガキレルフクナド、アリハシマイ』

　俺の注意が軽く切り返され、さらにもっとよく自分を確認すると。

　俺も、全裸だった。

　それに、ふよふよと宙に浮かんでいる。もちろんリアマも。

　なんつーか、幽ゆう体たい離り脱だつってやつみたいだなぁ……。

『デハ、オウジョノカラダニ、ハイルトシヨウカ』

『えっ!?　まっ、まぁ、今は非常時だし、ぐだぐだしている暇ひまはないよなっ……って、うわぁぁぁっ!?』

　俺が躊躇ためらっているのをガン無視して、リアマは俺の手を取り、仰あお向むけに横たわっているソフィアとマリーに、ダイブする。

　ぶっ、ぶつかるっ！

　と思ったときにはすでに、俺の視界は真まっ暗くら闇やみに包まれていた。

　ひゅーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーん。

　どこまでも、落ちていくような。あるいは、昇のぼっていくような感覚の果て。

　俺は、どうなってしまう……んだ……？
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　そこは、色のない世界だった。

　もっと正確には、白黒映画っていうか、全部灰色っぽくも見える。

　そして、何もない。

　ただ平へい坦たんな地平が、どこまでも続いている。

　そんな殺風景な場所に、俺は一人佇んでいた。

　リアマの姿は見当たらない。

　ここが、神界？　想像していたのより、だいぶ地味だなぁ。

　などと俺は思いつつ、

「おーい、誰かいないのかぁーっ？」

　虚空に向かって呼びかけてみるも、答えはない。

　とはいえ、ここにずっとこうしていてもしかたがない。行く当てもないまま、俺は歩き始めた。

　数分もせず――正しい時間はわからないので体感として――俺は立ち止まる。

　目の前に、それなりに広い窪くぼみが、できていたからだ。

　水が涸かれて干ひ上あがってしまった泉のように見える。

　ソフィアとマリー、二人の魔力の泉は、邪神の復活を目もく論ろむ者たちによって、邪神の封印を解くために捧ささげられ、吸い尽くされ、蹂じゆう躙りんされてしまった。

　この涸れた泉は、それがイメージ化されたものなのではないか。

　俺は直観的に、そう理解した。

　つまり、この泉を、再び澄すんだ水で満たすことができれば、ソフィアとマリーの魔力も、元に戻るのではないか。

「で、どうすればいいんだ？」

　俺は腕うでを組み、首を傾かしげる。

　すると。

　カタンッ。

　俺の足元には、さっきまでは存在しなかったはずの、シャベルとつるはしが無造作に落ちていた。

「掘れ、ってことか？」

　安直だが、わかりやすい手段ではある。

　俺にはなんとなく、この神界の法則みたいなものが、理解できてきた。

　ソフィアとマリーの涸れてしまった泉を、俺の愛で満たしてやるぜっ！

　シャベルを手に取りながら、俺は恥ずかしいセリフを心の中で叫ぶ。

　誰にも聞かれてないよな？　セフセフ。

　ガシュッ、ザンッ。

　俺は力いっぱい、シャベルを乾かわいた地面に突き立たて、すくった。

　けっこう硬かたい。が、掘れないほどではない。

　時間の感覚がなくなってくるまで、俺は黙もく々もくと掘った。

　額から汗あせが滴したたる。手のひらにマメができ、足あし腰こしも力が入らなくなってくる。

　気がつけば、掘り進すすめた穴は、自分の背せ丈たけほどにもなっていた。

　掘った土は、シャベルから捨てると、夢か幻まぼろしのように消えてしまう。おかげで、掘ったぶんの土を除よける作業をしなくて済むのは楽でいい。

　なんて考えた矢先に。

　ガツンッ。

　シャベルではいかんともしがたい岩がん盤ばんに、行き当たってしまった。

　なるほど、このためのつるはしだったのだ。

「一休み、するか……」

　俺はいったん、自分が掘った穴から上がり、シャベルを置いて地面にへたり込む。そして仰向けになって、大の字に寝そべった。

　残念ながら、空は灰色というか無色で、眺ながめはよくない。

　心ここ地ちよい風も吹ふかない。休きゆう憩けいするにはイマイチな環かん境きようだ。

　そこに。

　ぱたぱたぱたっ。

　可愛かわいらしい羽音を立て、一羽の小鳥が飛んできたのである。

　この色のない世界で、その小鳥だけが、スカイブルーの美しい羽をしていた。

　小鳥は、人を恐れない習性なのか、馴なれ馴れしく俺の肩かたの辺りにとまってくる。

　ツン、ツンと、俺の頬をじゃれるように軽く嘴くちばしでつついた。

「あははっ、なんだよ、おまえ？」

　くすぐったさに、思わず笑いが漏れたそのとき、俺の頭の中に、鮮せん明めいに甦よみがえってくる記き憶おくがあった。

　それは、俺がシャルスティア王国の、プリムヴェール学園に、初登校した日。

　昼休みのバラ園で、ソフィアが一人、小鳥たちとダンスを踊おどっていた、情景。

　それはとても、美しくて、幻げん想そう的てきで。

　俺の心は、一いつ瞬しゆんにしてソフィアに鷲わし掴づかみにされてしまった。

　ぱしゃっ。

　今度は、すぐ近くで水音がした。

　ぴちゃっ、と俺の左手の指に、冷たいものが触ふれる。

　見ると、俺が寝ね転ころんだ横に、小さな水みず溜たまりができているじゃないか！

　俺が掘った穴から、湧わき出でたのか？

　どうも、そうではないっぽい。

　それでも俺が地面を掘ることで、少し離はなれたところにあった水脈から、こうしてちょっとだけ漏もれ出てきたのだろうか？

　そしてなぜか、その水溜まりの中には、美しいマリングリーンの鱗うろこをした小魚が一匹、泳いでいたのだ。

　普ふ通つうなら、ありえないだろう。

　だがここは神界、どうやら観念でできている世界だ。風景の変化には、何らかの意味があるに違ちがいなかった。

　ぱしゃんっ。

　小魚が元気よく、水溜まりから跳はねる。

　ぺたんっ、ぺちっ、ぴちっ。

　跳ねた小魚はそのまま、なんと偶ぐう然ぜんにも仰向けの俺の腹に載のっかり、じたばたし始めた。

「おっ、おいおいっ、無む茶ちやするやつだなぁ」

　このままでは呼吸ができなくて死んでしまう。俺は両手でお椀わんをつくり、空中で小魚をキャッチ。

　急いで水溜まりの中に放してやる。

　水溜まりの中で、小魚は嬉しそうにクルクルと円を描いた。

　この、ドジッ子というか、トラブルメーカー的なところ、マリーに似てるかも……。

　俺は小魚にそんな感情を抱く。

　マリーは、会ったその日に、二階から俺のすぐそばに花びんを落としたり。

　パーティーで俺にジュースをぶち撒まけてくれたり。でもそのお詫わびにと、わざわざ風ふ呂ろ場ばで俺を洗ってくれたり。

　自分には王女の資格がない、なんて本気で悩んでいた。

　そんなマリーが放っておけなくって、守ってやりたくなる感じで。やっぱり俺はマリーにも、いつしか心を奪われてしまっていた。

　俺が仕える、二人の姫様。

　とても大切な、どこまでも一緒に、歩いていきたい、そんな二人。

「よっしゃっ、もう一頑がん張ばりすっかぁっ！」

　俺はむくっと起き上がり、つるはしを手に取った。




　ガツンッ、ガツンッ！

　掘りかけた穴の中に入って、硬い岩盤につるはしを振ふり下おろす。

　何度も、何度も。

　岩盤にひびが入り、小さな破は片へんが飛び散る。

　もっともっと砕くだいて、再びシャベルで掘れる、土の層まで到達しなければ。

　ぱたぱたっ、ぱたたっ。

　ぱしゃんっ、ぱしゃっ。

　小鳥と小魚が俺のそばで、まるで俺を鼓こ舞ぶするかのように羽ばたき、跳ねる。

　ガツンッ、ガツンッ！

　大丈夫だ、まかせろ。

　水脈を掘り当あてるまで、俺は絶対に諦めたりしないから。

　この穴の深さは、俺のソフィアとマリーへの、想おもいの深さだ。まだまだ全然足りないよな？　もっとだ。もっともっと深く。

　ガツンッ、ガッ、ゴボゴボッ！

　突然、今までと違う手て応ごたえがあったかと思うと、直後。

　バッシャァァァーーーーーーーーーーンッ！

「うおっ!?　うあぁぁぁぁぁーーーっ!?」

　足元から凄すさまじい勢いで水が溢あふれ出し、俺の身体は水流によって穴から押し出される。

　ばしゃばしゃばしゃばしゃばしゃっ。

　干ひからびていた泉に、きれいな水がどんどん、満たされていく。

「やったっ！　やったぞ、おまえたちっ！」

　俺は、俺を応おう援えんしてくれていた小鳥と小魚を探して、辺りを見回す。

　だけど、一羽と一匹の姿は、どこにもない。

　ばしゃっ、ばしゃぁっ！

　不意に、背後で大きな水みず飛沫しぶきが二つ、立て続けに上がった。

　振り返かえると、

「ミナトっ！」

「ミナトさんっ！」

　そこには、俺の姫様――ソフィアとマリーが、満面の笑えみで、俺に抱きついてこようとしていた。

　しかも、全裸で。

「どわぁっ!?　ちょっ、二人ともっ、待っ……！」

　目の遣り場ばに困り、赤面する俺を。

　ばっしゃーーーんっ！

　ソフィアとマリーは、大だい胆たんにも押し倒たおす。

　二人のすべすべの肌の質感と温ぬくもりがダイレクトに伝わってきて、俺自身も全裸であることに、今さらながら気づいた。

　神界は、精神だけの世界みたいだから、服なんて不要なのだろうか？

　そもそも、この今見えている自分の身体だって、ないと俺が理解できないから、作り出されている感じだしな。

「見事であったぞ、ミナトよ！」

「ありがとうございます、ミナトさんっ！」

　ソフィアとマリーは、形、大きさ、柔やわらかさ、どれをとっても最高級の立派なバストをギュウギュウと俺の二にの腕辺りに押しつけながら、礼を言ってくる。

　続けざま、
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『『神しん託たくの騎士よ。邪神によってひとたび引き裂かれた、我らと王女の絆きずなをこうして再び取とり戻してくれたこと、心から感謝します』』

　空と海の女神様たちの声が、響き渡った。

「よかったなぁ、ソフィア、マリー、本当によかった……」

　また俺の涙るい腺せんが緩ゆるんでくる。

　今日は涙の大安売りだ。と、俺が恥ずかしさを軽口で誤魔化そうとしている間に。

　ソフィアとマリーの顔が、みるみる近づいてきて。

　ちゅっ、ちゅっ。

　俺は二人と、キスをしてしまった。

　三人でするキスは、かなり窮きゆう屈くつで、唇くちびるの左右の端はしに、ソフィアとマリーの唇が触れる、そんな状態。

　けど、美少女と至近距離に接近して、スキンシップするのが嫌きらいな人間なんて、いるんなら会ってみたいくらいだ！

　これは、儀ぎ式しきでも、魔法をかけるためでもない、純じゆん粋すいな口づけ。

　俺にとって、人生初の、正しよう真しん正しよう銘めいのキス。

　ただし、神界に限る。

　ソフィアとマリーの唇がゆっくりと離れ、

「ふっ、二人ともっ、なんて大胆なっ……！」

　俺は、ぷはぁっと、止めていた息を吐き出しながら、叫ぶ。

「ここは神界であるしのっ！　現実ではないゆえ、恥ずかしくもないのじゃっ！」

　とか言いつつ、思いっきり頬を赤らめ、ソフィアが答える。

「それにミナトさん、責任を取ってくれるんですよね？　将来の夫となら、何をしても平気ですものっ」

　マリーはそう言って、ぺたぺたと無む邪じや気きに身体をくっつけてきた。

「そ、そういうわけじゃ、ミナトよっ」

　するとソフィアも妙みような対たい抗こう心しんを燃やし、ぐいぐいと俺に手足を絡からませる。

　ぷにょんっ、ふにゅうぅっ、とソフィアとマリーの柔らかい部分が、惜おしげもなく俺に押し当てられる。

　凶きよう悪あくなおっぱいは言うまでもなく、太もも付近も相当に危険だ。

　ヤバいって！　このままでは俺、ますます変な気分になってきちまうじゃないかっ！

「私っ、ミナトさんを想う気持ちを、もう我が慢まんできませんっ！」

　マリーがとてつもなく情熱的な言葉を発し、

「わっ、私もじゃっ！　ミナトよ、そなたと、一つになりたいっ！」

　ソフィアから、いっそう過激な発言が飛び出す。

「おっ、俺も二人がっ、大好きだぁっっっ!!」

　左右から抱きついてくるソフィアとマリーの肩を、俺もぎゅっと抱きしめた。

　二人の体温。甘あまい香かおり。辛しん抱ぼう堪たまらん。どうにかなりそうだ。

　裸はだかで抱き合あうのって、こんなに、気持ちいいものだったんだ……。

　気が遠くなりそうな快感の中、俺たち三人は、いつまでも愛し合っていた。
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　という夢を見たんだ。

　ばちっ、と目を開くと、俺はよだれを垂らして、茜の膝ひざ枕まくらの上で、眠ねむっていた。

「おおっ、気がつかれましたか、湊殿っ！」

「ご気分はいかがですか、湊様？」

　クリスと雪花が、心配そうに俺の顔を覗のぞき込んでくる。

「よかったぁ～っ！　もう、湊ったらっ、急に倒れるから、ビックリしちゃったわよっ？」

　大げさにもちょっぴり涙ぐんだ様子の茜に、叱しかられてしまった。

「ソフィアとマリーも、目を覚ましたよーっ」

　コレットの言葉に振り向むくと、仰向けに横たわっていた二人が、むくりと起き上がったところだった。

　ソフィアとマリーも、いかにも起き抜けといった感じで、焦しよう点てんの合わない視線をぼんやりと宙に向けている。

　しかし不意に、二人がこちらを振り返ったのだ。

　ソフィアとマリーと顔を見合わせた途と端たん――。

　俺も含ふくめ、三人は、カァーッと真っ赤になってしまう。

　あれ？　もしかしてソフィアとマリーも、俺と同じ夢を見てたりなんかして？　ははっ、まさかなぁ。

「いかがですか、姫様？　魔ま力りよくは、回復しておられますか？」

　ささっと姫様たちの方へと移動した雪花が問う。

　ソフィアとマリーは、しばし真剣な表情で、無言のまま俯うつむく。

　ブゥゥゥゥゥンッ！

　突如、二人の身体から、鮮あざやかな青と緑のオーラが、力強く放出されたのだ。

「やったっ！」

「やりましたね、姫様」

「やったのねっ、湊っ!?」

　クリスと雪花と茜が、同時に声を上げる。

　んん？　そういえば俺、ソフィアとマリーの魔力を取り戻すために、リアマに連れられて、神界に行ったんじゃなかったっけ？

　まさか……ソフィアとマリーと、ごにょごにょしちゃったあれ……。夢じゃ、ない、のか……？

　俺は激しく動どう揺ようしつつ、ふとある疑問が浮かんだ。

「そうだっ、時間はっ!?　俺たち三人、どれくらいの間、眠ってたんだ!?」

　俺たちは、邪神復活を企たくらむエルキシュの女大公に結局、一つめの封印を解かれたうえ、いいようにあしらわれて逃にげられてしまったのだ。

　あの女は去り際に言っていた。『エルキシュにてお待ちしております』と。

　このトランカナンと同様に、エルキシュ公国にも邪神を封ふうじ込めた聖地があり。その封印をあの女大公は、桜子とモモ、あるいは新たに捕らえたファルバザード三皇女を使って、解くつもりなのだ。

「ご安心ください。湊様が意識を失われてから、まだ何分も経過していません」

　俺にとっては数時間にも、それ以上にさえ感じられた時間が、ほとんど過ぎていなかったのだと雪花から知らされる。

　驚おどろくと同時に、ほっとする俺である。

「確かに湊殿が憂ゆう慮りよする通り、時間を無む駄だにはできませんね。一刻も早く聖地を出ましょう。ここでは無線機も通じませんし」

　クリスが俺の意図を察して、提案してくれた。

　さすが、禊みそぎの儀式を行わないと人間が立ち入ることができない聖地というだけあって、電波をも遮さえぎる構造であるらしい。

「そうですね。アシエル様に、状じよう況きようを報告しませんと」

　雪花の言に、

「そうだよな、アシエルなら、アシエルならきっと何か一発逆転の策を考えてくれるっ！」

　俺は、都合のいい願望をてんこ盛りにして返す。

「トライホーンホエールを再度、召しよう喚かんします」

　ラニタが笛を取り出した。

　すぐに、巨大な空飛ぶ三本角のクジラが、俺たちの眼前に現れる。

　皆、バタバタともうだいぶ慣れたクジラの背に乗り込んでいく。

「あっ、そうだっ！」

　ところが、召喚した本人であるラニタが、何かを思い出したように、英雄の墓の前へと走っていってしまった。

　そして、墓前の地面に落ちていた何かを拾って、すぐに戻ってくる。

「すみません、お待たせしてしまって」

　ラニタが取ってきたのは、先さき程ほど操あやつられたソフィアとマリーに散々な扱あつかいを受けていた、あの英雄が愛用していたという、銛もりだった。

「それを、どうするんだ？」

　ラニタの考えがわからず、俺は尋ねる。

「はい、これは、曲がりなりにもトランカナンの伝説の勇者が、邪神を打うち倒したときに使用した武器ですから。この先、きっと何かの役に立つのではないかと」

　ラニタは、勇者の魂たましいを受うけ継ついだような、凛りんとした瞳を俺に向け、答えた。

　そうだよな。俺も、早く意識を転てん換かんしなければ。

　今は、この世界が滅ほろんでしまうかもしれない、一大事なのだ。

　だが、正直なところ、俺の胸中の大半を現在占しめているのは、ソフィアとマリーの、汚れなくあまりにも美しかった、ヌードの姿。

　可能なら、あの余よ韻いんにいつまでも浸ひたっていたいって思うのが、健全な男子としては当然だと思うんだぜ？

　そこで、俺は気づく。

　ソフィアとマリーが、俺の隣に、来ていることに。

　そっと。

　二人はそれぞれ、俺の左右の手を取り、繋つないだ。

　手のひらの温もりだけでも、十分に満たされた気分になる。

　俺もソフィアもマリーも、沈ちん黙もくしたままだったけど。

　俺たち三人は、今までよりもずっと、仲良くなったのだ。

　全員を乗せ、トライホーンホエールは音もなく空中を舞まい、滑すべり降おりていった。







エピローグ







　サバンナに停てい泊はくしていた空母が、にわかに慌ただしくなる。

　エルキシュ公国大公、イレーヌ・グリニャールが帰き還かんしたのだ。

　ゴボッ、ゴボゴボゴボゴボッ……！

　空母という、巨大な鉄の塊かたまりが、潜せん航こうを開始する。

　暗黒精せい霊れい魔ま法ほう、瘴しよう地ち精霊の力であった。




　空母艦かん内ない。

　捕ほ虜りよとなってしまったファルバザード三皇女は、ほぼ入いれ替かわりに解放されたソフィアとマリーもそうであったように、必要最低限の設備しか置かれていない船室に押し込められていた。

「スズリ姉弟という方たちと、同室になれるかと期待しておりましたのに。わたくしたちと接せつ触しよくすると何かまずいことが起こると、警けい戒かいされたのかしら？」

　狭いベッドに腰こしを下ろしたブリジッタが、首を傾げる。

「わかんねぇなぁ。こんなもんつけやがって、俺たちの魔力を押さえつけてやがるんだぜ？　これ以上、警戒もクソもねぇだろうぜ」

　壁かべにもたれ立ったままのエルッカが、憎にく々にくしげに虚空を睨にらむ。

　三姉妹の首には、魔力を封じる金属で造られた首輪が、嵌はめられていた。

「おかげで、三枚トリニテイ・羽のフエザー・千里眼ブレイクも発動できません」

　ブリジッタに寄り添そうように座すわっているアリッサが、力なく言う。

　三枚トリニテイ・羽のフエザー・千里眼ブレイクとは、素す肌はだに触れた相手の過去・現在・未来の心の中を視通す、ファルバザード三皇女の能力である。

　正直に言って、状況は最悪であった。

　現在、シャルスティアとトランカナンの面々が無傷で残っているとして、邪神の復活を阻止するには、今一つ頼たよりない。

　ブリジッタは口には出ださずとも、そのように感じていた。

　やはり、心から信じられるのは、自分たちだけ。どうにか隙すきを見て、この空母から脱だつ出しゆつを果たさなければ。

　とはいえ魔力が使えない三皇女は、ただのか弱い三人の乙おと女めに過ぎない。

　よほどの幸運に恵めぐまれなければ、目的は達せられそうになかった。

　せめて、敵方が油断して、こちらに接触してくれば。

　くれば、どうだというのか。肉にく弾だん戦せんを挑いどんで勝てる相手など、何人いるのだろう。

　ゴボッ、ゴボゴボッ。

　不意に、部屋の床ゆかにぽっかりと暗黒の穴が開き。

　にゅうっと――瘴地精霊ではなく――一人の人間が、室内に現れた。

「テメェはっ！」

　エルッカがいつでも飛びかかれるように、即そく座ざに臨戦態勢を取る。

「エルキシュの、大公様……？」

　ブリジッタには、その顔を写真か何かで見た覚えがあった。

「お初にお目にかかります、ファルバザード三皇女殿でん下か」

　金属の胸当てをつけた長身の女は、恭うやうやしくお辞じ儀ぎをする。

「あなたが、今回の件の、黒幕だったのですかしら？」

　もともとエルキシュ公国は、疑ぎ惑わくのリスト筆頭だったわけだが、こうして堂々と目の前に姿を現されると、逆に違い和わ感かんも覚える。

　あるいは、もはや完全に勝利を確信して、バレようが構わないという心境なのだろうか。

　ブリジッタが相手の狙ねらいを計りかねていると、

「いかがでしょう。気晴らしに少々、お話でも。お互たがい、魔法五大国に列せられる国の長同士、同じ立場の者にしかわからぬこともあるかと存じます」

　女大公の方から、語りかけてきたのだった。

「っざけんなっ！　おまえと話すことなん……」

　食ってかかろうとするエルッカを、手を水平に掲かかげてブリジッタが制す。

　自分たちを精神的に揺さぶるつもりなのだろうか？

　だとしても、エルキシュの女大公の口から、どんな内容が紡つむがれるのか、とても興味が湧いた。

「あら、お心こころ遣づかい痛み入りますわ。それで、いったいどんなお話を？」

「貴女方は、魔法国家の監視者……。その任務も、今後は行えなくなってしまうのでしょうけれど。それでも、此こ度たびの事件のいきさつを、多少なりとも知る人間を、残しておきたい所存です。ともすると貴女方は、誰に伝えることもできず、死にゆく運命かもしれませんけれど」

　女大公の前置きに、

「のやろぅ、いちいち喧けん嘩か売ってんのかっ」

　エルッカが小さく、悪態を吐く。

　だがこれは、予期せぬチャンスだった。

　敵にとってはほんの気まぐれで戯たわむれの時間潰つぶしだとしても、何か重大な情報が得られるかもしれない。

　ここは、黙だまって素す直なおに聴きく、その一手のみ。

「昔々、あるところに、己の境きよう遇ぐうと志を同じくする、若い男女がおりました」

　やや唐突に、女大公は話し始めた。

「その、昔というのは、実は一、二年前のことなのではなくって？」

　思わずブリジッタは、茶々を入れてしまう。

「初め、二人は互いに尊敬し合い、同じ目標に向かって、力を合わせていたのですが。徐じよ々じよに、女は男の思い描く未来が、自身とは異なっていることに気づいたのです」

　が、女大公は顔色一つ変えず、録音データを再生するかのように淡たん々たんと語り続けた。

「あるとき、女は男を止めようと説得しました。ですが男は聞く耳を持たず、ますます己の志の実現に邁まい進しんするばかり。女はやがて疲つかれ切きって、男から心が離れていったのです」

　どこにでもよくありそうな、男女のすれ違いの物語。

　とは思うものの、ブリジッタ自身に異性との交際の経験はないので、ピンとこない。

　――そこに、どんな意味が？

「ピ、無む駄だ口ぐちが過ぎました。私はあまりにも精せい巧こうであるため、オリジナルの行動原理に従い、主の意思に反する行動さえ……ガ、ピ……、失礼致いたしました。それでは、また機会がありましたら、いつか」

　ゴボゴボッ。

　出現したのと同様、あっという間に。

　女大公は、床に開いた暗黒の中へと吸い込まれて消え去ってしまった。

「なんだありゃあ……？」

「姉様……」

「ええ……」

　けったいなものを見た、という表情のエルッカをよそに、ブリジッタとアリッサは顔を見合わせ、何事かを頷うなずき合うのだった。
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「閣下、邪神の第一の封印、予定通りに解かれたとのことです」

　執しつ務む室しつの高級机の前に座した男に、メイド姿の女が報告する。

「ふむ。ファルバザード三皇女の方は、どうなっている？」

「そちらも無事、確保完かん了りようとのことです」

「順調過ぎて張り合いがない。もう少し骨のある好敵手はおらぬものか」

　男が空になったグラスを置くと、女がワインを満たした。

　その色は死者の血のように赤い。

「空母はいつエルキシュに到とう着ちやくする？」

「二、三日後には」

　男の問いに、すぐさま女が答える。

「それが、決戦までの猶ゆう予よというわけか。決戦というほど、大層なものになればよいがな。世界の終わりがあっけなさ過ぎても、興きよう醒ざめというものよ」

　男は上じよう機き嫌げんでグラスを弄もてあそんでいた。

　しばらくして。

「下がってよい」

「御ぎよ意い」

　男は女に退室を命じ、執務室には男一人となる。

　いや、もとより、男は独りだった。

　虚きよ飾しよくに彩いろどられた独裁は、年月を追うごとに、彼かれから人を遠ざけさせていった。

「誰だれにも邪じや魔まはさせぬし、できるはずもない。余にはそれだけの力があるのだからな」

　男は虚こ空くうに向かって、呟く。

「もうすぐだ。もうすぐ余と其そ方ちが夢見た世界が、現実のものとなる。由ゆい緒しよ正しき我々をコケにした、下げ賤せんな世界すべてが我々に跪ひざまずくのだ」

　男の目は、実際にはその場にいない誰かを、捜さがし求もとめて彷徨さまよっているように見えた。

　独りの男の狂きよう気きＶＳ世界。

　戦いの行方ゆくえは、まだ誰も知らない。







ＥＮＤ







あとがき







　本書が通算九冊目になります、糸いと緒お思し惟いです。

　今回はあとがきにいただいた頁数が多いので、ちょっと自分のライトノベルとの出会いなど、過去を振り返ってみたいと思います。

　僕のあとがきはどうもあまり面白くならないので、もう開き直っていかせていただきます。




　さて、僕が初めてライトノベルを買ったのは中学生のとき、渡邊由自先生の『魔群惑星』シリーズでした。

　真鍋譲治先生のえちぃイラストに一目惚れしての表紙買いだったことは秘密ですが、もちろん作品内容も大好きでした。僕のファンタジー好きはここから始まっています。あと、「刹那」という言葉を覚えたのもこのときでした。

　次にお気に入りになったのは『ロードス島戦記』と『魔獣戦士ルナ・ヴァルガー』だったのですが。

　ディードリットの全裸カラーイラストは今も僕の脳裏に鮮明に焼きついています。『ロードス』は小説だけでなく、テーブルトークＲＰＧにもハマり、仲間四、五人で日曜日誰かの家に集まってはサイコロを振っていた記憶があります。

『ルナ・ヴァルガー』については、ヒロインが使い魔の猫に大事な部分をぺろぺろされるシーンなどもあり、当時の方が今よりも過激なのではないか？　とさえ思います。僕の書くエロシーンなんかこれに比べれば子供だましみたいなもんですね。

　っていうか中学生のときに好きだった作品が、まんま今の自分の作風に、思いっ切り影響してるじゃん！　という感じでビックリです。やはりエロは人類の進化にかかせませんね。

　その次のマイブームは、『銀河英雄伝説』と『フォーチュン・クエスト』。

『銀英伝』は深夜にたまたまアニメをやっていて、ロイエンタールとミッターマイヤーが延々十分くらい会話だけをしているシーンで、これアニメじゃねーだろ！　って度肝を抜かれ興味を持ち、気がついたら全巻大人買いしていました。

『フォーチュン・クエスト』は「本当の悪人」といえるキャラが一切出てこないあの作風が大好きで、実は『突然騎士になってムフフな俺がいる』は、ハーレムラノベ界の『フォーチュン・クエスト』を目指しています。なんて言うととっても大それた感じですが、思うだけなら個人の自由かと思いますので、どうかご容赦ください。




　よし、これで残り一頁。

　いつもと同じく謝辞を。

　担当の南部さん、ラニタとコレットは南部さんのものです。ただし、嫁的な意味では読者様のものってことで。

　今回も素晴らしいイラストを描いてくださった三さん色しよく網あみ戸ど。先生、ありがとうございます！　ヒロインたちを変身させるの、チョー楽しかったです！

　本書が読者様に届くまでの工程に関わってくださったすべての皆様、ありがとうございます。

　そして、読者様、本作もお楽しみいただければ幸いです。それでは、また次の巻でお会いできますように。
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

糸緒思惟先生／三色網戸。先生
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